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序

近年、鳥取県では妻木晩田遺跡、青谷上寺地遺跡をはじめとする古代の重要な

遺跡の発見が相次いでおり、当時の集落の姿や暮らしの様子が具体的に語られる

ようになりつつあります。

先人が残した素晴らしい遺産を後世に伝承することは、現在に生きる私たちの

重要な責務です。

ところで、県内においては、現在、山陰自動車道の整備が着々と進められてい

るところでありますが、当財団は、国土交通省からの委託を受け、この事業に係

わる一般国道９号（東伯中山道路・名和淀江道路）の改築に先立つ埋蔵文化財の

発掘調査を実施してきました。

そのうち、琴浦町にある八幡遺跡では、奈良時代の墨書土器、転用硯、赤彩暗

文土師器が出土するなど、官衙関連遺跡としての性格が考えられ、この地域の歴

史を解明するための重要な資料を確認することができました。発掘調査終了直前

には、現地説明会を開催し多くの方々の御来場をいただいたところですが、この

たび、調査結果を報告書としてまとめることができました。

この報告書が、今後、郷土の歴史を解き明かしていく一助となり、埋蔵文化財

に対する理解がより深まることを期待しております。

本書をまとめるにあたり、国土交通省倉吉河川国道事務所、地元関係者の方々

には、一方ならぬ御指導、御協力を頂きました。心から感謝し、厚く御礼申し上

げます。

平成１７年３月

財団法人 鳥取県教育文化財団

理 事 長 有 田 博 充



序 文

一般国道９号は、起点の京都府京都市から山口県下関市にいたる、総延長約

６９１�の幹線道路であり、西日本日本海沿岸地域の産業・経済活動の大動脈とし

て、地域住民の生活と密着し大きな役割を果たしています。

このうち、国土交通省倉吉河川国道事務所は、東伯郡湯梨浜町から米子市（鳥

取―島根県境）までの７６．６�を管轄しており、時代の要請に沿った各種の道路整

備事業を実施しているところです。

東伯中山道路は、東伯郡琴浦町から西伯郡中山町にかけての、国道９号の渋滞

緩和、荒天時の交通障害の解消、また、災害時の緊急輸送の代替道路確保、など

を目的として計画された高規格幹線道路（自動車専用道路）であり、鋭意事業に

着手しているところです。

このルートには、多数の埋蔵文化財包蔵地がありますが、鳥取県教育委員会と

協議を行い、文化財保護法第５７条の３の規定に基づき、鳥取県教育委員会教育長

に通知した結果、事前に発掘調査を実施し、記録保存を行うこととなりました。

平成１６年度は、「上伊勢第１遺跡」、「三保第１遺跡」、「久蔵谷遺跡」、「化粧川

遺跡」、「八幡遺跡」、「中道東山西山遺跡」、「福留遺跡」、「湯坂遺跡」、「南原千軒

遺跡」の９遺跡について財団法人鳥取県教育文化財団と発掘調査の委託契約を締

結し、同埋蔵文化財センターによって発掘調査が行われました。

本書は、上記の「八幡遺跡」の調査成果をまとめたものです。この貴重な記録

が、文化財に対する認識と理解を深めるため、ならびに、教育及び学術研究のた

めに広く活用されることを願うと同時に、国土交通省の道路事業が、文化財保護

に深い関心を持ち、記録保存に努力していることをご理解いただければ幸いと存

じます。

事前の協議をはじめ、現地での調査から報告書の編集にいたるまで御尽力いた

だいた財団法人鳥取県教育文化財団の関係者に対して、心から感謝申し上げま

す。

平成１７年３月

国土交通省 倉吉河川国道事務所

所 長 嘉 本 昭 夫



例 言

１．本書は国土交通省中国地方整備局倉吉河川国道事務所の委託により、財団法人鳥取県教育文化財

団埋蔵文化財センターが一般国道９号（東伯中山道路）の改築に伴う埋蔵文化財発掘調査事業とし

て、平成１６年度に行った八幡遺跡の発掘調査報告書である。

２．本報告書に収載した遺跡の所在地、調査面積は以下の通りである
や わた い せき とっとりけんとうはくぐんことうらちょうおおあざ や わたあざはちまん うしろ ぐち ほか あざ にし なか だ ほか

八幡遺跡：鳥取県東伯郡琴浦 町 大字八幡字八幡ノ後 口１２３０―１他、字西仲田１２１７―１他、
あざおおかみ うえ ほか あざきよもと だ

字大神ノ上１２０２―１他、字清元田１１４９

調査面積：１１，９２９�

３．本報告書における方位は公共座標北を示す。Ｘ：、Ｙ：の数値は世界測地系に準拠した公共座標

第�系の座標値である。また、標高は４級基準点Ｈ１０―２―７（Ｘ：－５４３９４．７０３６、Ｙ：－６４１６８．７４１４）

を基点とする標高値を使用した。

４．本報告書に掲載した地図は国土地理院発行の１／５０，０００地形図「大山・赤碕」、赤碕町地形図１／

５，０００「赤碕町都市計画図１」を使用した。

５．本報告における出土石器の石材鑑定を鳥取大学名誉教授の赤木三郎氏にお願いした。また、出土

土器の胎土分析を岡山理科大学自然科学研究所白石 純氏に、碧玉の産地同定を京都大学原子炉実

験所藁科哲男氏に依頼し、玉稿を賜った。記して深謝いたします。

６．本報告にあたり八幡遺跡の基準点測量、方眼測量、調査前航空写真、調査後航空写真、出土石製

品の産地同定、出土石器・鉄器の一部の実測・浄書を業者に委託した。

７．本報告にあたり使用した実測・浄書は、業者委託した分を除き、当財団埋蔵文化財センター、及

び東伯調査事務所で行った。

８．本報告書に使用した遺構・遺物写真は文化財主事・調査員が撮影した。

９．本報告書の執筆は、野口良也、�本利幸、阪上志緒里が分担し、目次に文責を記した。編集は野

口が担当した。

１０．出土遺物や図面、写真などの記録は鳥取県埋蔵文化財センターに保管している。

１１．出土遺物の調査指導及び報告書作成にあたり下記の方々にご指導、ご協力いただいた。

穴澤義功、林部 均、金田明大

（順不同敬称略）



発掘時の遺構名 変更後
拡張区SI１ SI５
拡張区SB１ SB１０
３区SB１ SB１１
３区SB２ SB１２
３区SB３ SB１３
３区SB４ SB１４
２区SK１ SK８
２区SK２ SK９
３区SK１ SK１０
３区SK２ SK１１
３区SK３ SK１２
３区SK４ SK１３
３区SK５ SK１４
３区SK６ SK１５

発掘時の遺構名 変更後
３区SK７ SK１６
３区SK８ SK１７
拡張区SD１ SD５
拡張区SD２ SD６
拡張区SD３ SD７
拡張区SD４ SD８
拡張区SD５ SD９
３区SD１ SD１０
３区SD２ SD１１
３区SD３ SD１２
３区SD１１ SD１３
３区SD１２ SD１４
３区SD１３ SD１５
３区SD１９ SD１６

凡 例

１．八幡遺跡では出土遺物の注記に「ヤワタ」の略号を用いた。

２．本報告書で用いた遺構の略号は以下の通りである。

SI：竪穴住居跡 SB：掘立柱建物跡 SK：土壙・土坑 SD：溝状遺構 Ｐ：柱穴・ピット

３．遺構・遺物実測図の縮尺については、特に説明がない限り以下の通りである。

竪穴住居跡・掘立柱建物跡：１／８０ 土壙・土坑・溝状遺構：１／４０、１／１００、１／２００、１／４００

土器：１／４ 石器・石製品：１／１、１／２、１／８ 鉄製品：１／２ 鉄滓：１／４

４．遺構・遺物実測図に用いたスクリーントーン及び記号は、特に説明がない限り以下の通りであ

る。また、遺物実測図の断面は須恵器を黒塗りとし、それ以外のものは白抜きで示した。

地山 貼床 焼土面 炭化物層

赤彩・釉範囲 漆付着範囲 石器使用範囲

S：石器・石製品 F：鉄製品・鉄滓 ●：土器 □：石器・石製品 ▲鉄製品・鉄滓

５．法量記載における※は推定復元値、△は現存値を示す。

６．八幡遺跡では発掘調査時において各調査区を単位に遺構番号を付していたため、報告書では以下

のように変更した。また、調査中に付していた３区SD４～１０、１４～１８は、攪乱であることが明らか

となったため抹消した。

７．土器の年代観は以下の文献に拠る。

弥生土器：清水真一 １９９２「因幡・伯耆」『弥生土器の様式と編年―山陽・山陰編』木耳社 政

岡睦夫・松本岩雄編

土 師 器：巽 淳一郎 １９８３「古代窯業生産の展開―西日本を中心にして―」『文化財論叢』奈

良国立文化財研究所創立３０周年記念論文集刊行会

巽 淳一郎他 １９７９『伯耆国庁跡発掘調査概報（第５・６次）』倉吉市教育委員会

本書第５章第１節

須 恵 器：足立克己・丹羽野裕 １９８４「第６章まとめ�遺物」『高広遺跡発掘調査報告書』島根

県教育委員会

角田徳幸 ２００３「第５章まとめ第３節奈良・平安時代の施設群」『史跡出雲国府跡―

１―』島根県教育委員会

坪井清足・町田 章 １９７１『出雲国庁発掘調査概報』松江市教育委員会

萩本 勝・佐古和枝 １９８４「須恵器について」『陰田』建設省・米子市教育委員会
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第１章 調査の経緯

第１節 調査に至る経緯

本発掘調査は、一般国道９号東伯中山道路の改築に伴い、東伯郡琴浦町八幡地内の工事予定地に存

在する、周知の埋蔵文化財包蔵地である八幡遺跡の記録保存を目的としたものである。当該地は、旧

東伯郡赤碕町に所在するが、平成１６年９月１日に東隣の旧東伯町と合併し、琴浦町となった。

さて、山陰地方では、国道９号線の交通混雑緩和及び将来の国土幹線道路整備として、山陰自動車

道の整備事業が進められ、鳥取県中部地域では、東伯中山道路、北条道路、青谷羽合道路が自動車専

用の高規格道路として計画・施工されている。
べっしょなかみね まつたになかみね け しょうがわ

東伯中山道路の計画地内のうち、旧赤碕町地内では別所中峯遺跡、松谷中峰遺跡、化粧川遺跡、
ふくどめ や わた なんばらせんげん ゆ ざか ながたに の つ う ば が たに うめ だ

福留遺跡、八幡遺跡、南原千軒遺跡、湯坂遺跡、長谷城跡、箆津乳母ヶ谷遺跡、中山町域と跨る梅田
かやうね

萱峯遺跡などの多数の遺跡があり、建設に先立ち計画地内の遺跡及び遺構の広がりを確認する必要性

が生じた。このため、赤碕町及び中山町教育委員会が平成１１年度から１５年度にかけて、国庫補助事業

として断続的に試掘調査を行った。当該地の試掘調査は、平成１４・１５年度にわたって行われた。

この結果を受け、国土交通省中国地方整備局倉吉河川国道事務所は、鳥取県教育委員会事務局文化

課と協議し、文化財保護法第５７条の３に基づく発掘通知を行った上、鳥取県教育委員会事務局教育長

の指示により財団法人鳥取県教育文化財団に記録保存のための事前調査を委託した。これにより、当

財団が文化財保護法第５７条に基づく発掘調査届を提出し、平成１６年度に埋蔵文化財センターが発掘調

査を担当することとなった。本発掘の調査面積は１１，９２９�である。

第１図 八幡遺跡位置図
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第２節 調査の方法と経過

� 調査の方法

八幡遺跡の調査区の設定は、試掘調査の結果及び現況の地形から、調査範囲の西側から１～３区と

した。また、試掘調査の結果、１区に関しては遺構確認面が２面確認され、１面目と２面目の間には

遺物包含層が認められていたことから、１区は２面の遺構確認面、及び遺物包含層の調査とした。さ

らに、１区の表土剥ぎの結果、遺構及び遺物包含層の存在が調査区外にのびる可能性が予想されたた

め、１区の東側に拡張区を新たに設定し、調査にあたった。この拡張区においても１区と同様、２面

の遺構確認面、及び遺物包含層の調査とした。以下、本文中にある調査区名の記述はこれに基づくも

のである。

表土剥ぎは重機によって行い、表土剥ぎ終了後、公共座標第�系に基づく１０m間隔の基準杭を設定

した。これらの杭は、東西軸に算用数字、南北軸にアルファベットを付し、「A１杭」のように呼称し

た。また、これらの杭によって１０m四方に区画された地区は、その北東隅の杭をもって区画名とし

た。

検出した遺構・遺物の記録には平板及び光波トランシット、自動レベルを用いた。調査地での写真

撮影には３５�判と６×７判を使用した。遺物写真撮影は６×７判と４×５判カメラを用い、いずれも

白黒ネガフィルムならびにカラーポジフィルムを使用した。

� 調査の経過

八幡遺跡では、調査に先立ち平成１６年３月４日に調査前航空写真撮影の委託契約を行った。また、

３月９日から重機による表土剥ぎを行い、４月９日に基準杭を設置した。調査は４月９日から作業員

を稼動して、１区から開始した。４月１５日には、１区の表土剥ぎの結果から、遺構及び遺物包含層の

存在が調査区外にのびる可能性が予想されたため、拡張区の調査範囲を設定し、表土剥ぎを１区の遺

構検出作業と併行して行った。

１区の調査は遺構検出とともに、埋め戻されていた旧赤碕町試掘トレンチの確認作業から行った。

その結果、２面目とされた層位で確認されていた土坑は風倒木痕であり、その風倒木痕が確認される

層位も２面目とされる層位よりも上の層位から認められるものであった。このことから当初計画の調

査対象である２面目の存在が疑われたが、風倒木痕が確認された層位から縄文土器の細片が認められ

たことにより、２面目の層位を変更し、当初の計画通り２面調査とした。

また、１区の第１遺構面の調査は、遺構検出面である土と遺構埋土の土質が近似し、判別が困難で

あった。このため、第１遺構面検出の竪穴住居跡３棟、掘立柱建物跡２棟、土坑２基、溝状遺構１条

の調査終了をもって、６月１４日から遺物包含層、及び第２遺構面の調査に着手したが、この掘り下げ

作業中に第１遺構面検出漏れの遺構を多く確認することとなった。

拡張区の調査は、１区で確認された遺構面ならびに遺物包含層の範囲までを調査範囲とした。調査

区に設定した東端には近年に築かれた石組みの暗渠排水施設が存在し、これよりも東側においては近

年の開削を受けており、遺構面ならびに遺物包含層は削平されている状況であった。また、拡張区の

調査も１区と同様に、遺物包含層、及び第２遺構面の調査時に第１遺構面に帰属する遺構を確認する

こととなった。

２区での遺構検出作業は、１区、及び拡張区と併行し、５月７日より開始した。調査区の半分程度

第１章 調査の経緯
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の遺構検出作業を行った段階で、大雨のため、調査区脇を流れる用水が決壊し、調査区が水没してし

まう被害に見舞われたが、その後は順調に調査が進行した。確認された遺構は、落し穴２基のみで、

遺構検出面で認められた無数のピット状の痕跡も調査したものはすべて根攪乱によることが確認され

たため、すべてのものは調査対象とはしなかった。

３区の調査は７月１日より開始した。３区は試掘調査の結果、一面調査とし、ソフトローム層を遺

構検出面として調査を行ったが、調査区東側部分に一部残存した表土下の黒褐色土下層上面で溝状遺

構が２条（SD１０・１１）確認された。このことから調査は、一部残存した遺構の記録から行った。な

お、この溝状遺構が確認された黒褐色土層は遺存状況が良くなかったことから、この層位での等高線

図の作成を行うことはできなかった。

八幡遺跡では、８月７日に南原千軒遺跡において、パネル・遺物展示による説明会を行い、８０人を

超える見学者を迎えた。また、８月１０日に調査後航空写真撮影を業者委託により行い、８月１７日に現

場器材の撤去等、すべての作業を終え、調査を終了した。

１６年３月４日 調査前空撮（業者委託）

９日 表土剥ぎ

４月８日 調査前方眼杭設置（業者委託）

９日 作業開始

１３日 １区の遺構検出開始

１５日 拡張区の表土剥ぎ

５月６日 １区SK１・２、SB１、拡張区SD５

～７を検出

７日 ２区遺構検出作業開始

１４日 拡張区SD８・９検出

１７日 １区でSI１の検出

１９日 ２区で落し穴検出

６月３日 ２区調査終了

４日 １区SB２検出

９日 拡張区SI５の検出

１０日 １区SD１の検出

１４日 １区第２遺構面への掘り下げ

１７日 １区SK３（土壙）の検出

７月１日 ３区の調査開始

２０日 拡張区調査終了

２８日 ３区SD１２、SB１１の検出

２９日 ３区SB１２～１４の検出

８月６日 １区SI４、SB３～９の 完 掘、１

区の調査終了

７日 南原千軒遺跡において、八幡遺

跡のパネル・遺物展示解説

９日 ３区SD１２の完掘

１０日 八幡遺跡調査後空撮

１７日 調査終了

第２節 調査の方法と経過
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第３節 調査体制

調査は、以下の体制で実施した。

○調査主体

財団法人鳥取県教育文化財団

理 事 長 有田 博充

事 務 局 長 中村 登

埋蔵文化財センター

所 長 田中 弘道（兼・県埋蔵文化財センター所長）

次 長（事務） 竹内 茂

次 長（専門） 加藤 隆昭

調 査 課

課長（兼次長） 加藤 隆昭

企画調整班長 山枡 雅美

文 化 財 主 事 大野 哲二、下江 健太

庶 務 課

課長（兼次長） 竹内 茂

主 幹 福田 高之

事 務 職 員 大川 秋子、谷垣真寿美、山根 美代、小谷 有里

○調査担当 東伯調査事務所

所 長 佐治 孝弌

班 長 牧本 哲雄

文 化 財 主 事 家塚 英詞、小山 浩和（福留遺跡・湯坂遺跡担当）

君嶋 俊行（南原千軒遺跡担当）

高尾 浩司、小口英一郎（中道東山西山遺跡担当）

野口 良也、�本 利幸（八幡遺跡・久蔵谷遺跡担当）

玉木 秀幸、淺田 康行（上伊勢第１遺跡・三保第１遺跡担当）

恩田 智則、小谷 郁夫（化粧川遺跡・中道東山西山遺跡担当）

調 査 員 西川 雄大（南原千軒遺跡担当）

岩井 美枝、福井 流星（中道東山西山遺跡担当）

前島 ちか（上伊勢第１遺跡・三保第１遺跡担当）

阪上志緒里（八幡遺跡・久蔵谷遺跡担当）

調 査 補 助 員 野 浩一、山根 雅美、吉田由香里、山根 航、石水 健一

事 務 補 助 員 真山 葉子

○調査指導 鳥取県教育委員会事務局文化課

○調査協力 琴浦町教育委員会

第１章 調査の経緯
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第２章 位置と環境

第１節 地理的環境

八幡遺跡が所在する琴浦町は、平成１６年９月１日に旧東伯町と旧赤碕町が合併して誕生した、新し

い町である。この町名は、かつてこの地域の海岸一帯が「琴ノ浦」と呼ばれていたことに由来する。

当町は鳥取県中部、東伯郡の西側を占める位置にあり、町域は、大山連峰の烏ヶ山（１，３８１m）から

船上山（６１５m）を結ぶ線を南西端とし、北東に細長い三角状に広がって北端は日本海に至る。東西

１５．２�、南北１８．５�、総面積は１３９．８８�を測り、人口は約２０，５００人（平成１６年末）である。

本町の地勢は、大山（１，７２９m）山系から手指状に派生する急峻な丘陵地、加勢蛇川・洗川及び勝

田川・黒川流域に発達した平野部からなる。平野部は、肥沃な黒ボク地帯で細かな起伏が認められ

る。丘陵地は、火山灰土の堆積した溶岩台地状地形が海岸線付近までのびている。町内には、前述の

大山山麓に源流を発する河川の他、大小計８本の川が日本海に注いでいる。

当町の北側は、国道９号線沿線で弱電、酒造、食品製造などの商工業地域が形成されている。特

に、八橋地区は、古代から伯耆の東西をつなぐ交通、交流及び戦略的活動の要衝として栄え、古代山

陰道の清水駅、中世以降は八橋城が築かれた場所でもある。赤碕港は、主に沿岸漁業が盛んである。

町中部域は、県下有数の生産、販売高を誇る農業が盛んで、丘陵上では昭和２０年代から二十世紀梨栽

培が行われ、北米や香港・シンガポールなどにも輸出されるなど本県湯梨浜町に次ぐ生産量を誇る

が、現在では農家の高齢化、後継者不足による廃園が目立つようになった。また、平野部においては

水稲とともにかつては国内でも有数の芝栽培の他、ブロイラー、乳牛、和牛などの畜産も盛んに行わ

れている。町域南側は、国立公園の一部の大山滝、伯耆大シイ、船上山などが知られ、風光明媚な自

然・景勝地を求めて観光客が訪れる地域となっている。

町内の遺跡は、加勢蛇川下流域右岸の低丘陵地と、加勢蛇・洗川左岸の丘陵台地とその山裾付近、

勝田川流域及び黒川左岸丘陵上に集まっている。加勢蛇・洗川両河川に挟まれた平野部には、律令時

代の条里制の名残が旧地名や地割りに残る地域もあるが、概ね残りが良いとは言えない。

八幡遺跡は、JR赤碕駅の西南西約１�、標高約２６mの地点に立地し、調査地のすぐ西側には勝田川

が流れている。調査地内に礫層が形成されており、かつてはこの勝田川の氾濫原であったことが窺わ

れる。また、調査地の北西側には、遺跡名の由来にもなっている八幡神社が鎮座している。

（牧本・野口）

第２図 琴浦町位置図
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第２節 歴史的環境

旧石器・縄文時代 鳥取県内では旧石器時代の遺構を伴う遺跡は発見されていない。当町でも松ヶ

丘、槻下で尖頭器が数点、三林遺跡（６）でサイドスクレーパー、笠見第３遺跡（７）で舟形細石刃

石核が見つかっているが、層位的にはいずれも確認されていない。

縄文時代の遺構は、後期に入るまで明確なものは少ない。早期から前期では大栄町西高尾谷奥遺跡

（４１）で押型文土器とともに住居跡の可能性がある竪穴状遺構、松ヶ丘遺跡（６８）、森藤第１・２遺跡

（３９）、上伊勢第１遺跡（２）などで土器片が出土している。中期では、井図地中ソネ遺跡（５）、井

図地頭遺跡（４）など丘陵上の遺跡で、土器が出土している。後期になると丘陵部に定住的な集落が

見られるようになる。特に森藤第２遺跡では中央に石囲い炉を持つ竪穴住居が精製・粗製土器、土器

片錘、土偶とともに検出されている。また、勝田川左岸の南原千軒遺跡（１９）では、中津式併行期の

竪穴住居跡の他、今朝平タイプに類似した土偶が出土している。その他、この時代と考えられる落し

穴が福留遺跡（１７）、化粧川遺跡（１６）、笠見第３遺跡、中尾第１遺跡（１）など多数の遺跡で検出さ

れており、狩猟場として丘陵・微高地が利用された様子が窺われる。

弥生時代 弥生時代に入り本格的に稲作が始まると、それを機軸とした社会が形成される。前期に

米子市目久美遺跡で水田が確認されているが、県中部では、当該期の稲作関連遺構は発見されていな

い。前期の集落も見つかっていないが、上伊勢第１遺跡、三保第１遺跡（３）、井図地頭遺跡などで

土器が出土している。中尾第１遺跡では、前期後葉の配石墓・土壙墓が集中している他、三保第１遺

跡でも集石遺構が見つかっている。中期の遺跡は、中尾第１遺跡、上伊勢第１遺跡で竪穴住居が検出

されている他、墓ノ上遺跡（６７）、別所女夫岩峯遺跡（６３）で木棺墓が検出されている程度である。

中期後葉から古墳時代初頭にかけて、丘陵上を中心に集落遺跡が大幅に増加する。森藤第１・２遺

跡、水溜り・駕籠据場遺跡（３０）、大峰遺跡（４０）、井図地中ソネ遺跡、三保遺跡（５１）、笠見第３遺

跡、三林遺跡、久蔵峰北遺跡（１０）、福留遺跡などがある。これらの遺跡の中には、集落内に玉作り

工房を持つ遺跡がある。大栄町西高江遺跡は、中期の工房跡で水晶の剥片とともに鉄製工具等が出土

している。笠見第３遺跡、久蔵峰北遺跡は、後期の工房跡で碧玉・緑色凝灰岩製の管玉未製品や剥片

が多数出土しており、製作にあたっては鉄器が使用されている。

湯坂遺跡（２０）では、小型の墳丘墓が築造されているほか、井図地中ソネ遺跡では、弥生時代終末

から古墳時代初頭の溝で区画された土壙墓群が見つかっている。

また、弥生時代の祭祀に特徴的な銅鐸が、県中部では６遺跡で計７口見つかっている。当該地域で

は、八橋南方丘陵上（５８）で銅鐸（扁平鈕�式）が１口見つかっている。また、田越南方丘陵上（５３）

では、出土状況は明らかではないが、箱式石棺の下から中細形銅剣が４口、久蔵峰（５９）で銅矛が１

口出土している。八橋地区を中心とする地域は、銅剣・銅矛・銅鐸が揃って出土しており、島根県神

庭荒神谷遺跡と同様の組成であることから、共通した祭祀形態があったものとして興味深い。

古墳時代 古墳時代に入ると大型前方後円墳が各地に出現する。当該地域では明らかに前期に属す

る大型古墳は確認されていないが、前方後方墳である別所１号墳（笠取塚古墳）（６５）は、撥型に開

く前方部等の特徴から前期に遡る可能性がある。中期から後期になって前方後円墳が築造され、八橋

狐塚古墳（６２）、笠見１号墳（５５）、竜ヶ崎３号墳（５０）がある。

中期・後期になると中・小規模の円墳が群集して築かれるようになり、大高野古墳群（３２）、塚本

古墳群（３３）、斎尾古墳群（３４）、公文古墳群（４７）、竜ヶ崎古墳群、別所古墳群（６６）、箆津古墳群（７６）、

坂ノ上古墳群（７５）、梅田古墳群（７４）などがある。また、後期以降、従来の竪穴系の埋葬施設に代

わって横穴式石室が採用される。このうち、大法３号墳（４３）や三保６号墳（５２）、大栄町上種東３、

第２章 位置と環境
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上種西１４号墳は竪穴系横口式石室と呼ばれる特異な構造で、八橋狐塚古墳のくびれ部西側の石室もそ

の可能性がある。槻下古墳群（２８）、塚本古墳群、大高野古墳群、斎尾古墳群など後続する石室形態

も同じ系譜上のものであることから、加勢蛇川流域が石室形態を共通とするまとまった地域であった

ことを示している。大高野３号墳では金銅製耳環・青銅製鈴・鉄刀・刀子などが、槻下５号墳（代々

１号墳）では金環・鉄刀などが副葬されていた。山田１号墳（４８）や出上岩屋古墳（６９）は切石積石

室で、終末期の様相を示す。

この時代の集落は、丘陵上に営まれる三保遺跡、井図地中ソネ遺跡、笠見第３遺跡、八橋第８・９

遺跡（１３）、松谷中峰遺跡（１５）、別所中峯遺跡（１４）などの他、低地部分でも小規模ながら中尾第１

第３図 琴浦町主要遺跡位置図
１．中尾第１遺跡、２．上伊勢第１遺跡、３．三保第１遺跡、４．井図地頭遺跡、５．井図地中ソネ遺跡、

６．三林遺跡、７．笠見第３遺跡、８．中道東山西山遺跡、９．久蔵谷遺跡、１０．久蔵峰北遺跡、１１．蝮谷遺跡、１２．岩本遺跡、１３．八橋第８・９遺跡、１４．別所中峯遺跡、

１５．松谷中峰遺跡、１６．化粧川遺跡、１７．福留遺跡、１８．八幡遺跡、１９．南原千軒遺跡、２０．湯坂遺跡、２１．箆津乳母ヶ谷第２遺跡、２２．梅田所在遺跡、２３．梅田萱峰遺跡、

２４．逢束双子塚古墳、２５．逢束遺跡、２６．逢束第２遺跡、２７．槻下豪族居館跡、２８．槻下古墳群、２９．下斎尾２号遺跡、３０．水溜り・駕籠据場遺跡、３１．大高野遺跡、

３２．大高野古墳群、３３．塚本古墳群、３４．斎尾古墳群、３５．下斎尾１号遺跡、３６．斎尾廃寺、３７．伊勢野遺跡、３８．金屋経塚、３９．森藤第１・２遺跡、４０．大峰遺跡、

４１．西高尾谷奥遺跡、４２．大法古瓦出土地、４３．大法３号墳、４４．上法万経塚、４５．杉地古墳群、４６．下光好古墳群、４７．公文古墳群、４８．山田１号墳、４９．妙見山城跡、

５０．竜ヶ崎古墳群、５１．三保遺跡、５２．三保６号墳、５３．田越銅剣出土地、５４．田越第４遺跡、５５．笠見第２遺跡、５６．笠見第１遺跡、５７．八橋城跡、５８．八橋銅鐸出土地、

５９．久蔵峰銅鉾出土地、６０．八橋第２遺跡、６１．八橋第４遺跡、６２．八橋狐塚古墳、６３．別所女男岩峯遺跡、６４．別所２号墳（別所尻古墳）、６５．別所１号墳（笠取塚古墳）、

６６．別所古墳群、６７．墓ノ上遺跡、６８．松ヶ丘遺跡、６９．出上岩屋古墳、７０．太一垣城跡、７１．太一垣古墳群、７２．大仏山城跡、７３．山川城跡、７４．梅田古墳群、

７５．坂ノ上古墳群、７６．箆津古墳群、７７．箆津城跡

第２節 歴史的環境
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遺跡、上伊勢第１遺跡、三保第１遺跡、逢束第２遺跡（２６）等がある。

古代 日本で最初に仏教寺院が建立されてから約１世紀後の７世紀後半以降、山陰地方で仏教文化

受容の痕跡が認められる。現在県内では２２カ所の古代寺院が見つかっているが、初期の仏教文化の姿

を最もよく残し、山陰では唯一の国特別史跡に指定されている斎尾廃寺（３６）は、県内の古代寺院の

多くが法起寺式伽藍配置を採用するのに対し、法隆寺式を採っている。塑像片・仏頭・鴟尾・鬼瓦の

他、創建期の軒丸瓦には紀寺式、軒平瓦に法隆寺式系統のものが出土し、山陰・山陽では数少ない瓦

当文様をもち、畿内と結びつきの深い有力豪族が斎尾廃寺周辺で勢力を持っていたと推察される。大

高野遺跡（３１）では、総柱礎石建物群が検出されており、正倉と考えられ、郡衙推定地もその周辺に

比定されている。その周辺の伊勢野遺跡（３７）、水溜り・駕籠据場遺跡、森藤遺跡群では、掘立柱建

物を中心とする集落が見つかっている他、大法に古瓦出土地（４２）がある。加勢蛇川下流右岸域は、

伯耆国八橋郡に属し、当郡の中心地であったと推察される。その他、八幡遺跡（１８）では、掘立柱建

物、赤彩土師器が多数確認されている。

平安時代では、上伊勢第１遺跡で、規格性のある大規模な畠跡がみつかっている他、中道東山西山

遺跡（８）では小規模な鍛冶施設があり、農耕、集落内鉄器生産の様相を窺うことができる。笠見第

３遺跡、三林遺跡では、専用器を用いた火葬墓が検出されている他、当該期末になると末法思想が広

まり、金屋（３８）と法万（４４）でも経塚が作られ、金屋では銅経筒が出土している。

中世 律令体制の崩壊とともに封建制社会が形成される。井図地頭遺跡では、平安時代末頃の「コ」

字状の方形区画溝があり、丘陵上の方形居館の可能性が指摘されている。また、『伯耆民談記』に「岩

野弾正坊居す」と記された、槻下館跡（２７）がある。台地に堀を巡らせた方形の一段高い敷地が並ん

で残り、１つには周囲に高さ２mの土塁が築かれている。南原千軒遺跡では、大規模な溝内から大量

の鉄滓が出土している他、整然と並ぶ掘立柱建物や和鏡を副葬した土壙墓が検出されており、公の施

設の可能性がある。その他、町域西側海岸部から船上山にかけて、鎌倉末期と推定される、宝塔と宝

篋印塔の二様式を合わせ持つ独特の形態の「赤碕塔」が、６基確認されている。

船上山には、鎌倉時代末の戦乱期に、後醍醐天皇が隠岐諸島から逃れる際に立て籠もった国史跡行

宮跡がある。その他中世城館が各地に見られ、南北朝時代には、行松氏によって築造されのちに尼

子・毛利氏の支配下となり、伯耆方面の経営拠点となった八橋城跡がある。また大杉には南条氏の出

城である妙見山城跡（４９）、箆津には、土塁と堀を持つ箆津城（槇城）（７７）がある。１５８５年頃の築城

と推定され、海上防備の城と考えられている。他に、太一垣城（７０）、大仏山城（７２）、山川城跡（７３）

などがあり、『伯耆民談記』によると、吉川元春の羽衣石城攻撃に関与した城と考えられている。

近世 江戸時代前期、寛永１４年（１６３７年）の『因幡伯耆駄賃銀宿賃書付』に「大塚」の文字がみら

れることから、逢束はこの時期には宿駅として機能していたことが分かる。またこの地には鳥取藩の

藩倉「大塚御蔵」がおかれ、現在でも北側の土手の一部と火除地が残っている。 （牧本）

【参考文献】

赤碕町編 １９７４『赤碕町誌』

東伯町編 １９６８『東伯町誌』

鳥取県教育委員会 ２００３『弥生時代からのメッセージ』鳥取県教育委員会

鳥取県埋蔵文化財センター １９８９『歴史時代の鳥取県』鳥取県埋蔵文化財センター

内藤正中・真田廣幸・日置粂左ヱ門著 １９９７『県史３１ 鳥取県の歴史』�山川出版社

坂詰秀一編 ２００３『仏教考古学辞典』�雄山閣

発掘調査報告書類については割愛させていただいた。
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第３章 八幡遺跡の調査

第１節 遺跡の立地と層序

八幡遺跡は、大山山麓に端を発す勝田川流域に形成された沖積地にあたり、標高およそ２６mの地点

に位置する。調査前の状況は、圃場整備等の造成が行われており、調査地周辺には水田や耕作地が広

がっている。八幡遺跡の調査区は、東西に約３７０mと長く（第４図）、調査区によって埋土の堆積状況

が異なる。遺跡の西側に位置する１区・拡張区の埋土の状況は、上から褐色土が堆積し、その下には

植物に起因する酸化鉄を含む灰褐色土が認められる。拡張区においてこの灰褐色土を除去したとこ

ろ、近年の石組みによる暗渠排水施設が確認されたことから、この層までを表土として扱った。表土

下には、黒褐色土（第１遺構面）、明褐色土（第２遺構面）、暗褐色砂質土、褐色砂質土、淡褐色粘質

土（漸移層）、ソフトロームの順に堆積する。また１区西側では、表土下に礫層が形成される。土層

断面では礫層は、明褐色土層を削って堆積し、黒褐色土に覆われる堆積状況が観察された。このこと

から１区西側においては、明褐色土の形成以降から、黒褐色土の形成以前までに、遺跡の西側に隣接

する勝田川の氾濫原であったことが窺われる。遺跡の東側に位置する２区・３区では、上層に近年の

造成土である褐色土が認められ、その下に黒褐色土、淡褐色土（漸移層）、ソフトロームが堆積する。

黒褐色土は、混入するロームブロックの有無により、２層に分層が行えた。八幡遺跡２区・３区では

試掘調査の結果から、淡褐色土、ソフトローム層を遺構確認面としたが、３区調査区壁で遺構の土層

断面が確認できた遺構は、この黒褐色土下層から掘り込まれていることから、本調査で確認した遺構

に関しては、この黒褐色土下層が遺構確認面であったと思われる。また、黒色土上層から掘り込まれ

たものについてはビニール製品などが含まれたことから、攪乱として扱った。

第４図 調査区位置図

第５図 基本層序

第１節 遺跡の立地と層序
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第２節 １区の調査

� 調査の概要

１区は八幡遺跡調査地の西側に位置する、南北約５２m、東西約３８～４５mの台形状の調査区である。

本調査区の西約３０mには勝田川が流れる。本調査区の土層は前節で述べた通りであり、標高約２４．８m

に認められる淡褐色粘質土層（漸移層）よりも上位の土層は、この勝田川による沖積作用により形成

されたものである。

本調査区第１遺構面は、表土下３０～７０�ほどの深さにある。地形は南から北へ緩やかに傾斜し、標

高はおよそ２５．０～２６．０mの高さである。１区の第１遺構面の調査では、検出された遺構はピット１基

を除き、調査区の東側で確認された。このことは調査区西側に形成される礫層の存在によるためと思

われる。確認された遺構は、竪穴住居跡４棟、掘立柱建物跡７棟、土坑７基、溝状遺構４条、ピット

７基である。このうち掘立柱建物跡の調査では、遺構確認面である黒褐色土と遺構埋土の土色、土質

が近似し、遺構検出が困難であったことから、掘立柱建物跡を構成するピットの多くが第２遺構面で

の確認となってしまった。第２遺構面は、第１遺構面下約１０～４０�ほどの深さにある。地形は第１遺

構面同様、南から北へ緩やかに傾斜し、標高はおよそ２４．９～２５．６mの高さにある。調査区西側におい

ては、前節で触れたように、礫層により第２遺構面が削平されている状況から、遺構が遺存している

可能性は低いと判断された。このことから、グリッド杭を結んだサブトレンチによる遺構検出を行っ

たが遺構は認められなかった。検出された遺構は掘立柱建物跡２棟、ピット１００基である。しかし、

掘立柱建物跡２棟（SB４・５）に関しては、調査の状況から本来は第１遺構面に帰属するものと思わ

れる。また、ピットも本来は第１遺構面に伴うものが多かったと思われる。この第２遺構面の時期で

あるが、遺構に伴わないが、遺構面直上から磨消縄文が施された縄文土器の細片がわずかに認められ

たことから、縄文時代後期ころの可能性が高い。

また、試掘調査によると第１遺構面である黒褐色土層は遺物包含層とされていたが、第２遺構面直

上の縄文土器や石鏃を除き、遺物の包含は黒褐色土層中の上位に限られ、まばらであった。

遺構の時期であるが、確認できたものは弥生時代、飛鳥・奈良時代に属する。弥生時代の遺構は、

調査区の中央を南から北に向かってのびる溝状遺構（SD１）である。この溝状遺構は、H４０グリッド

付近から北側において、調査区西側に形成された礫層を掘り込んでいるが、ほぼ黒褐色土層と礫層の

境に掘り込まれており、埋土中からは弥生時代後期後葉の土器が出土している。また、出土遺物は認

められなかったが、SD１に平行して見られるSD２もこの時期のものと思われる。飛鳥・奈良時代に属

する遺構は、竪穴住居跡４棟、掘立柱建物跡９棟、土坑７基、溝状遺構１条と考えられる。このうち

SB６～９は主軸を北に向けながらほぼ同位置に建替えられたものである。またSB１とSB４・SB５、SI３

とSB６～９・SK３・SK５に関しては、遺構の切り合い関係や近接した位置関係から同時併存していた

可能性は低い。このうち時期的な変遷を遺構の切り合い関係や出土遺物から窺えるSI３・SB６～９・

SK３・５では、 SI３を掘り込むSK３・５が新しい。

このうちSK３からは７世紀末頃と思われる赤彩土

師器の鉢などが出土していることから、SI３はそ

れ以前の時期が考えられる。また、SB６～９や

SK５からは７世紀末～８世紀初頭頃と思われる土

師器が出土している。

表１ １区第１遺構面ピット表（計測単位は�）

Pit番号 長径 短径 深さ 埋 土 色 調 備考
１ ４５ ３５ ― 不明
２ ７２ ６７ ５１ 暗褐色
３ ５２ ４１ ４６ 黒褐色・暗褐色 ２層
４ ３４ ３２ ４５ 不明
５ ５２ ４９ ４５ 暗褐色

第３章 八幡遺跡の調査
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第７図 １区第２遺構面遺構配置図

表２ １区第２遺構面ピット表（計測単位は�）
Pit番号長径短径深さ 埋土色調 備考Pit番号長径短径深さ 埋土色調 備考Pit番号長径短径深さ 埋土色調 備考Pit番号長径短径深さ 埋土色調 備考
６ ６０ ６０ １８ 暗褐色 ２９ ２８ ２８ １２ 暗褐色 ５２ ２６ ２０ ２４ 暗褐色 ８５ ４５ ４０ ２２ 褐色
７ ３５ ３３ ２０ 暗褐色 ３０ ５０ ４５ ２０ 暗褐色 ５３ ３９ ３９ １０ 暗褐色 ８６ ６９ ４３ ２５ 褐色
８ ４２ ３８ ２０ 暗褐色 ３１ ３６ ３５ ３４ 暗褐色 ６４ ５２ ４５ １１ 暗褐色 ８７ ３６ ３４ ２４ 褐色
９ ３０ ２８ １２ 暗褐色 ３２ ４０ ３５ ３１ 暗褐色 ６５ ２９ ２９ ８ 暗褐色 ８８ ５０ ４２ ２８ 暗褐色
１０ ６７ ６５ ２１ 暗褐色 ３３ ９５ ６８ ２８ 暗褐色 ６６ ２７ ２５ ７ 暗褐色 ８９ ５５ ４３ ２０ 黒褐色
１１ ３５ ２５ ２５ 暗褐色 ３４ ４０ ２９ ２４ 暗褐色 ６７ ２９ ２９ １１ 暗褐色 ９０ ５２ ３４ ２２ 暗褐色
１２ ２８ ２５ ２４ 暗褐色 ３５ ３３ ３３ ３６ 暗褐色 ６８ ３５ ３１ １７ 暗褐色 ９１ ２８ ２２ ５ 暗褐色
１３ ２５ ２５ ３７ 暗褐色 ３６ ３５ ２９ ４６ 暗褐色 ６９ ２７ ２５ ２４ 暗褐色 ９２ ３３ ２９ ２４ 褐色
１４ ３５ ３５ ３２ 暗褐色 ３７ ２２ １４ ２３ 黒褐色 ７０ ２５ ２３ １８ 暗褐色 ９３ ２３ １２ １３ 暗褐色
１５ ２５ ２５ １７ 暗褐色 ３８ １８ １６ ２９ 暗褐色 ７１ ２５ ２１ １９ 暗褐色 ９４ ３０ ２７ １７ 褐色
１６ ３５ ３０ ２１ 黒褐色 ３９ ５０ ３５ ２４ 暗褐色 ７２ ２１ ２０ ８ 暗褐色 ９５ ３８ ２７ ２２ 褐色
１７ ４３ ４３ １８ 黒褐色 ４０ ３８ ３８ ４３ 暗褐色 ７３ ２５ ２５ ２２ 暗褐色 ９６ ２４ ２３ ５３ 暗褐色
１８ ２８ ２８ １３ 暗褐色 ４１ ８０ ３２ ２２ 暗褐色 ７４ ２５ ２０ ８ 暗褐色 ９７ ４９ ３７ １２ 褐色
１９ ５６ ５５ ３５ 明褐色 ４２ ２８ ２８ １０ 暗褐色 ７５ ４０ ３５ ２３ 暗褐色 ９８ ４０ ３２ ４６ 黒褐色
２０ ３３ ２７ ９ 暗褐色 ４３ ３５ ３５ ３１ 暗褐色 ７６ ３５ ３５ ２５ 暗褐色 ９９ ３７ ３２ １５ 暗褐色
２１ ３８ ３５ ２５ 黒褐色 ４４ ２５ ２５ １１ 暗褐色 ７７ ３８ ２８ １５ 暗褐色 １００ ３０ ２８ ２４ 黒褐色
２２ ３２ ３２ ２０ 暗褐色 ４５ ３５ ３０ １５ 暗褐色 ７８ ２５ ２５ ７ 暗褐色 １０１ ４５ ４０ ５５ 黒褐色
２３ ３２ ２９ ２７ 暗褐色 ４６ ３２ ３０ ２２ 暗褐色 ７９ ４５ ３４ １５ 黒褐色

１０２ ５２ ５０ １４
暗褐色
褐色
明褐色

３層２４ ３４ ３１ ２６ 暗褐色 ４７ ３６ ３１ ２９ 暗褐色 ８０ ３５ ２７ ６ 黒褐色
２５ ３５ ２９ ３６ 黒褐色 ４８ ２７ ２１ ２４ 暗褐色 ８１ ３５ ２９ ７ 暗褐色
２６ ３３ ３１ ２９ 黒褐色 ４９ ３５ ３５ ２７ 暗褐色 ８２ ６０ ５０ ５ 不明 １０３ ３８ ３１ ２８ 黒褐色
２７ ２７ ２５ ２２ 黒褐色 ５０ ３２ ３１ １３ 暗褐色 ８３ ５４ ４８ ５ 不明 １０４ ４５ ３５ １４ 暗褐色
２８ ３５ ３０ ２９ 暗褐色 ５１ ３７ ３０ ３２ 暗褐色 ８４ １０８ ３７ １０ 不明 １０５ ３０ ３０ １５ 暗褐色

第３章 八幡遺跡の調査
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１　明褐色土（橙褐色土ブロック
を含む）�

２　黒褐色土�
３　褐色土�
４　暗褐色土（貼床。５㎜以下の
黄褐色土粒・橙褐色粒を含
む。）�

５　焼土�
６　黒褐色土（５㎜以下の黄褐色
土粒を含む）�

SD1

� 竪穴住居跡

SI１（第８図、PL．１）

H４０グリッド杭の位置に、標高２５．３mの高さで確認した。SI１は、検出面から床面までの深さは残

りの良い西壁部分でも１２�、東壁部分に関しては壁の遺存はなく、周壁溝のみの確認である。上記の

通り遺存状況が悪く、また遺構検出面と貼床を施さない住居床面の土が同じ黒褐色土であったため、

調査当初は竪穴住居跡として認識はできず、住居南側の貼床の部分を遺構として誤認し、掘り込んで

しまった。住居西側にあたる部分も弥生時代の遺構であるSD１の上面に貼床を施して床面としていた

と考えられるが、SD１埋土中の礫が一部床面よりも高い位置に突き出して認められたことから、SI１

との前後関係を誤認してしまい、SI１よりも古い時期のSD１の調査を一部先行してしまった。また、

住居南壁の中央部分は、試掘トレンチにあたる。

本住居跡は主軸を南北にし、規模は検出面で南北４．８m、東西４．３mを測る。平面形は四隅が丸く

なった方形を呈する。深さは先述の通り、最も残りの良い部分でも１２�と遺存状況は良くなく、認め

られる埋土は明褐色土と黒褐色土、褐色土のわずかな堆積のみである。床面は南壁と北壁付近で一部

地山である黒褐色土を床面とするほかは貼床を施す。床面及び、貼床下からはピットを１０基確認し

た。このうち本住居の主柱穴と考えられるものは、P１・３・５・７で、柱間距離は南北３．４m、東西

は北側で３．４m、南側で３mを測る。P２・４・６・８は支柱穴と考えられ、それぞれ主柱穴間の中心

よりも若干寄った位置に認められる。また、床面には中央部分と南東部分に焼土面が２カ所確認され

た。周壁溝は北東部分で一部途切れるところが認められるほかは深さ４～１０�のものがめぐる。

第８図 SI１実測図

第２節 １区の調査
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出土遺物であるが、多くは細片で、その特徴

を窺えるものはわずかしか認められなかった。

１はP７の埋土中から出土した須恵器坏、もし

くは高台坏の口縁部の破片である。復元による

傾きではあるが、口縁部は外反し、やや開き気味

の器形になる。口唇部は丸みを持たず、鋭く作

られている。２も須恵器坏口縁部の破片であ

る。口縁部下端を「く」の字状に括れさせた形

状を呈する。３・４は土師器甕口縁部の破片で

ある。S１はP７の南側に置かれていた砥石であ

る。使用面は３面認められるが、上面が最もよ

く使用されている。また、風化により明瞭では

ないが、礫の角にあたる部分は自然面でないこ

とから、敲打などにより形が整えられたと考え

られる。

本竪穴住居跡の時期は、２の口縁部下端を括

れさせる坏は、山陰地方で７世紀後葉以降に認

められるものである。８世紀後半にはこの括れ

は不明瞭になるが、２の括れは明瞭に認められ

ることから、７世紀後葉～８世紀前半頃の年代

が考えられる。

SI２（第１１図、PL．１）

J４０グリッドに位置する。本遺構は近年の削平により、竪穴住居跡として認められる平面形を遺構

から確認することはできなかったが、焼土面やその付近に柱穴の可能性があるピットが認められたこ

とから竪穴住居跡として報告する。また、本住居跡の南側には電信柱が位置していたため、本遺構が

展開するであろう南側部分の調査は行えなかった。

本住居跡の規模であるが、上記のような遺構の遺存状況であることや、周壁溝などの施設も認めら

れなかったため不明である。周壁溝が認められないことは、本住居跡においては床面も削平された可

能性もあるが、確認された焼土上面に５・６・７の土器片が認められたことから、大きくは削平され

ていないと思われ、現存の標高２５．７mを床面の高さにする竪穴住居跡であったと思われる。

SI２として確認された遺構は、焼土とピットである。焼土は長軸１５６�、短軸９６�の範囲で確認され

た。厚さは１０�とやや厚めである。ピットは４基検出した。北西隅の柱穴に対応する北東隅の柱穴が

P１・３・４のいずれになるかは不明であるが、深さ１８～２６�を測る。

出土遺物は、遺構埋土も削平されていたことからわずかであった。５・６は須恵器甕の胴部片、７

は土師器甕胴部片である。

本住居跡の時期は出土遺物からは詳細にできないが、土師器や須恵器が認められることや、１区の

他の遺構や出土遺物の状況から飛鳥・奈良時代の時期が考えられる。

第９図 SI１出土土器

第１０図 SI１出土石器

第３章 八幡遺跡の調査
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１　暗褐色土�
２　黒褐色土（小礫を含む）�
３　焼土�
４　黒褐色土�
５　黒褐色土（４層に比べ、粘性強）�

SI３（第１３図、PL．１）

Ｉ３９グリッド北西側に位置する。本住居跡は、西壁部分に位置する試掘トレンチでは確認されてお

らず、また遺構検出時においても確認することはできなかった。本住居跡は南西部分を通るSD１の調

査時に確認するに至ったが、東壁の一部をSK３、北壁の一部をSK５によって壊されていることから遺

存状況は良くない。

本住居跡の規模は、南北で３．８m、東西では残存する範囲で３．３mを測る。西壁部分はまったく残存

しないが、平面方形であったと思われる。検出面から床面までの深さは１０�と浅く、焼土、もしくは

ロームと思われる黄褐色土、炭化物を含んだ暗褐色土を埋土とする。床面は南東部を残し、第２遺構

面の土である明褐色土を主体とする褐色土により貼床が施され、北西部分では歪な高まりが作られ

る。床面では焼土面４面、ピット７基が確認された。３つの焼土面は住居のほぼ中央付近に、１つは

住居南側に位置する。確認されたピットのうち主柱穴と考えられるものはP１～４である。柱の配置

としては南東部のP４が住居中央に寄ってしまうことから、P５の方が適当な位置と思われるが、P５は

床面からの深さが６�と浅い。また、住居北側のP８は貼床除去後に確認されたピットである。

出土遺物では、須恵器坏口縁部８は、開き気味の器形で、わずかに内湾する。須恵器甕９は、頸部

の破片で沈線間には波状文が施されている。１０は清水編年�期（中期中葉）頃の弥生土器と思われる。

１１は土師器甕口縁部の破片、１２はカマドの底部で外面ナデ、内面ヘラケズリの調整が施される。

本遺構の時期は、出土遺物が細片であったため、具体的にすることはできないが、須恵器坏口縁部

８に受け部が認められないことから７世紀以降の年代が考えられる。また、本遺構東側は７世紀末頃

のSK３に掘り込まれていることから、それ以前のものである。このことから７世紀前半から末までの

時期が考えられる。

第１１図 SI２実測図 第１２図 SI２出土土器

第２節 １区の調査
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１　暗褐色土（焼土・炭を含む。５㎜以下の黄褐色土粒を含む）�
２　褐色土（貼床。第２遺構面の土を主体としている）�
３　褐色土�
４　黒褐色土�
５　褐色土（３層に比べ、粘性強）�
６　黒褐色土（４層に比べ、締り強）�
７　黒褐色土（小礫をわずかに含む）�
８　褐色土（黒褐色土ブロックを含む）�
９　褐色土（明褐色土ブロックを含む）�
10　暗褐色土(橙褐色土粒を含む)�
11　暗褐色土�
12　黒褐色土�
13　焼土�

SI４（第１５図、PL．２）

F３８グリッドの西側に位置す

る。本住居跡は、その南半部を

試掘トレンチや本調査第１遺構

面調査時の範囲に含む遺構で

あったが、検出はできず、確認

は第２遺構面調査時、調査区壁

に竪穴住居跡の断面が認められ

たことによる。以上のことか

ら、SI４の南半部については調

査を行えず破壊してしまった。

北側部分においても調査区を一部北側に拡張し、その範囲の確認に努めたが調査区外にのびる。ま

た、西側部分はSK７によって壊される。

本住居跡の規模であるが、上記のようにその範囲は明らかにできない。残存する範囲で東西３．６５

m、南北１．４０mを測る。平面形は後述する主柱穴と考えられるピットの配置から方形の可能性が高

い。現存の掘り込み面の標高は２５．３mで、床面までの深さは３０�である。床面では焼土面２面、ピッ

ト６基、周壁溝を検出した。また、未調査のまま破壊してしまった南半部においても柱穴底部と思わ

れるピット２基を確認した。本住居跡の主柱穴は、底面の深さや位置等からP１・３・４・８と考え

られる。しかし、P４の位置は東壁に寄り、矩形を呈することから、北側部分のものについては調査

区外に適当なものが位置する可能性もある。周壁溝は幅１６�、深さ８�、断面半円形を呈する。

第１４図 SI３出土土器

第１３図 SI３実測図

第３章 八幡遺跡の調査
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１　暗灰褐色（焼土ブロックを含
む）�

２　暗褐色土（焼土粒・炭化物を
わずかに含む）�

３　褐色土�
４　暗褐色土�
５　黒褐色土�
６　暗褐色土�
７　焼土�

調査区外�

出土遺物には１３～１７の須恵器、１８～２１の土師器がみられる。１３は坏口縁部で、口縁部下端は強めの

ナデにより、括れた形状を呈する。１４・１５は坏底部で、底部外面には静止糸切り痕がナデ消されなが

らもわずかに残る。１６は坏蓋口縁端部の破片である。口縁端部の高さは１�を測り、立ち上がりは

しっかりと作り出されている。１８は坏口縁部の破片で、立ち上がりはわずかに外反する。１９は内外面

が赤彩された坏口縁部で、内面及び外面上半はヨコナデ、下半はヘラケズリを施す。その後、外面は

丁寧な横方向のヘラミガキが、内面には逆時計回りの２段の螺旋暗文が施される。１７、２０、２１は甕の

口縁部～頸部にかけての破片である。

本遺構の時期は、１３の坏口縁部下端の括れの形状や１６の坏蓋口縁端部の高さが明瞭に作り出されて

いること、坏底部糸切り痕が静止糸切りであることから８世紀前半頃の時期が考えられる。

第１５図 SI４実測図

第１６図 SI４出土土器

第２節 １区の調査
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２　暗褐色土（粘性中、締り中）�
３　暗褐色土（粘性強、締り弱）�
４　褐色土（粘性強、締り弱、黄褐色土粒を含む）�
５　暗褐色土（粘性強、締り弱、やや暗め）�
６　暗褐色土（粘性中、締り弱）�
７　黒褐色土（粘性強、締り弱）�
８　暗褐色土（粘性弱、締り中）�
９　暗褐色土（粘性中、締り弱、黄褐色土粒を含む）�
10　黒褐色土（粘性弱、締り弱、黄褐色土粒を含む）�
11　褐色土（粘性弱、締り強）�
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14　暗褐色土（粘性中、締り強、黄褐色土粒を含む）�
15　褐色土（粘性強、締り強）�
16　褐色土（粘性中、締り強）�
17　暗褐色土（粘性弱、締り弱）�
18　淡褐色土（粘性弱、締り強、黄褐色土ブロックを
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22　褐色土（粘性強、締り弱、ロームブロックを多く
含む）�

23　暗褐色土（粘性強、締り中、ロームブロックを含
む）�

24　暗褐色土（粘性強、締り中）�
25　黄褐色土�
26　褐色土�
27　褐色土（粘性弱、締り強）       

第１７図 SB１実測図

第３章 八幡遺跡の調査
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� 掘立柱建物跡

SB１（第１７図、PL．２）

H３８グリッドの北西部に位置する桁行３間、梁行３

間の総柱建物跡である。主軸は平側を正面としてＮ―

２°―E、規模は桁行５．８m、梁行４．８mで、桁行の柱穴

間は心々で約２．０m、梁行の柱穴間は心々で約１．６mを

測る。また、外回りの柱穴と内部の柱穴の大きさは、

ほぼ同規模であり、深さも３２～６８�とする。柱痕跡が確認されたP６、P１６でも、径１８�程度の柱材の

大きさであったことから、外回りの柱と内部の柱で大きさに差はなかったと考えられる。しかし、内

部柱穴であるP１３では底面から２４�高い地点で礫が１点確認された。他のピットでは認められないこ

とから、この礫は本遺構に伴わない可能性が高い。伴うとすれば本遺構の調査の状況から、礎石や根

石としての機能は考えられず、根巻き石のようなものであったであろうか。

SB１の上部構造であるが、上記のように外回りと内部の柱穴（柱）との間に特に大きな差が認めら

れなかったことから、「側通柱式」構造よりも「束柱式」構造であった可能性の方が高い。機能とし

ては高床建物であり、高床倉庫等の性格が考えられる。

出土遺物には、ピット内出土の須恵器、土師器がある。２２は須恵器坏口縁部の破片であるが、体部

から口縁部に向かって内湾し、口縁端部ではほぼ垂直に立ち上がる。器高もやや高かったと思われ、

!とした方が良いかもしれない。器面の調整は、内外面ともロクロナデの後、外面は上半を丁寧なナ

デ、下半はやや雑なナデで仕上げる。内面は口縁端部より１�下に沈線を入れる。２３は須恵器!で、

内湾した口縁部を持ち、内外面ロクロナデ調整である。２４は土師器坏口縁部破片で、体部から口縁部

に向かって内湾して立ち上がる。また体部から底部にかけての湾曲からは、浅い器形を呈したと思わ

れる。内面はヨコナデ後ヘラミガキ、外面は上半にヨコナデ後雑なヘラミガキ、下半にヘラケズリ後

ナデの調整を施す。

SB１の時期であるが、２４の土師器坏の内外面ヘラミガキ調整が雑になりながらも認められることか

ら８世紀前半頃の年代と思われる。

SB２（第２０図、PL．２）

I３７グリッドの西側に位置する。桁行３間、梁行２間の掘立柱建物跡で、主軸をＮ―６°―Ｅにする。

規模は桁行４．３m、梁行３mで、桁行の柱穴間は心々で約１．４m、梁行の柱穴間は心々で約１．５mを測

る。柱穴掘りかたの形状は、平面形を直径約６０�の円形とし、断面が逆台形状になるものが多い。柱

痕は確認することはできなかった。深さは四隅のものが底面の標高を２４．９mに揃え、他のものはそれ

よりも１０～３０�ほど高くする。

出土遺物には、ピット内出土の２５、２６の赤彩土師器の破片が見られ

る。２５は坏底部の破片で、外面はナデ、内面はハケ後雑なナデを施

す。２６は皿口縁部で、内面はヨコナデ、外面はヨコナデ後雑なヘラミ

ガキが施される。

本遺構の時期は、２６外面のヘラミガキ、２５内面のナデが雑になって

いることなどから８世紀中頃から後半と思われる。

第１８図 SB１出土土器

第１９図 SB２出土土器

第２節 １区の調査
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１　黒褐色土（粘性強、締り中）�
２　褐色土（粘性弱、締り中）�
３　褐色土（粘性中、締り弱）�
４　褐色土（粘性弱、締り強、黄褐色土
粒を含む）�

５　暗褐色土（粘性中、締り中、黄褐色
土粒を含む）�

６　黒褐色土（粘性中、締り中）�
７　褐色土（粘性中、締り弱）�
８　淡褐色土（粘性中、締り弱）�
９　黒褐色土（粘性中、締り弱）�
10　黒褐色土（粘性中、締り弱、９層よ
りやや明るい）�

11　暗褐色土（粘性中、締り中）�
12　黒褐色土（粘性中、締り中、黄褐色
土粒を含む）�

13　暗褐色土（粘性強、締り弱）�
14　褐色土（粘性強、締り強）�
15　暗褐色土（粘性中、締り中）�
16　褐色土（粘性弱、締り中）�
17　黒褐色土（粘性中、締り中）�

SB３（第２２図、PL．３）

H３７グリッドの西側に位置する。主軸をＮ―２°―Ｗとする桁行３間、梁行２間の掘立柱建物跡であ

る。しかし、北東隅の柱穴が確認できなかったこと、後述するように東側の柱穴としたピットの深さ

が他のものより浅いこと、調査区際に位置したため、東側においてはSB３に関連する遺構の有無の確

認ができなかったことを勘案すると、梁、桁の方向を変え、調査区東側にのびる建物になる可能性も

ある。確認した範囲での規模は桁行４．６m、梁行３．８mである。桁行の柱穴間は心々でP９―１間、P７―８

間が約１．２m、P８―９間が２．０m、梁行の柱穴間は心々で約１．９mを測る。柱穴掘りかたの形状は、平面

円形で、断面はやや丸みを持った逆台形状を呈するものが多い。柱痕は確認することは出来なかっ

た。深さはP１・２、６～９までが底面の標高を２４．９～２５．０mの高さにし、P３～５が２５．０～２５．２mとす

るなど掘り込みは浅い。

出土遺物には、２７・２８の土師器、２９の須恵器がある。２７は坏口縁部から底部にかけての破片で、口

縁部中位には内外面ともに沈線が入れられる。２８は内外面赤彩の坏である。口縁部は内外面ヨコナ

デ、底部内面はナデ、外面はヘラケズリ後ナデを施

す。ヘラミガキは見られない。２９の須恵器坏は口唇部

下端を強めにナデやや括れさせるが、口唇端部の稜は

にぶい。

時期は、出土遺物から８世紀中頃から後半と考えら

れる。

第２０図 SB２実測図

第２１図 SB３出土土器

第３章 八幡遺跡の調査
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１　褐色土（粘性中、締り弱）�
２　暗褐色土（粘性強、締り弱）�
３　黒褐色土（粘性中、締り中）�
４　暗褐色土（粘性中、締り弱）�
５　暗褐色土（粘性中、締り弱、黄褐色
土粒を含む）�

６　暗褐色土（粘性中、締り中）�
７　暗褐色土（粘性中、締り弱）�
８　暗褐色土（粘性中、締り弱、黄褐色
土粒を含む）�

SB４（第２３図、PL．３）

H３９グリッドに位置する。第２遺構面での確認となったが、１区の調査状況から、本来は第１遺構

面に属する遺構であったと思われる。東側でSB１と、南西側でSB５と重複する。主軸をＮ―５°―Ｅに

する桁行２間、梁行２間の掘立柱建物跡であるが、西側の柱穴は検出できなかった。規模は桁行３．４

m、梁行３．３mで、桁行の柱穴間は心々で約１．６m、１．８m、梁行の柱穴間は心々で約１．５m、１．８mを測

る。柱穴掘りかたの形状は、平面円形とし、断面形は底面を丸くする。柱痕は認められなかった。深

さは底面の標高を２４．８～２５．０mにする。

出土遺物は認められなかった。具体的な時期は明らかではないが、１区の調査の状況から考えると

飛鳥・奈良時代頃と思われる。

SB５（第２４図、PL．３）

H３９グリッドに位置する掘立柱建物跡である。SB４と北東側で重複する。第２遺構面での確認と

なったが、１区の調査状況から、SB４と同様、本来は第１遺構面に属する遺構であったと思われる。

桁行３間、梁行２間で、主軸をＮ―６°―Ｅにする。梁行北側の中央の柱穴は検出できなかった。規模

は桁行４．５m、梁行３．０mで、桁行の柱穴間は心々で隅部の柱から中央部の柱にかけては約１．６m、１．８

mとし、中央部間は１．１m、１．２mとする。梁行の柱穴間は心々で約１．４m、１．６mを測る。柱穴掘りか

たは上部については明らかでないが、形状は平面円形、断面では逆台形状にするものが多い。深さは

第２２図 SB３実測図

第２節 １区の調査
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１　暗褐色土（粘性中、締り中）�
２　暗褐色土（粘性弱、締り中）�
３　黒褐色土（粘性強、締り弱）�
４　暗褐色土（粘性強、締り中）�
５　暗褐色土（粘性中、締り弱）�
６　暗褐色土（粘性弱、締り強）�

底面の標高を２４．８～２５．０mに

する。柱痕は認められなかっ

た。

出土遺物はなく、具体的な

時期は明らかでないが、１区

の遺構の状況から考えると飛

鳥・奈良時代頃と思われる。

SB６～９（第２５図、PL．３）

I３９グリッドに位置する掘

立柱建物跡である。SB６～９

は、ほぼ同規模の桁行３間、

梁行２間の建物が、ほぼ同じ

位置に、わずかに建物主軸の

方位を変えながら建替えられ

たものである。SB６～９の順

に建替えられており、以下こ

の順に従い記述する。

SB６は主軸をＮ―４°―Ｅに

する。規模は桁行４．７m、梁

行４．３mで、桁行の柱穴間は

心々で１．５～１．７mとし、梁行

の柱穴間は心々で２．０～２．２m

を測る。

柱穴の掘りかた規模は、２８

～６０�とし、平面円形にする

ものが多い。深さは底面の標

高を２４．８～２５．２mとするなど

高低差が認められる。柱痕は

認められなかった。また、土

層断面等では切り合い関係を

明確にできるものはわずかで

あったが、P６がSB７P６、SB９

P６に、 P７がSB７P７、 SB８P７、

SB９P７に掘り込まれている状

況が確認された。

第２３図 SB４実測図

第２４図 SB５実測図

第３章 八幡遺跡の調査
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第２６図 SB６～９出土土器

第２７図 SB６実測図

第２５図 SB６～９平面図

第２節 １区の調査
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４　暗褐色土（粘性弱、締り弱、黄褐色
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５　暗褐色土（粘性強、締り強、黄褐色
土粒を含む）�

６　暗褐色土�
７　暗褐色土（粘性弱、締り中、黄褐色
土粒・炭化物を含む）�

８　暗褐色土（粘性中、締り弱）�
９　褐色土（粘性中、締り弱）�
10　暗褐色土（粘性弱、締り強、黄褐色
土粒を含む）�
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４　暗褐色土（粘性弱、締り中、黄
褐色土粒を含む）�

５　褐色土（粘性中、締り強）�
６　黒褐色土（粘性中、締り弱、黄
褐色土粒を含む）�

７　暗褐色土（粘性弱、締り中、黄
褐色土粒・炭化物を含む）�

８　暗褐色土（粘性中、締り弱、黄
褐色土粒を含む）�

９　暗褐色土（粘性弱、締り中、黄
褐色土粒を含む）�

10　暗褐色土（粘性強、締り弱）�
11　暗褐色土（粘性弱、締り強、黄
褐色土粒を含む）�

第２８図 SB７実測図

第２９図 SB８実測図
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１　褐色土（粘性弱、締り中）�
２　褐色土（粘性弱、締り中、黄褐色
土粒を含む）�

３　暗褐色土（粘性強、締り弱、黄褐
色土粒を含む）�

４　暗褐色土（粘性弱、締り中、黄褐
色土粒を含む）�

５　暗褐色土（粘性強、締り強、黄褐
色土粒・炭化物を含む）�

６　黒褐色土（粘性中、締り弱、黄褐
色土粒を含む）�

７　暗褐色土（粘性弱、締り中、黄褐
色土粒・炭化物を含む）�

８　暗褐色土（粘性中、締り弱、黄褐
色土粒を含む）�

９　褐色土（粘性弱、締り弱）�
10　暗褐色土（粘性弱、締り強、黄褐
色土粒を含む）�

出土遺物はP７から赤彩土師器坏３０が確認された。内面及び、外面口縁部はヨコナデ後丁寧なヘラ

ミガキ、外面底部はヘラケズリ後丁寧なヘラミガキを施す。内面には底部から口縁部にかけて５段の

螺旋暗文が入れられる。本遺構の後にSB７が建替えられることから考えると、建替え時に抜き取った

柱穴内に埋め戻された可能性が高い。また、SB８・９に伴う可能性もあるが、P５から外面ヘラケズリ

後ヘラミガキ、内面ナデ後粗雑なヘラミガキを施した土師器坏３１も確認された。

SB７も主軸をＮ―４°―Ｅにする。規模は桁行５．０m、梁行４．２mで、桁行の柱穴間は心々で１．５～１．７m

とし、梁行の柱穴間は心々で２．０～２．１mを測る。柱穴の規模は、２７～５８�で、平面円形である。深さ

は底面の標高が２４．９～２５．２mまで見られるが、２５．０mのものが多い。柱痕は認められなかった。ま

た、P６はSB９P６に掘り込まれている。

SB８は主軸をＮ―１°―Ｅとする。規模は桁行４．７m、梁行３．９mで、桁行の柱穴間は心々で１．３～１．９m

とし、梁行の柱穴間は心々で１．８～２．０mを測る。柱穴は平面円形、３２～６４�を測る。深さは底面の標

高が２４．８～２５．１mと高低差が認められるが、２４．８mのものが多い。柱痕は認められなかった。また、

P６ではSB９P６との切り合い関係が確認された。

SB９は主軸をＮ―２°―Ｅとする。規模は桁行４．２m、梁行３．８mで、桁行の柱穴間は心々で１．３～１．９m

とし、梁行の柱穴間は心々で１．６～２．０mを測るなど均等ではない。柱穴は平面円形、３６～５７�を測

る。深さは底面の標高が２４．８～２５．３mと高低差が認められ、北東側のものを深く、南西側のものを浅

くする。柱痕は認められなかった。

本遺構の時期は、出土遺物からSB６が７世紀末から８世紀初頭頃と考えられる。SB７～９はその後

に続くが、９世紀代の遺構は調査区に認められないことから、８世紀代のうちに収まると思われる。

第３０図 SB９実測図

第２節 １区の調査
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第３１図 SK１実測図

第３２図 SK１遺物出土状況図
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� 土坑

SK１（第３２図、PL．４）

G３７グリッド南西隅の位置に、標高約２５．３mの高さで検出した、平面形は隅丸方形を呈する土坑で

ある。規模は東西３．５５m、南北３．６０m、深さは、遺構検出面からおよそ２５�を測る。底面には中央部

に若干の高まりが確認されたほか、西側に深さ５�ほどのピット状の窪みを検出した。

本遺構の埋土は、上層に砂質の黒褐色土、下層に明褐色土が堆積するが、上層を中心に土師器、須

恵器、自然石などの出土遺物があった。

出土遺物３２～３５は須恵器である。３２は台付壺、３３は坏、３４は高台坏、３５は鉢で、３２、３３は底部外面

に回転糸切り痕を残す。３６～４２は土師器で、３６、３７は皿、３８～４１は坏、４２は坏もしくは皿である。い

ずれも内外面に赤彩を施す。３６は外面ヘラケズリ後ナデ、内面は口縁部に近い部分はナデが見られる

が、底部はハケ目を残す。３７は内外面ヨコナデ後、雑なヘラミガキを施す。３８は内外面ヨコナデ後、

丁寧なヘラミガキを施し、内面には放射状暗文及び、螺旋暗文を入れる。３９は外面ヘラケズリ後ナ

デ、内面ヘラミガキ。４０は内外面ヨコナデ後、丁寧なヘラミガキを施す。内面には２段の螺旋暗文が

確認できる。４１、４２は口縁部内外面ヨコナデ、底部外面ヘラケズリ後ナデである。４３は羽口の破片で

ある。本遺構の時期であるが、出土遺物からは、須恵器では底部に回転糸切り痕が認められること

や、土師器では外面調整のヘラミガキを省略するものが多く含まれるなど、８世紀中頃から後半の時

期が考えられる。

SK２（第３４図、PL．４）

H３８グリッド北東隅、標高２５．３mの高さで確認した。前述のSK１の南側１．５mに位置する。東西３．５５

m、南北２．００mを測り、平面形は歪な楕円形を呈する。深さは検出面から東側では２５�、西側では５０

�と土坑中央部で段差が認められた。埋土は３層に分層でき、下層にはロームと思われる黄褐色土を

含んだ褐色土が堆積する。この黄褐色土は竪穴住居跡で確認された焼土面の土と似た土質であった

が、土色が焼土面のものは橙味がかっているのに対し、浅黄褐色に近い色を呈したこと、土坑内に炭

化物や被熱痕が見られなかったことから、ここではロームとした。特に黄褐色土の混じりは西側で顕

著であった。出土遺物は上層の暗褐色土中に見られた。

第３３図 SK１出土遺物

第２節 １区の調査
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３　褐色土（黄褐色のロームを多く含む。西側では非常に多い）�

出土遺物には、４４の静止糸切り痕が残る須恵器坏、４５・４６・４８の赤彩土師器坏、４７の赤彩土師器

皿、４９・５０の土師器甕がある。土師器坏、皿のうち４６・４８の外面にはヘラミガキが見られるが、内面

調整を含め、ヘラミガキ調整が省略されるようになる。F１は椀形鍛冶滓である。

本遺構の時期は出土遺物から８世紀前半頃が考えられる。

第３４図 SK２実測図・遺物出土状況図

第３５図 SK２出土遺物

第３章 八幡遺跡の調査
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第２節 １区の調査
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SK３（第３６図、PL．４）

I３９グリッド北側に、標高２５．５mの高さで確認した。SI３の東側を掘り込んで存する。平面楕円形を

呈する土坑で、規模は東西１．６０m、南北２．９８m、深さは検出面から７０�を測る。土坑長軸の方位は

Ｎ―３°―Ｅとする。

本遺構の底面には東西０．７６m、南北１．６０mの範囲で、高さをほぼ同じくする礫が敷かれている状況

が確認された。敷かれた礫には粗密が認められ、中央部には小さめの礫がわずかに敷かれる程度であ

るが、礫敷きの状況から本遺構は墓であった可能性が高い。

埋土の状況では、特に棺痕跡等を確認することはできず、埋土堆積の状況は自然堆積のような状況

を呈する。しかし、３層中には明褐色土（第２遺構面の土）がブロックで含まれていた。東西壁の立

ち上がりもほぼ垂直で、第２遺構面の土が崩壊して堆積した状況ではないことから、土坑を掘削した

際の土を土坑埋土にしたと考えられる。また、上層１～３層中にはSI３を壊した際の焼土と思われる

黄褐色土の粒が含まれている。

遺物の出土状況は、上層から下層にかけて広い範囲で認められる。これらの出土遺物には混入と思

われる遺物も含まれるが、底面の礫直上から出土した高台坏５１、体部との接合箇所を打ち欠いた長頸

壺頸部５７のように本土坑に伴うと思われるものが下層を中心に認められる。

第３８図 SK３遺物出土状況図

第３章 八幡遺跡の調査
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2 １　黒褐色土（黄褐色土粒・炭化物を含む）�
２　暗褐色土（炭化物を含む）�

出土土器５１～５７は須恵器、５８～６０は土師器である。５１・５２は高台坏で、５１の坏底部にはヘラ切り痕

が残る。また口縁部外面には２本の沈線が施される。５３は坏、５４・５５は蓋である。５４は口縁端部が明

瞭に高く作り出されている。５５は輪状つまみを持つ。５６は台付壺、５７は長頸壺である。５７は体部との

接合箇所を打ち欠いたと思われる。５８は赤彩された皿もしくは坏で、外面はヘラケズリ、ナデの後丁

寧なヘラミガキを施す。内面はナデ後ヘラミガキ、螺旋暗文を入れる。５９は赤彩された鉢で、風化の

ため調整は不明瞭ではあるが、内外面ナデ後ヘラミガキが施されたと思われる。内面にはその後、５

段にわたる螺旋暗文が外から内の順番で施される。６０は土師器甕、F２は刀子である。

本遺構の時期は、５１の底部がヘラ切りによること、高台が坏部の内

側に内傾して付くことや、５９では内外面ナデ後ヘラミガキが施され、

調整に省略が見受けられないことから７世紀末葉頃と思われる。

SK４（第３９図、PL．５）

H３９グリッドのほぼ中央に位置し、標高約２５．４mの高さで検出し

た。平面形は歪な楕円形を呈する。規模は東西２．１０m、南北３．２４m、

第３９図 SK４実測図

第４０図 SK４出土鉄製品

第２節 １区の調査
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１　暗褐色土（焼土粒・
炭化物を含む）�

２　黒褐色土（炭化物を
含む）�

３　暗褐色土（明褐色土
ブロックを含む）�

深さは南側の最深部で遺構検出面からおよそ４０�を測る。埋土は上層に黒褐色土、下層に暗褐色土が

堆積し、ともにわずかに炭化物を含んでいた。

出土遺物であるが、６１～６４は須恵器で、６１・６２の坏底部外面には回転糸切り痕が認められる。口縁

部下端は強めのナデにより、括れた形状を呈すが、口唇部の稜はだれている。６３は皿で、底部外面は

回転ヘラケズリによる調整がみられる。６４は短頸壺である。６５～７０は土師器で、６５は皿、６６は皿もし

くは坏である。ともに赤彩が内外面に施される。６５は器面の風化が著しいが、内面及び外面口縁部は

ナデ、底部外面はヘラケズリ後ナデ、もしくはヘラミガキ調整である。６６も内面及び外面口縁部はナ

デであるが、内面にはハケの痕を残す。底部外面はヘラケズリ後ナデ、ヘラミガキを施す。そのほか

６７はカマド、６８～７０は甕、７１が縄文土器、F３は刀子である。

第４１図 SK４出土土器

第４２図 SK５実測図 第４３図 SK５出土遺物
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本遺構の時期であるが、６１・６２の須恵器坏に回転糸切

り痕が認められることや、６５・６６の土師器皿等の器面調

整のヘラミガキが省略されることなどから８世紀中頃と

考えられる。

SK５（第４２図、PL．５）

H３９グリッド南側、SK３の西側に位置し、SI３を掘り

込んで存する。標高２５．５mの高さで認められた平面円形

の土坑である。規模は東西１．２３m、南北１．３５m、深さは

検出面から４０�を測る。埋土は３層に分層でき、１・２

層には炭化物、１層には焼土粒が認められたが、これは

SI３から流入したものと思われる。

出土遺物はわずかであった。７２の須恵器坏は口縁部下

端を強めのナデにより、括れた形状をつくる。器厚がや

や薄いため、口縁部の形状はやや鋭い観を受ける。底部

外面はヘラ切りによる。７３の須恵器坏には墨書の痕跡が

認められるが、破片資料であるため、書かれた文字は不

明である。底部に静止糸切り痕がわずかに観察される

が、丁寧にナデ消している。７４は須恵器

横瓶、７５は土師器坏で内外面を赤彩し、

内面及び外面口縁部はヨコナデ後ヘラミ

ガキ、底部外面はヘラケズリ後ヘラミガ

キを施す。内面には底面に螺旋暗文、口

縁部に放射状暗文が入れられる。内面底

部を中心に漆が付着しており、遺存の状

況からパレットとして利用されていたと

思われる。

SK５の時期であるが、７２・７３の須恵器

坏の底部調整がヘラ切りや静止糸切り痕

を丁寧にナデ消していること、７５の土師

器坏の器面調整がヘラミガキによって丁

寧に施されていることから７世紀末から

８世紀初頭頃と思われる。

SK６（第４４図、PL．５）

I４０グリッド杭の地点に存する。SK６

は試掘トレンチで確認されていた平面円

形の土坑であるが、その上半部について

第４４図 SK６実測図

第４５図 SK６出土土器

第４６図 SK７実測図

第４７図 SK７出土土器

第２節 １区の調査
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は試掘トレンチによって削平されている。確認できた標高はおよそ２５．４mであった。規模は東西１．３０

m、南北１．４０m、深さは検出面から３０�を測る。

埋土は２層に分層でき、上層の黒褐色土には焼土と思われる黄褐色土粒が含まれる。出土遺物は自

然石が多いが、わずかに土師器、須恵器の破片が出土する。

７６は須恵器坏蓋の天井部の破片で、輪状つまみが付けられている。調整は内面ナデ、外面は回転ヘ

ラケズリによる。７７は土師器坏、もしくは皿で、内外面は赤彩される。外面はナデ後ヘラミガキ、内

面はナデ後に放射状暗文、螺旋暗文が施される。

本土坑の時期は、７７の器面調整ヘラミガキ、暗文の有無などから８世紀前半頃と思われるが、SK６

はSK５の西側２．４mに位置し、SK５と形態や規模をほぼ同じくする土坑であることから、出土遺物の

時期には若干差が認められたが、関連した遺構の可能性がある。

SK７（第４６図、PL．５）

F３８グリッドの西側に位置する。SK７の南側は試掘トレンチで確認されていたが、その上半部は試

掘トレンチによって削平される。また、北側は調査区を拡げ、その範囲の確認に努めたが調査区外に

のびる。また、SK７はSI４を掘り込んでいる。確認できた範囲ではあるが、東西は上端で１．９０m、南

北は下端で２．２５mを測り、平面形が歪な楕円形を呈する土坑である。深さは検出面から約５０�で、土

坑内西側はわずかに窪む。

出土遺物はわずかであり、土師器甕口縁部７８がある。

本遺構の時期は出土遺物からは不明であるが、SI４を掘り込んでいることから、８世紀前半以降と

考えられる。

� 溝状遺構

SD１（第４８図、PL．６）

SD１は調査区中央を南北に掘り込んだ溝状遺構である。本遺構は調査区東側の黒褐色土層と西側の

礫層の境に位置するが、調査区北側では、その走向を西に向け、礫層を掘り込んでいる。また、J３９

グリッドの南側、１mほどの範囲では、底面の深さが浅かったためか検出面での状況は途切れるよう

に存する。SD１は、南北側とも調査区外に続き、全長は不明であるが、検出した長さでは、上述の途

切れる範囲を含め５２mを測る。幅は最大で１８０�、深さは約２５�である。埋土は７層に分けられたが、

多くは砂礫を含む。

出土遺物には７９～８９の弥生土器、９０の縄文土器が見られる。７９～８７は甕口縁部の破片で、口縁部外

面は、多条平行沈線文、もしくはヨコナデが認められる。７９・８３・８５の肩部には貝殻腹縁による波状

文や多条平行沈線文が認められるほか、８６、８７の頸部には棒状工具による穿孔が見られる。８８は高坏

で外面には横、縦方向のヘラミガキを施す。８９は甕頸部の破片で貼付突帯には刻目が入る。清水編年

�―２様式、弥生時代中期後葉の土器と考えられる。９０はＬ―Ｒの単節縄文を地文とし、隆帯に刻目を

施す。縄文時代中期前葉、船元１様式に近い。

SD１の時期であるが、出土土器７９～８８は、その特徴から清水編年�―３様式に相当すると考えられ

る。本遺構の出土遺物の中では最も新しい時期のものである。このことから弥生時代後期後葉の年代

が考えられる。
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１　暗褐色土（礫を多く含む）�
２　褐色土（砂礫を含む）�
３　黒褐色土�
４　褐色土（ロームブロックをわずかに含む）�
５　淡褐色土�
６　淡褐色土（砂礫を含む）�
７　暗褐色土（砂礫を含む）�

�（断面）�

（断面）�

（平面）�

SD２（第５０図、PL．５）

G４０グリッド東側に位置する。

幅約２０～４０�の溝状遺構で、約３

mの長さで認められた。南側１m

ほどはSI１に上面を削られている。

深さは１０�ほどで、砂礫を含んだ

褐色土を埋土とする。出土遺物は

認められなかったが、SI１以前で

あることや、SD１に平行している

ことから考えるならば、SD１と同

時期の遺構の可能性が高い。

SD３（第５１図、PL．６）

Ｋ３８グリッド北側に位置する溝

状遺構である。南側は試掘トレン

チによって削平されていた。確認

できた範囲では幅３０～４０�、長さ

１．９mを測る。長さについては、

本遺構南側に位置する２m幅の試

掘トレンチより南側では検出でき

なかったので、４m以下のもので

ある。埋土は砂礫を含んだ褐色土

で、遺物には口縁部下端を強くナ

デて括れさせる須恵器坏９１が出土

している。

本遺構の時期は、９１の口縁部下

端の括れが明瞭に認められること

から８世紀前半頃のものと考えら

れる。

SD４（第５２図、PL．６）

Ｋ３８グリッド北西隅に位置する

幅約４０�、長さ１．５mの溝状遺構

である。深さは１０�ほどで、埋土

は砂礫を含んだ黒褐色土の単層で

ある。出土遺物は認められなかっ

た。時期は不明である。 第４８図 SD１実測図

第２節 １区の調査
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１　黒褐色土（砂礫を含む）�

� 包含層出土遺物

第１遺構面である黒褐色土層は遺物包含層であるが、古代の土器等の包蔵は黒褐色土層中の浅い部

分に限られた。さらに、遺物の包含は、遺構の立地と同様に、調査区西側に形成された礫層の範囲で

はほとんど認めることはできず、調査区の東側を中心に確認される。また調査では、遺構検出面であ

る黒褐色土と遺構埋土の判別が困難であったため、包含層遺物として取り上げた遺物の中には検出に

至らなかった遺構の遺物も含む可能性がある。

出土土器では、９２～９４が須恵器、９５～９８が土師器、９９が縄文土器である。９２は坏底部の破片で、底

部外面には回転糸切りの痕跡を残す。９３は蓋の口縁部である。口縁部は高くつくられており、天井部

との境は明瞭である。９４は肩部があまり張らない甕と思われる。内外面ともに自然釉が広い範囲にか

かる。底部外面には、重ね焼きによって貼り付いたか、貼り付き

を防ぐために台として用いたか不明であるが、坏口唇部と思われ

る破片が輪状に認められる。９５・９６は内外面赤彩された坏で、９５

第４９図 SD１出土土器

第５０図 SD２実測図

第５３図 SD３出土土器

第５２図 SD４実測図第５１図 SD３実測図
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の調整はヨコナデのみでヘラミガキは省略されている。復元径ではあるが、口径は１２�とかなり小ぶ

りである。９６は内外面ヨコナデの後にヘラミガキを施す。内面にはさらに螺旋暗文を入れる。９７・９８

は甕の口縁部から頸部にかけての破片である。９９はＬ―Ｒの単節縄文を地文とし、外面の隆帯には刻

目を施す。内面は口縁部を肥厚させ、Ｒの無節縄文を付ける。縄文時代中期前葉の船元１様式に近い

と思われる。そのほか出土遺物には、F５の椀形鍛冶滓、S２の石匙、S３の石鏃などが認められる。

� 表土出土遺物

１区の表土の状況は、上層の褐色土と下層の灰褐色土に分けられるが、出土遺物は下層の灰褐色土

中で多くが確認された。

出土土器には、１００～１０８の須恵器、１０９～１１５の土師器、１１６の土師質土器、１１７～１１９の青磁等が認

められる。１００～１０４は坏で、１００～１０２は口縁部下端に強いナデを施し、口縁部を括れさせたものであ

る。体部の整形はロクロナデによる。また、１００の底部には回転糸切り痕、１０１・１０２には静止糸切り

痕が残る。１０３・１０４は口縁部の立ち上がりをほぼ垂直にさせるもので、１０３は体部から口縁部にかけ

ては緩やかに湾曲させる。口縁部の状況は外面をやや強めのナデにより、わずかに括れさせるが、内

第５４図 １区包含層出土遺物

第２節 １区の調査

３７



0 10㎝�S＝1：4 0 5㎝�S＝1：2

S5

S4

119

118

117

116115

110

109 111
112

114

113

108

107

106

103102

100 101

104

105

面側は丸く肥厚させるなど、１００～１０２のような「く」の字状の口縁部の屈曲は見せない。また底部は

縁部から中心部に向かって上底状の高まりを呈するが、外面に静止糸切り痕が残ることから乾燥段階

でのたわみと思われる。１０４も底部の状況は１０３と同様、上底状の底部で、回転糸切り痕が認められ

る。体部から口縁部にかけての立ち上がりは急で、口縁部は内傾させる。１０５は高台坏で口縁部の立

ち上がりをほぼ垂直にさせるタイプの坏部を持ち、底部外面には回転糸切り痕を残す。１０６は蓋で、

第５５図 １区表土出土遺物
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天井部には輪状つまみが付く。口縁部は高くつくられており、天井部との境には明瞭な段が認められ

る。また、天井部内面には「｜」状の工具痕が見られ、ヘラ記号の可能性がある。１０７は鉢、１０８は短

頸壺である。１０８の底部には静止糸切り痕が見られる。

１０９・１１０は内外面赤彩の皿で、ともに体部外面はヨコナデ後ヘラミガキを入れ、内面には螺旋暗文

を入れる。１１０は丁寧につくられており、内面や底部外面はヘラミガキ、内面には放射状暗文を施す。

螺旋暗文も１０９が雑然とするのに比べ、１１０は精緻である。１１１～１１４は内外面に赤彩をする坏で、

１１１・１１２では調整等をほぼ同じくする。内外面の口縁部はヨコナデにより調整し、底部にはヘラケズ

リを施す。さらに外面は体部、底部とも丁寧なヘラミガキを入れる。内面では、底部に螺旋暗文、口

縁部に放射状暗文が見られるが、１１１が螺旋暗文を内から入れるのに対し、１１２は外から入れる。

１１３・１１４も口縁部は内外面ともヨコナデ後ヘラミガキを施し、１１３には放射状暗文が入る。１１５は甕で

ある。

１１６は柱状高台の皿である。皿の深さは浅い。高台部は外に張り出し、底部外面には回転糸切り痕

を残す。高台部の発達はあまり認められず、浅い皿部を持つことなどから１２世紀後葉頃のものと考え

られる。１１７～１１９は碗で、１１７は口縁部を玉縁状にし、内面には花文と思われる文様が浮彫りされて

いる。１１８は内面に縦横方向、または鈎状の刻文が見られる。１１９は内面に花文と思われる象嵌がされ

た高麗青磁である。

出土石器では、S４の石核や、S５の剥片が見られた。材質はS４が瑪瑙、S５が黒曜石である。

出土鉄製品、及び関連遺物では、F６が長さは破損しているため不明であるが、現況で幅２４�、厚

さ３�の板状の鍛造鉄製品で、長辺の片側には刃部が認められる。鎌と思われる。F７～F９は不明鍛

造鉄製品、F１０・１１・１３は椀形鍛冶滓、F１２は鍛冶滓、１２０は羽口の破片である。

第５６図 １区表土出土鉄関連遺物
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第３節 拡張区の調査

� 調査の概要

拡張区は１区の東側に位置する、南北約３０m、東西約２５mの平面台形状の調査区である。本調査区

は１区で認められた遺構及び遺物包含層が調査区外にのびる可能性が予想されたため、新たに設定し

た調査区である。この拡張区の調査も１区と同様、２面の遺構確認面、及び遺物包含層を対象とした。

拡張区土層堆積は、第３章第１節で触れ

たように１区と同様で、勝田川の沖積作用

によって形成されている。

第１遺構面は表土下およそ４５�の高さで

確認された。地形は南から北へ緩やかに傾

斜し、標高およそ２５．５mの高さに位置す

る。また、調査区北東側においては表土直

下にソフトローム層が認められる状況であ

り、旧地形が東に向かうに従い、徐々に高

くなっている。

拡張区の第１遺構面で確認された遺構

は、竪穴住居跡１棟、溝状遺構５条であ

る。また、第２遺構面での確認である掘立

柱建物跡１棟（SB１０）は、調査の状況か

ら本来は第１遺構面に帰属する可能性が高

い。

確認された遺構では、古墳時代の遺構と

して、調査区の中央付近から北西に向かっ

てのびる溝状遺構（SD５～９）がある。こ

れらのSD５～９は一部で切り合いながらほ

ぼ平行して認められる。SD９からは古墳時

代前葉頃の土師器が出土する。他のSDで

は、SD７からは青磁の破片が１点出土した

が、遺構の走向などからは、SD５～９は同

時代のものと考えられるため、後世の混入

と思われる。奈良時代に属する遺構は、竪

穴住居跡１棟（SI５）がある。このSI５埋土

中からは硯として転用した須恵器蓋や、刀

子、袋状鉄斧などが出土した。

� 竪穴住居跡

SI５（第５９図、PL．７）

Ｇ３６グリッドに位置する。本住居跡は調

第５７図 拡張区第１遺構面遺構配置図

第５８図 拡張区第２遺構面遺構配置図

第３章 八幡遺跡の調査
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0 2mS＝1：80

１　明褐色土（５㎜以下の焼土粒・炭化物をわずかに含む）�
２　黒褐色土（１㎝以下の焼土粒・炭化物を含む）�
３　暗褐色土（３㎜以下の焼土粒・炭化物をわずかに含む）�
４　褐色土�
５　黒褐色土�
６　暗褐色土（３㎜以下の黄褐色土粒・炭化物を多く含む）�
７　黒褐色土（小礫をわずかに含む）�
８　暗灰褐色土（５㎜以下の黄褐色土粒・炭化物を多く含む）�
９　褐色土（小礫をわずかに含む）�
10　暗褐色土（１㎝以下の焼土粒・炭化物を含む）�
11　焼土�
12　明褐色土�
13　暗褐色土（５㎜以下の黄褐色土粒をわずかに含む）�
14　暗褐色土�

査区の北西隅にあたり、遺構の大半が調査区外に位置したことから、一部拡張して調査にあたった。

また西壁部分は、調査区内に認められた暗渠排水に伴う攪乱溝により破壊されている状況である。

本住居跡の規模は、南北で３．８m、東西では残存する範囲で３．０mを測る。東西規模については西壁

部分が遺存しないことから明らかでないが、上述の攪乱溝よりも西側には認められないことから、

４．０mを超える大きさにはならない。平面形は方形であったと思われる。検出面から床面までの深さ

は１５�と浅い。埋土は明褐色土、暗褐色土、黒褐色土に分けられ、いずれの層にも焼土粒と炭化物が

含まれる。床面からは焼土面２面、ピット８基、また部分的ではあるが周壁溝が確認された。焼土面

は住居のほぼ中央と南東側に位置する。ともに焼土面の一部に若干の窪みが認められ、共通した状況

を呈する。確認されたピットのうち主柱穴と考えられるものはP１～４である。東側に位置するＰ

２・３がそれぞれ住居隅に認められることから、西側に位置するP１・４との配置はやや歪になる。

第５９図 SI５実測図

第６０図 SI５出土土器

第３節 拡張区の調査
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１　暗褐色土（粘性中、締り強）�
２　暗褐色土（粘性中、締り中）�
３　暗褐色土（粘性弱、締り強）�
４　暗褐色土（粘性強、締り中）�

住居西壁部分が残存しないことから、西側においても住居隅に柱を配置した可能性もあるが、P１埋

土では柱痕も認められたことや、P１～４でその深さの標高を揃えていることから、ここではP１～４

を主柱穴と判断した。周壁溝は南東隅から南壁にかけて部分的に幅１０�、深さ５�程度で認められた。

出土遺物では、１２１～１２４が須恵器である。１２１・１２２は坏で、ともに口縁部下端を強くナデ、口縁部

を括れさせるものと思われる。１２２の底部外面には回転糸切り痕が見られる。１２３は高台坏で、高台は

第６１図 SI５出土石器
第６２図 SI５鉄関連遺物

第６３図 SB１０実測図

第３章 八幡遺跡の調査
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１　黒褐色土（砂質、黄褐色のローム粒
を含む）�

２　黒褐色土（砂質、黄褐色のローム粒
を含む）�

３　黒褐色土（砂質）�
４　褐色土（砂質）�
５　褐色土（砂質、４層に比べ、締り弱）�

ほぼ垂直に取り付けられる。１２４は輪状つまみが付け

られた蓋である。天井部内面では墨の痕跡を確認する

ことはできなかったが、非常に磨られていることから

転用硯と考えられる。１２５・１２６は土師器の甕である。

S６は台石で、住居東壁寄りの床面直上で出土した。

上面中央部分には敲打痕が認められる。また、F１４は

柄の装着部分を折り返した袋状鉄斧で、研ぎ縮まった

ためか、袋部から刃部までは短い。F１５は刀子、F

１６・１７は椀形鍛冶滓である。

時期は、１２２の底部回転糸切り痕や１２４の輪状つまみ

の蓋の存在から８世紀中頃と思われる。

� 掘立柱建物跡

SB１０（第６３図、PL．７）

I３５グリッドの南西部に位置する桁行３間、梁行２

間の総柱建物跡である。第２遺構面での確認ではある

が、調査の状況から第１遺構面に帰属すると思われ

る。主軸は平側を正面にしてＮ―１°―Eとし、規模は

桁行４．８m、梁行３．０～３．５mで、桁行の柱穴間は心々

で約１．２～１．９m、梁行の柱穴間は心々で約１．４～２．１m

を測る。柱穴は直径約２０～５０�、底面の標高２５．２～

２５．５mとするなどばらつきが見られ、内部の柱穴は側

柱穴に比べその規模を小さくする。出土遺物は認めら

れず、本遺構の具体的な時期は不明であるが、調査の

状況から飛鳥・奈良時代頃と思われる。

第６４図 SD５～９実測図

第３節 拡張区の調査
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� 溝状遺構

SD５～９（第６４図、PL．８）

調査区の中央付近より北西側に向かって認められた溝状遺構である。北

側の２条では切り合い関係が認められたため、古い時期のものをSD５と

し、以下、遺構の名称は北側から順に付した。埋土はいずれも砂質の埋土

である。また、SD９からは古墳時代前期前葉の土師器甕１２７が出土しているが、SD５～９はその走向

や位置からほぼ同時期と考えられるため、この頃の遺構であると思われる。

SD５は確認できた範囲で長さ２０．５m、幅約６０�、深さ約２０�を測り、北西側は調査区外にのびる。

SD６は長さ２１m、幅約５０�、深さ約１５�を測る。北西側では一部途切れる。またSD５の埋土を掘り

込んでいる。このSD６のみ、SD５と切り合う付近から方向をやや北向きに変える。

SD７・８はその方向が一致し、続いた位置にあることから、本来は一連の遺構であったと思われ

る。SD７は長さ１８m、幅約１．３m、深さ約４０�、SD８は長さ４．３m、幅約１．３m、深さ約２５�を測る。

SD９は長さ７．３m、幅は最大で１．２m、深さは最深部で３５�を測る。

� 遺構外出土遺物

黒褐色土である包含層の遺物の出土状況は、１区と同様であり、古代の土器を中心としたもので

あった。いずれも細片であり、図化はできなかったが、１２８の刻目突帯を口縁部に貼り付けた縄文時

代晩期の土器や、黒曜石の石鏃S７、石核S８などが出

土し、表土からは内面に唐草文が陰刻される青磁１２９

の破片が認められた。

第６５図 SD９出土土器

第６６図 拡張区包含層出土遺物

第６７図 拡張区表土出土遺物

表３ 拡張区第２遺構面ピット表（計測単位は�）

Pit
番号 長径 短径 深さ 埋土

色調
Pit
番号 長径 短径 深さ 埋土

色調

１０６ ３１ ２７ ３８ 暗褐色 １２９ ２１ １６ １２ 暗褐色

１０７ ４８ ４３ ２８ 暗褐色 １３０ ３０ ２５ １９ 暗褐色

１０８ ２５ ２５ １０ 暗褐色 １３１ ２３ ２０ ２３ 暗褐色

１０９ ３８ ３０ ２７ 暗褐色 １３２ ３５ ３１ ２７ 暗褐色

１１０ ２８ ２８ ７ 暗褐色 １３３ ３０ ２７ ３２ 暗褐色

１１１ ２７ ２５ １１ 暗褐色 １３４ ２７ ２７ １７ 黒褐色

１１２ ２７ ２３ １５ 暗褐色 １３５ ２５ ２２ ２７ 黒褐色

１１３ ３４ ３１ ９ 暗褐色 １３６ ４５ ２９ ２９ 黒褐色

１１４ ４３ ３６ ３１ 暗褐色 １３７ ２８ ２８ ２０ 暗褐色

１１５ ４７ ４０ ８ 暗褐色 １３８ ２７ ２７ ２５ 暗褐色

１１６ ３３ ２７ １１ 暗褐色 １３９ ２１ ２０ １２ 暗褐色

１１７ ４５ ４５ ２１ 暗褐色 １４０ ３２ ３１ ３３ 暗褐色

１１８ ４１ ４０ ２２ 暗褐色 １４１ ３４ ３１ １９ 暗褐色

１１９ ４３ ４３ １２ 暗褐色 １４２ ２１ １８ １５ 暗褐色

１２０ ２４ ２２ ８ 暗褐色 １４３ ３８ ３２ １２ 暗褐色

１２１ ７０ ５２ ２９ 暗褐色 １４４ ４３ ４２ ６ 暗褐色

１２２ ３０ ２５ ２５ 暗褐色 １４５ ３０ ２５ ２４ 暗褐色

１２３ ３０ ３０ ２７ 暗褐色 １４６ ４２ ３４ ８ 黒褐色

１２４ ２７ ２６ ２１ 暗褐色 １４７ ３４ ２７ １２ 褐色

１２５ ３２ ３０ ３０ 暗褐色 １４８ ８５ ４６ ７ 暗褐色

１２６ ２８ ２５ ２５ 暗褐色 １４９ ４３ ２４ １０ 不明

１２７ ３１ ３０ ３２ 黒褐色 １５０ ４０ ３７ ３４ 黒褐色

１２８ ３５ ２４ １３ 暗褐色 １５１ ３５ ２８ ３０ 黒褐色

第３章 八幡遺跡の調査
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第４節 ２区の調査

� 調査の概要

２区は東西８３m、南北３３mの東西に

長い調査区である。遺構確認面とした

ソフトローム層上面の標高は約２５～２６

mを測り、南東から北西にかけて緩や

かに傾斜している。

調査は試掘調査の結果から、ソフト

ローム層上面を遺構確認面として行っ

たが、調査区堆積土の状況は本章第１

節で述べたように３区と同様である

（第５図）。このことから遺構検出面

は、次節で述べるように弥生時代後期

後葉以降の時期のものに関しては表土

下２１�に位置する黒褐色土下層であっ

たと思われる。調査区壁断面による確

認を含め、調査では弥生時代後期後葉

以降の遺構は認められなかったが、遺

構検出作業前に行った表土剥ぎによっ

て削平してしまった可能性もある。

上記のような調査の状況ではあった

が、遺構検出作業の結果、１５グリッド

杭ライン付近で、南北方向にのびる近

年の耕作に関わる溝が確認され、この

溝より西側では梨栽培等による攪乱を

受けている状況であった。

また、１４グリッド杭ラインより東側

では拳大から人頭大の円礫群が点在し

ている状況であった。調査では、ソフ

トローム層中以下に礫層が認められた

ことから、ソフトローム層堆積以前の

氾濫原であったことが明らかとなり、

円礫群は風倒木により下層の礫が持ち

上がった状況であることが確認され

た。

確認された遺構であるが、土坑２基

を検出した。いずれも落し穴である。

また、ピットは調査を行ったものは、 第６８図 ２区遺構配置図
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植物による攪乱であったため、すべての調査は行わなかった。

� 土坑

SK８（第６９図、PL．８）

G１５グリッドの北西側、標高２５．６mの平坦面で検出した。規

模は東西７３�、南北６８�、検出面からの深さは８８�を測り、平

面円形を呈する。

本遺構が位置する２区の土層堆積は、遺構確認面としたソフ

トローム層以下では、ホーキ層、姶良Tn火山灰（AT）層、白

色粘質土層、大山倉吉軽石層と続くが、本土坑は大山倉吉軽石

層を底面とする。埋土は、黒褐色土を主体とする。土坑中位か

ら下の壁際には暗褐色土の堆積が認められるが、暗褐色土が認

められる標高２４．７～２５．２mの高さは、上記の白色粘質土層と一

致するため、白色粘質土層が埋土の黒褐色土により変色した可

能性もある。

本土坑は、底面ピットは存在しないが、掘りかたなどからみ

て落し穴であったと考えられる。遺物は出土していないため、

時期は不明である。

SK９（第７０図、PL．８）

G１５グリッドの南東側、標高２５．８mに位置する。本遺構は梨

栽培による耕作土除去後に検出した。

平面は円形で、規模は東西６８�、南北６７�、検出面からの深

さは９３�を測る。

SK９が位置する地山の土層堆積の状況は、SK８と同様であ

り、底面の層位も大山倉吉軽石層とする。埋土には黒褐色土、

暗褐色土が見られ、上層にはソフトロームのブロックが混入す

る。

本土坑は、底面ピットは存在しないが、掘りかたの形状や深

さからみて落し穴であったと考えられる。遺物は出土しておら

ず、時期は不明である。

� 表土出土遺物

２区では攪乱土中からではあるが、F１８～２１の鉄製品が認め

られた。いずれも鍛造品である。また、わずかではあるが陶磁

器の細片なども出土している。

第６９図 SK８実測図

第７０図 SK９実測図

第７１図 ２区表土出土鉄製品
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第５節 ３区の調査

� 調査の概要

３区は本遺跡内で東に位置する。東西９５m、南北約４０mの東西に長い調査区である。遺構確認面と

した漸移層及び、ソフトローム層上面の標高は２５．４～２６．４mを測る。南から北に向かって緩やかに傾

斜した地形である。

調査は、漸移層及び、ソフトローム層上面を遺構確認面として行ったが、本章第１節で触れたよう

に、調査区壁で遺構の土層断面が確認できた遺構に関しては、表土下１９�に位置する黒褐色土下層か

ら掘り込んでいる。本調査区でこの黒褐色土下層を確認面とする最も古い時期の遺構は、調査区西側

に位置する弥生時代後期後葉の溝状遺構（SD１２）であり、このことから弥生時代後期後葉以降の遺

構に関しては、この黒褐色土下層が遺構確認面である。

また、３グリッド杭ラインより東側では重機での表土剥ぎがソフトローム層上面まで及んでおら

ず、黒褐色土下層が遺存する状況であった。遺構検出を行ったところ、溝状遺構２条（SD１０・１１）

が検出された。この調査区東側では、黒褐色土上層の明確な堆積は認められない。

調査の結果、確認できた遺構は掘立柱建物跡４棟、土坑８基、溝状遺構６条で、遺構の多くは調査

区西側に集中している。遺構外を含め遺物の出土量が少なかったことから、多くの遺構の時期等を具

体的にすることはできなかった。出土遺物を伴う遺構は近世のSK１５、SD１４と弥生時代後期後葉の溝

状遺構（SD１２）のみである。また、遺構外出土土器は中世以降のものと思われる。

遺構の切り合い関係では、SD１２は落し穴と考えられる土坑１基（SK１７）を削平しており、SB１１～

１４はSD１２の埋土を掘り込んで建てられていることが明らかとなった。

また、７グリッド杭ラインより東側では、ソフトローム層中及び、その上面で拳大～人頭大の円礫

が広範囲にわたって認められた。２区と同様にソフトローム層が形成される以前の勝田川の氾濫原で

あったと思われる。

� 掘立柱建物跡

SB１１（第７３図、PL．９）

C１１グリッドの南側、標高約２５．６mに位置する桁行３間、梁行２間の掘立柱建物跡である。主軸は

N―３°―Eで、建物規模は桁行約５m、梁行約３．５mを測る。柱穴間距離は心々で、桁行・梁行間とも

に約１．７mである。柱穴は平面円形ないし楕円形を呈しており、直径３１～４６�、ピット底面の標高は

２５．２～２５．４mである。このうち、P３・４・６・７・８・１０では柱痕跡が確認でき、その太さは約１５�

であった。

本遺構から出土遺物は認められなかった。このため遺構の具体的な時期を推察することはできな

かった。しかし、本遺構はSD１２と切り合い関係にあり、P６・７がSD１２の埋土を掘り込んでいること

から、SD１２より新しい。またSB１２とは重複関係にあるが、柱穴等の切り合いが認められないため、

新旧関係は不明である。

以上のことから、本遺構の時期はSD１２が埋没した弥生時代後期後葉以降である。また、本調査区

では調査中において古墳時代・古代の遺物が認められなかったことを考えると中世以降のものである

可能性が高い。

第５節 ３区の調査
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SB１２（第７４図、PL．１０）

C１１グリッドの南側に位置する桁行３間、梁行１間の掘立柱建物跡である。主軸はN―８°―Eで、確

認面の標高は約２５．６mである。建物規模は桁行約７m、梁行約３．６mを測る。桁行の柱間距離は心々

で約２．０～２．６mの間にある。柱穴は平面円形を呈しており、直径２６～３６�、ピット底面の標高は約

２５．４mである。このうち、P１・４・５では柱痕跡が確認でき、柱材の太さは１０～２０�であったと思わ

れる。また、P２・３・４・６・８の埋土中からは直径１０～２０�の扁平な円礫が出土している。P４の

柱痕がこの礫の直上に位置していることからみて、この礫は礎盤石であった可能性が考えられる。

出土遺物は認められないが、本遺構はP４～８がSD１２の埋土を掘り込んでいることから、弥生時代

後期後葉以降の遺構である。SB１１と同様、調査の状況から中世以降の遺構の可能性が高い。また、

新旧関係は不明であるが、SB１１・１４と重複する。

SB１３（第７５図、PL．１０）

C１０グリッド西側、標高約２５．６mに位置する桁行２間、梁行２間の掘立柱建物跡であるが、北側に

おいては調査区外にのびる可能性もある。主軸はN―２°―Wで、建物規模は桁行約４．６m、梁行約３．９m

を測る。柱間の心々距離は桁行間が約２．３m、梁行間が約１．９mである。柱穴は平面円形ないし楕円形

を呈しており、直径は３８～４８�である。ピット底面の標高はP７が２５．５mとするほかは約２５．２mであ

る。このうち、P１・３・７以外では柱痕跡が確認できた。その太さは約２０�である。P７については、

他のピットより掘り込みが浅いことや、北側の梁行では対応する柱穴が確認できなかったことから、

本掘立柱建物跡と関わりがない可能性も考えられる。

また、P１・２の埋土中からは直径１０～１５�の扁平な礫が出土している。この礫の検出高はP１が

２５．６m、P２が２５．２mと高さに違いが見られる。P５の６層は堅く締り、根石代わりに詰められた土と思

われることから、これらの礫は根石の可能性が考えられる。

出土遺物は認められないが、本遺構はP１がSD１２の埋土を掘り込んでいることから、弥生時代後期

後葉以降の遺構である。SB１１・１２と同様、調査の状況から中世以降の遺構の可能性が高い。また、

新旧関係は不明であるが、SB１４と重複するほか、SB１２とも建物主軸や近接した位置関係から同時併

存の可能性は低い。

SB１４（第７６図、PL．１０）

C１１グリッドの北東側、標高約２５．６mに位置する桁行２間、梁行１間の掘立柱建物跡であるが、北

側においては調査区外にのびる可能性もある。主軸はN―２°―Eをとり、建物規模は桁行約４．５m、梁

行約４．２mを測る。桁行の柱穴間距離は心々で約２．３mである。柱穴は平面楕円形を呈しており、直径

３０～５２�、底面の標高は約２５．２mである。このうち、P５では柱痕跡を確認した。柱材の太さは約１５�

である。

本遺構から出土遺物は認められなかったが、本遺構のP１・３がSD１２の埋土を掘り込んでいること

から、弥生時代後期後葉以降の遺構である。SB１１・１２・１３と同様、調査の状況から中世以降の遺構

の可能性が高い。また、SB１２・１３とは重複しているが、新旧関係は不明である。
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SK１０（第７７図、PL．１１）

B４グリッド西側に位置する。検出面は標高２５．６mである。平面形は中央のくびれた楕円形で、長

径１４０�、短径９０�の規模である。深さは４２�を測る。埋土は暗褐色土単層で、底面は礫混じりのソ

フトローム層である。出土遺物は認められず時期は不明であるが、遺構の土層断面を見ると、地山の

礫が浮き上がり隙間に暗褐色土の堆積が見られる状況から、風倒木痕の可能性が高い。

SK１１（第７８図、PL．１１）

B４グリッド、SK１０の南東側４．５mに位置する。検出面は標高２５．６mで、平面は不整な円形である。

規模は東西１６０�、南北１７０�、深さは検出面から３０�を測る。底面は皿状を呈す。埋土は暗褐色土を

主体とし、埋土中には１．５�大の礫が混じる。出土遺物は認められなかっ

たが、埋土中の礫の状況から、風倒木痕の可能性が高い。

SK１２（第７９図、PL．１１）

D４グリッドに位置し、北側をSD１１に掘り込まれている。検出面は標高

２６．２mである。残存部の規模は長径１３０�、短径８５�を測り、深さは検出

面から３８�である。埋土は黒褐色土を主体とする。遺物は確認できていな

い。底面の礫の状況から風倒木痕の可能性が考えられる。

SK１３（第８０図、PL．１１）

E１１グリッドに位置し、検出面の標高は２５．８mである。平面楕円形を呈

し、規模は東西１７０�、南北１８７�を測る。深さは３５�である。埋土は褐色

土を主体とする。出土遺物はなく、時期等は不明である。

第７９図 SK１２実測図第７８図 SK１１実測図

第７７図 SK１０実測図
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SK１４（第８１図、PL．１１）

C１１グリッド北西に位置し、検出面は標高２５．４mである。南西側でSD１２の埋土を掘り込んでいる。

平面形は楕円形を呈し、規模は東西１３５�、南北１５０�を測る。深さは１７�である。埋土中には５～３０

�大の礫を１７点検出したが、遺構を構築するものではない。出土遺物は認められないが、切り合い関

係のあるSD１２の年代から、本土坑は弥生時代後期後葉以降と考えられる。

SK１５（第８２図、PL．１１）

D９グリッド南西、標高２５．９mに位置する。平面形は南北に長い楕円形で、長径８５�、短径７２�を

測る。深さは５７�である。埋土は黒褐色土を主体とし、ソフトロームブロックが混じる。埋土中から

第８０図 SK１３実測図 第８１図 SK１４実測図

第８２図 SK１５実測図 第８４図 SK１７実測図第８３図 SK１６実測図
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1

1

1

１　褐色土（砂礫を含む）�

１８世紀頃と思われる肥前系の磁器１３０が出土した。

SK１６（第８３図、PL．１２）

D１０グリッド、標高２５．８mに位置する。平面円形を呈し、規模は東西９８�、

南北８５�、深さ３２�を測る。埋土は、２�大のソフトロームブロックを含む褐

色土を主体とする。埋土中には遺物はみられない。北西隅に木の根の痕跡が認められることから、本

土坑は根攪乱の可能性が考えられる。

SK１７（第８４図、PL．１２）

D１１グリッドに位置し、SD１２の埋土除去後に検出した。検出面の標高は２５．４mで、平面形は直径６１

�の円形を呈し、検出面からの深さは１１０�を測る。底面には長径２０�、短径１５�、深さ９�のピッ

トを検出した。埋土は黒褐色土の単層である。出土遺物はなく時期は不明であるが、形態から落し穴

と考えられる。

� 溝状遺構

SD１０（第８６図、PL．１２）

調査区北東隅のB２・３グリッドに位置す

る。本遺構は黒褐色土下層上面、標高約２６．０

mで検出した。遺存状況は良くなく、溝の最

深部分が途切れながら残存する。北東から南

西方向に蛇行し、北東側は調査区外にのび

る。また、南西側は表土剥ぎにより遺存はし

ていないが、続いていたと思われる。

現況では、長さは約６m、幅は１５～５０�を

測る。溝底面の標高は２５．９mである。埋土は

黄褐色土の単層である。遺物は１点出土した

が、細片のため時期は不明である。（阪上）

SD１１（第７２・８７図、PL．１２）

調査区南東隅から西方向にかけて、標高

２６．１～２６．２mの高さで検出した。本遺構の大

半はソフトローム層上面での確認であった

が、調査区南東隅の一部や調査区壁では、黒

褐色土下層が本来の遺構検出面であることが

確認できた。

調査区南東隅からC６グリッドまで西方向

に直線的にのびている。D４グリッドまでは

２条の溝が接して平行する状態を呈する。ま

第８５図 SK１５
出土磁器

第８６図 SD１０実測図
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１　暗褐色土（ソフトロームブロックを含む）�
２　黒褐色土（ソフトロームブロックを含む）�
３　黒褐色土（ソフトロームブロックを含む。２層より暗い）�

た、D６グリッド杭付近で南北方向にのびる溝と直交しているが、切り合い関係は認められず、同様の

埋土であったことから一連の遺構であると考えられた。

本遺構の東側は調査区外へ続いている。西側では幅１．８mほどの浅い攪乱溝によって削平を受けて

いる状態であったが、この攪乱溝よりも先では認められないことから、本遺構はC６グリッド付近を

西端としたか、底面をソフトローム層よりも高くしたと考えられる。現況の長さは東西方向が４５m、

南北方向が約２０mで、幅は最大で１．５mである。黒褐色土下層が残存している部分での検出面からの

深さは３０�で、断面形はＷ字状を呈する。遺物の出土はなく、時期・性格ともに不明である。（阪上）

SD１２（第８８図、PL．１３）

SD１２は調査区西側で南北方向に認められた溝状遺構である。本遺構の検出は標高２５．４～２６．１m

で、南から北に向かってなだらかに傾斜している。遺構確認面はソフトローム層上面としたが、調査

区壁での確認では黒褐色土下層が本来の確認面である。

本遺構は南側、北側ともに調査区外にのび、北側ではC１１グリッド付近で北方向と北西方向に分岐

する。遺構検出の段階で、この分岐する地点（D－D́ ）では、淡褐色土の埋土（６層）が北西方向

に続いていたことから、北西方向のものが新しく観察された。しかし、土層断面からは、北方向の溝

埋土（８層）と分岐点付近の土層断面中位にある埋土も共通する。このことから本遺構の埋没過程は

当初の認識と異なり、北西方向にのびる溝が古く、その後、北方向にのびる溝が掘り込まれる。そし

て、先述したように、分岐地点と北西方向の溝で共通する埋土が認められることを考慮すると、北方

向にのびる溝が機能していた段階でも北西方向の溝は完全に埋没はしていなかった可能性が高い。

また、上述した８層は砂礫層である。同層中でも、下が大きめの礫、上は小さめの礫と細分は可能

であり、上下の堆積においては接するものでも分層することができた（C―Ć 、D―D́ ）。この埋土は

他の埋土とは土質が異なり、遺構底面に堆積する状況が確認された。このことから土層断面中位に位

置する８層は、溝の底面が位置を変えていった状況を示すと思われる。そして、後述する本遺構の出

土遺物は、この層を中心に認められる。土器においてはすべて器面が摩滅していることから、本遺構

には水が流れていたと考えられる。

そのほか、本遺構の底面には夥しい数の円礫が、D１１グリッドよりも南側を中心として敷き詰めら

れたように認められた。この円礫の多くは地山中に認められる礫層に続くことから、かつての氾濫原

であった部分にSD１２が掘り込まれたことによる。しかし、人為的なものか、本遺構を流れていた水

の作用によるものかは明らかにできなかったが、部分的に地山中に礫層が見当たらないところにも円

礫は確認された。

出土遺物であるが、本遺構では上記の８層からの出土を中心とする。土器では１３１～１３８の弥生土器

第８７図 SD１１土層断面図
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１　褐色土（砂質）�
２　暗褐色土（砂質、１㎝以下のローム粒を多く含む）�
３　黒褐色土�
４　褐色土（砂質、３㎜程のローム粒を含む）�
５　褐色土（砂質、４層よりやや暗い）�
６　淡褐色砂（３㎜程のローム粒を含む）�
７　褐色土（砂質、４層より砂質度が高い）�
８　暗褐色土（砂礫を主体とする、１㎝以下のローム粒を含む）�
９　褐色土（４層よりもわずかに暗い）�
10　褐色砂（６層よりも赤みがある）�
11　褐色土（砂礫を主体とする。ロームブロックを含む）�
12　褐色土（砂質、４層よりやや暗い）�
13　明褐色土（明褐色の砂が多く含まれる）�
14　暗褐色土（砂礫を主体とする。ロームブロックを含む）�
15　褐色土（７層よりやや暗い）�
16　褐色土（砂質、６層と８層が混ざり合った土と思われる）�

が認められる。１３８は甕底部の破片で外面ヘラミガキ、内面ヘラケズリが認められ、清水編年�～�

期（中期中葉～後葉）に、１３４～１３７は甕口縁部の破片で、１３５～１３７は口縁部に刻み目が施される。�

～�期（中期前葉～中葉）に相当すると思われる。１３２・１３３は口縁部に沈線を入れた甕の破片で、内

面頸部までヘラケズリを施すことから�―１期（後期前葉）、１３１は口縁部に多条平行沈線文を施した

�―３期（後期後葉）の甕である。また土器以外では、S１０・１１がサヌカイト製の石鏃、下面以外を

第８８図 SD１２実測図
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第８９図 SD１２底面礫出土状況図
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研磨した板状の粘板岩もしくは脈石S１２、S１３～１８の碧玉もしくは緑色凝灰岩が認められた。S１５には

玉製作の施溝分割の痕跡が認められる。

本遺構の時期であるが、出土遺物には時期幅が広く認められたが、弥生時代後期後葉のものを下限

とすることから、そのころの年代の可能性が高いと思われる。 （野口）

SD１３（第９４図、PL．１３）

E９グリッド、標高２６．２mに位置する。本遺構はソフトローム層上面で検出した。北西―南東方向

に主軸をとる。北西端を掘りすぎてしまったため全長は不明であるが、復元長は約２．８mで直線的に

のびている。幅は２５～４０�、検出面からの深さは約１０�で、断面形はU字形を呈する。埋土は黒褐色

土の単層である。遺物は出土しておらず、時期・性格ともに不明である。 （阪上）

SD１４（第９３図、PL．１３）

D８～D１０グリッド、標高２５．８m、東西方向にのびる溝状遺構である。ソフトローム層上面で検出し

た。現状では２つに途切れているが、走向や埋土からみて一連の遺構であると思われる。本遺構の北

側部分は攪乱によって壊されている。確認できた範囲で長さ２４m、幅１．１m、深さは約１５�である。

出土遺物には１３９～１４１の近世の陶磁器がみられ、本遺構の時期もそのころと思われる。 （阪上）

第９０図 SD１２出土遺物
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SD１５（第９５図、PL．１３）

D１０グリッド、標高２５．９mに位置する。本遺構はソフトローム層上面で検出した。規模は全長約２

m、幅２５～３０�、検出面からの深さは１０�、断面形はＵ字形を呈する。北西から南東方向に主軸をと

り、埋土は黒褐色土の単層であったが、SD１３とほぼ一直線上に位置していること、SD１３と同じ埋土

であることから、一連のものであると考えられる。遺物は出土しておらず、時期・性格ともに不明で

ある。 （阪上）

SD１６（第９６図）

A３グリッド、標高２５．６mの平坦面に位置する。本遺構はソフトローム層上面で検出した。南北方

向に主軸をとり、北側は調査区外にのびると思われるが、風倒木痕により攪乱を受けている。検出で

きた長さは約７５�、幅２０�、検出面からの深さは５�を測る。埋土は黒褐色土の単層である。遺物は

出土しておらず、時期・性格ともに不明である。 （阪上）

� 表土出土遺物

３区の遺構外出土遺物はわずかであった。また、細片であったため、図化したものは表土出土の砥

石１点のみである。石英安山岩製で上端部は欠損している。砥面は表裏側面の４面に認められるが、

左側面部の擦痕は不明瞭である。 （阪上）

第９１図 SD１４出土遺物 第９２図 ３区表土出土石器

表４ ３区ピット表（計測単位は�）
Pit番号 長径 短径 深さ 埋土色調 備考
１５２ ５８ ５１ ４６ 暗褐色・褐色 ２層
１５３ ５３ ２０ １３ 黒褐色
１５４ ３２ ２７ １６ 暗褐色
１５５ ４１ ４０ １９ 暗褐色
１５６ ３６ ３４ ２３ 黒褐色
１５７ ５０ ４４ １３ 黒褐色
１５８ ３９ ３７ ７ 黒褐色
１５９ ５０ ３５ ５ 黒褐色
１６０ ５１ ４５ ２３ 黒褐色
１６１ ２５ ２４ １２ 黒色
１６２ ２５ ２０ ２３ 黒褐色
１６３ ４９ ３０ ４２ 黒色
１６４ ３０ ２８ ３５ 黒色
１６５ ３０ ２８ ２８ 黒褐色・暗黄褐色 ２層
１６６ ７０ ５０ ４７ 黒褐色
１６７ ４２ ３８ １８ 黒褐色
１６８ ３７ ３３ １８ 黒褐色

第５節 ３区の調査
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第９３図 SD１４実測図

第９５図 SD１５実測図

第９６図 SD１６実測図

第９４図 SD１３実測図
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第４章 自然科学分析の成果

第１節 八幡遺跡出土玉材の産地分析

京都大学原子炉実験所 藁科哲男

�遺物分析研究所

はじめに

今回分析を行なった玉類の原材料としては滑石、軟玉（角閃石）、蛇紋岩、結晶片岩、碧玉、メノ

ウなどが推測される。一般的には肉眼観察で岩石の種類を決定し、それが真実のよう思われているの

が実態である。これら玉材については岩石の命名定義に従って岩石名を決定するが、非破壊で命名定

義を求めるには限度があり、若干の傷を覚悟して硬度、光沢感、比重、結晶性、主成分組成を求める

などくらいであり、非破壊で命名の主定義の結晶構造、屈折率などを正確には求められない。また原

石名が決定されたのみでは考古学の資料としては不完全で、どこの産地原石が使用されているかとい

う産地分析が行われて初めて、考古学に寄与できる資料となるのである。遺跡から出土する大珠、勾

玉、管玉の産地分析というのは、玉類の製品が何処の玉造遺跡で加工されたかということを調査する

のではなくて、何ケ所かあるヒスイ（硬玉、軟玉）や碧玉の原産地のうち、どこの原産地の原石を使

用しているかを明らかにするのが、玉類の原産地推定である。玉類の原石産地を明らかにすることは

考古学上重要な意味をもっている。糸魚川市でヒスイが発見されるまでは、中国、雲南、ビルマ説で

あったが、発見後は、専ら国内説で、岩石学的方法１）および貴重な考古遺物を非破壊で産地分析を

行った蛍光Ｘ線分析で行う元素比法２、３）が報告されている。また、碧玉製管玉の産地分析で系統的に

行った研究としては蛍光Ｘ線分析法と電子スピン共鳴法を併用することで産地分析をより正確に行っ

た例４）が報告されている。石鏃などの石器と玉類の製品はそれぞれ使用目的が異なるため、それぞれ

の産地分析で得られた結果の意味も異なる。�石器の原材産地推定で明らかになる遺跡から石材原産

地までの移動距離、活動範囲は、石器が生活必需品であるので、生活上必要な生活圏と考えられる。

�玉類は古代人が生きるために必ずしもいるものではなく、勾玉、管玉は権力の象徴、お祭、御守

り、占いの道具、アクセサリーとして精神的な面に重要な作用を与えると考えられる。従って、玉類

の産地分析で、明らかになるヒスイ製玉類の原石の分布範囲は、権力の象徴としての玉類であれば、

権力圏を現わしているかもしれないし、お祭、御守り、占いの道具であれば、同じような習慣を持つ

文化圏ではないかと考えられる。このように玉類の産地分析では、石器の原材産地分析で得られない

貴重な資料を考古学の分野に提供することができる。

今回分析を行った遺物は、鳥取県東伯郡琴浦町に位置する八幡遺跡出土の玉材６個で、これら玉材

の分析結果が得られたので報告する。

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する、人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしか

ないという指標を見つけなければならない。その区別するための指紋は鉱物組成の組合わせ、比重の

違い、原石に含有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できなければ産地分析は

第１節 八幡遺跡出土玉材の産地分析
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第９７図 花仙山産碧玉原石の蛍光Ｘ線スペクトル

できない。成功するかどうかは、とにかく行ってみなければわからない。原産地同士が指紋でもって

区別できたならば、次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して、一致しない原産地

を消去して一致する原産地の原石が使用されていると判定する。

ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、玉などは、国宝、重要文化財級のものが多くて、非破壊で産地分析が

行える方法でなければ発展しない。よって石器の原材産地分析で成功している４）非破壊で分析を行う

蛍光Ｘ線法を用いて玉類に含有されている元素を分析する。

遺跡から出土した大珠、勾玉、管玉などを水洗いして、試料ホルダーに置くだけの、完全な非破壊

で産地分析を行った。玉類は蛍光Ｘ線分析法で元素の種類と含有量を求め、試料の形や大きさの違い

の影響を打ち消すために分析された元素同士で含有量の比を取り、この元素比の値を原産地を区別す

る指紋とした。碧玉製玉類はESR法を併用するが試料を全く破壊することなく、碧玉に含有されてい

る常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利用した５）。

碧玉原石の蛍光Ｘ線分析

碧玉の蛍光Ｘ線スペクトルの例として島根県、花仙山産原石を第９７図に示す。猿八産、玉谷産の原

石から検出される蛍光Ｘ線ピークも異同はあるものの第９７図で示されるピークは観測される。土岐、

興部の産地の碧玉は鉄の含有量が他の産地のものに比べて大きいのが特徴である。産地分析に用いる

元素比組成は、Al／Si、Ｋ／Si、Ca／Ｋ、Ti／Ｋ、Ｋ／Fe、Rb／Fe、Fe／Zr、Rb／Zr、Sr／Zr、Ｙ／Zrであ

る。Mn／Fe、Ti／Fe、Nb／Zrの元素比は非常に小さく、小さい試料の場合測定誤差が大きくなるので

定量的な判定の指標とはせず、判定のときに、Ba、La、Ceのピーク高さとともに、定性的に原材産

地を判定する指標として用いている。

碧玉の原産地と原石の分析結果

分析した碧玉の原石の原産地を第９８図に示す。佐渡猿八原産地は、�新潟県佐渡郡畑野町猿八地区

で、産出する原石は地元で青玉と呼ばれている緑色系の石で、良質なものは割れ面がガラス光沢を示

し、質の良くないものは光沢の少ないグリーンタフ的なものである。産出量は豊富であったらしく採

石跡が何ケ所か見られるが、今回分析した原石は猿八の各地点から表採したもの、および地元で提供

された原石などであり、また提供されたものの中には露頭から得られたものがあり、それはグリーン

第４章 自然科学分析の成果
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タフ層の間に約７�幅の良質の碧玉層が挟まれた原石であった。分析した原石の比重と個数は、比重

が２．６～２．５の間のものは３１個、２．５～２．４の間は５個の合計３６個で、この中には、茶色の碧玉も２個含

まれている。原石の比重が２．６～２．３の範囲で違っても、碧玉の色が茶色、緑色、また、茶系色と緑系

色の縞があるなど、多少色の違いがあっても分析した組成上には大きな差はみられなかった。出雲の

花仙山は近世まで採掘が行われた原産地で、所在地は�島根県八束郡玉湯町玉造温泉地域である。横

屋堀地区から産出する原石は、濃緑色から緑色の緻密で剥離面が光沢をもつ良質の碧玉から淡緑色か

ら淡白色などいろいろで、他に硬度が低そうなグリーンタフのような原石も見られる。良質な原石の

比重は２．５以上あり、質が悪くなるにしたがって比重は連続的に２．２まで低くなる。分析した原石は、

比重が２．６１９～２．６００の間のものは１０個、２．５９９～２．５００は１８個、２．４９９～２．４００は７個、２．３９９～２．３００は

１１個、２．２９９～２．２００は１１個、２．１９９～２．１０４は３個の合計６０個である。比重から考えると碧玉からグ

リーンタフまでの領域のものが分析されているのがわかる。これら花仙山周辺の面白谷、瑪瑙公園、

くらさこ地区などから原石を採取し組成の似た原石でくらさこ群、面白谷瑪瑙群、また、花仙山凝灰

岩群などを作った。玉谷原産地は、�兵庫県豊岡市辻、八代谷、日高町玉谷地域で産出する碧玉の

色、石質などは肉眼では花仙山産の原石と全く区別がつかない。また、原石の中には緑系色に茶系色

が混じるものもみられ、これは佐渡猿八産原石の同質のものに非常によく似ている。比重も２．６以上

あり、質は花仙山産、佐渡猿八産原石より緻密で優れた感じのものもみられる。このような良質の碧

玉の採取は、産出量も少ないことから長時間をかけて注意深く行う必要がある。分析した玉谷産原石

は、比重が２．６４４～２．６００は２３個、２．５９９～２．５８９は４個の合計２７個で、玉谷産原石は色の違いによる分

第９８図 弥生（続縄文）時代の碧玉製、緑色凝灰岩製玉類の原材使用分布圏及び碧玉・碧玉
様岩の原産地
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．０
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．５
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．０
５２
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．０
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００
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．０
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ー
ン
タ
フ

４８
０
．０
４８
±
０
．０
０６

０
．６
５６
±
０
．２
０８

７
．３
５０
±
２
．２
３３

１
．４
３４
±
０
．２
７３

０
．０
２８
±
０
．０
０９

０
．０
２５
±
０
．０
１０

２
．７
４３
±
１
．０
７５

０
．０
６１
±
０
．０
１９

１
．１
８７
±
０
．４
７４

０
．３
０４
±
０
．０
３９

０
．０
０８
±
０
．０
０４

０
．０
３８
±
０
．０
１２

０
．０
０４
±
０
．０
０６

石
川
・
日
用
川
グ
リ
ー
ン
タ
フ

２６
０
．０
４８
±
０
．０
０４

２
．０
１０
±
０
．１
３２

１
．１
９２
±
０
．０
５１

０
．１
９０
±
０
．０
２６

０
．０
９２
±
０
．０
０８

０
．２
２０
±
０
．０
１７

２
．１
２５
±
０
．１
４８

０
．４
６７
±
０
．０
４０

１
．６
５２
±
０
．５
８６

０
．０
９２
±
０
．０
３０

０
．０
０８
±
０
．０
０１

０
．０
１７
±
０
．０
０１

０
．０
１０
±
０
．０
１１

石
川
・
那
谷

４４
０
．０
４１
±
０
．０
０４

３
．５
６４
±
０
．３
１２

０
．０
２１
±
０
．０
１６

０
．０
８９
±
０
．０
１４

０
．３
７８
±
０
．０
９６

０
．３
５４
±
０
．０
３３

１
．４
４０
±
０
．２
３５

０
．５
０４
±
０
．０
６２

０
．１
３４
±
０
．１
７１

０
．１
４１
±
０
．１
０４

０
．０
０８
±
０
．０
０１

０
．０
３１
±
０
．０
０３

０
．０
１９
±
０
．０
１４

空
知
Ａ
１

４２
０
．０
３９
±
０
．０
０６

１
．０
２６
±
０
．２
８１

２
．７
２８
±
０
．９
０７

０
．５
４７
±
０
．１
１９

０
．０
４２
±
０
．０
１１

０
．１
２４
±
０
．０
５８

３
．３
０９
±
１
．２
９５

０
．３
５３
±
０
．１
０１

１２
．４
８５
±
３
．３
０６

０
．０
３２
±
０
．０
４５

０
．０
２８
±
０
．０
０９

０
．０
２０
±
０
．０
０５

０
．０
０７
±
０
．０
１０

２
．４
９５
±
０
．０
３９

空
知
Ａ
２

４６
０
．０
２１
±
０
．０
０８

０
．８
６６
±
０
．４
４７

０
．７
９７
±
０
．３
９３

０
．２
２５
±
０
．０
５０

０
．０
３２
±
０
．０
０６

０
．０
３９
±
０
．０
０７

２５
．８
６６
±
１１
．５
０

１
．０
２３
±
０
．４
９９

７
．４
３３
±
４
．５
３１

０
．３
７８
±
０
．１
９８

０
．０
０９
±
０
．０
０３

０
．０
０６
±
０
．０
０２

０
．１
１８
±
０
．１
６７

２
．６
３２
±
０
．０
１２

空
知
Ｂ

４７
０
．０
６４
±
０
．０
０４

３
．６
００
±
０
．３
２８

０
．０
８８
±
０
．０
０８

０
．１
０１
±
０
．０
０９

０
．２
４２
±
０
．０
３７

０
．４
６０
±
０
．０
５５

２
．１
３７
±
０
．２
７４

０
．９
７４
±
０
．１
１０

０
．１
９０
±
０
．０
８２

０
．１
３７
±
０
．０
２２

０
．０
１５
±
０
．０
０２

０
．０
２２
±
０
．０
０４

０
．１
３４
±
０
．０
２４

２
．６
０７
±
０
．０
０１

猿
八
１

４６
０
．０
４２
±
０
．０
０５

３
．７
７９
±
０
．５
４９

０
．０
４９
±
０
．０
５２

０
．０
７４
±
０
．０
１３

０
．２
０２
±
０
．０
７０

０
．２
８５
±
０
．０
８５

２
．５
２０
±
０
．８
７４

０
．６
５４
±
０
．１
３１

０
．１
７７
±
０
．１
５４

０
．１
２８
±
０
．０
５１

０
．０
０３
±
０
．０
０２

０
．０
１３
±
０
．０
０３

０
．０
１１
±
０
．０
０７

猿
八
２

４９
０
．０
３９
±
０
．０
０３

３
．５
６５
±
０
．２
７４

０
．０
１６
±
０
．０
１３

０
．０
６３
±
０
．０
１２

０
．４
５３
±
０
．０
６５

０
．４
７１
±
０
．０
８６

０
．９
８３
±
０
．１
７２

０
．４
５７
±
０
．１
０４

０
．１
００
±
０
．０
６２

０
．１
２５
±
０
．０
４２

０
．０
１１
±
０
．０
０８

０
．０
２５
±
０
．０
０５

０
．０
１２
±
０
．０
０７

猿
八
３

５２
０
．０
３６
±
０
．０
０２

３
．３
０４
±
０
．２
１７

０
．０
０３
±
０
．０
０３

０
．０
６２
±
０
．０
０６

０
．９
７７
±
０
．１
４１

０
．８
５４
±
０
．１
１０

０
．４
００
±
０
．０
６７

０
．３
３３
±
０
．０
１９

０
．０
６６
±
０
．０
０９

０
．２
８０
±
０
．１
４９

０
．０
３３
±
０
．０
１７

０
．０
５５
±
０
．０
０９

０
．０
１４
±
０
．０
０７

土
岐

５１
０
．０
０６
±
０
．０
０４

０
．３
６１
±
０
．１
３１

０
．０
７２
±
０
．０
６３

０
．０
９８
±
０
．０
６３

０
．０
２３
±
０
．０
０５

０
．０
９６
±
０
．０
２５

４３
．０
６７
±
２３
．２
８

４
．０
５６
±
２
．５
４５

０
．２
７１
±
０
．３
０８

０
．１
５９
±
０
．１
８０

０
．０
０１
±
０
．０
０１

０
．０
０１
±
０
．０
０１

０
．０
７２
±
０
．１
６０

２
．６
０７
±
０
．０
０９

玉
谷

２８
０
．０
２５
±
０
．０
０９

０
．６
２５
±
０
．２
９７

０
．１
１０
±
０
．０
５２

０
．４
７６
±
０
．１
０４

０
．０
４５
±
０
．０
１４

０
．１
５１
±
０
．０
２０

６
．１
９０
±
１
．０
５９

０
．９
４０
±
０
．２
０５

０
．１
９２
±
０
．１
７０

０
．１
５８
±
０
．０
７５

０
．０
０６
±
０
．０
０３

０
．０
１６
±
０
．０
０３

０
．０
５４
±
０
．０
２１

２
．６
１９
±
０
．０
１４

細
入

８
０
．０
１９
±
０
．０
０３

０
．５
３４
±
０
．２
８４

０
．９
９１
±
０
．３
８６

０
．３
７２
±
０
．１
２５

０
．０
３１
±
０
．０
０８

０
．０
７３
±
０
．０
２０

１２
．８
８４
±
３
．７
５２

０
．８
８２
±
０
．２
０１

１
．８
７９
±
０
．６
５０

０
．０
２６
±
０
．０
３２

０
．０
０３
±
０
．０
０２

０
．０
０８
±
０
．０
０２

０
．０
２１
±
０
．３
４４

２
．１
６９
±
０
．０
３９

緑
川

４８
０
．０
４０
±
０
．０
０３

０
．４
９５
±
０
．０
１４

０
．７
９８
±
０
．０
３０

０
．９
８５
±
０
．０
３２

０
．０
２６
±
０
．０
０１

０
．０
４４
±
０
．０
０４

３
．７
６４
±
０
．４
２８

０
．１
６６
±
０
．０
２４

０
．８
３０
±
０
．０
７３

０
．１
５５
±
０
．０
２２

０
．０
１９
±
０
．０
０１

０
．０
２４
±
０
．０
０１

０
．０
２０
±
０
．０
１１

２
．６
６９

二
俣

４５
０
．０
４０
±
０
．０
０３

２
．５
２０
±
０
．１
４０

０
．３
８４
±
０
．０
１５

０
．１
７４
±
０
．０
０４

０
．３
０１
±
０
．０
３６

０
．３
７７
±
０
．０
４０

１
．０
６８
±
０
．１
０３

０
．３
９９
±
０
．０
１８

０
．６
９９
±
０
．０
５９

０
．０
８６
±
０
．０
１６

０
．０
０８
±
０
．０
０１

０
．０
４６
±
０
．０
０５

０
．０
２０
±
０
．０
０７

石
戸

４
０
．０
１９
±
０
．０
０４

０
．６
０１
±
０
．１
９６

０
．０
７５
±
０
．０
２２

０
．０
８６
±
０
．０
３８

０
．１
５４
±
０
．０
７２

０
．１
７０
±
０
．０
７９

７
．２
４２
±
１
．５
９７

１
．１
４２
±
０
．３
１５

０
．６
４９
±
０
．１
５８

０
．２
４７
±
０
．０
９２

０
．０
０７
±
０
．０
０１

０
．０
０９
±
０
．０
０２

０
．２
２７
±
０
．０
８９

２
．５
９８
±
０
．０
０８

茂
辺
地
川

４
０
．０
３１
±
０
．０
０２

１
．８
４７
±
０
．２
４６

０
．０
７７
±
０
．０
２４

０
．２
２２
±
０
．０
５２

０
．０
９２
±
０
．０
２１

０
．１
９０
±
０
．０
５２

５
．５
６６
±
１
．５
４９

０
．９
８０
±
０
．０
４４

０
．３
００
±
０
．０
３２

０
．１
７１
±
０
．０
５１

０
．０
０３
±
０
．０
０８

０
．０
１６
±
０
．０
０１

０
．１
３２
±
０
．０
６９

２
．５
３６
±
０
．０
３３

ケ
シ
ョ
マ
ッ
プ
１

４４
０
．０
４０
±
０
．０
０７

２
．７
４５
±
０
．９
５７

０
．２
３４
±
０
．１
３９

０
．１
３５
±
０
．０
３０

０
．０
６７
±
０
．０
０８

０
．０
９６
±
０
．０
０７

５
．７
２０
±
０
．６
０８

０
．５
４３
±
０
．０
３４

０
．４
８９
±
０
．１
８４

０
．１
４６
±
０
．０
２７

０
．０
０３
±
０
．０
０１

０
．０
０９
±
０
．０
０１

０
．０
３５
±
０
．０
１８

２
．２
８７
±
０
．０
１３

花
仙
山
（
白
化
風
化
）

４３
０
．０
２６
±
０
．０
０４

０
．９
７５
±
０
．２
７６

０
．０
２７
±
０
．０
１８

０
．２
６１
±
０
．０
７２

０
．０
３６
±
０
．０
０８

０
．１
５５
±
０
．０
３３

１５
．７
３３
±
２
．５
２７

２
．４
４１
±
０
．６
６９

０
．３
５１
±
０
．１
２６

０
．１
８４
±
０
．０
５０

０
．０
０９
±
０
．０
０５

０
．０
０８
±
０
．０
０１

０
．０
０１
±
０
．０
０６

花
仙
山
（
横
屋
堀
―
１
）

４０
０
．０
１９
±
０
．０
０６

１
．０
８０
±
０
．１
６１

０
．０
１７
±
０
．０
０９

０
．１
３８
±
０
．０
４２

０
．０
９７
±
０
．０
１７

０
．１
９７
±
０
．０
１３

８
．１
８７
±
０
．８
５９

１
．５
９０
±
０
．１
１１

０
．３
３９
±
０
．０
４１

０
．０
７９
±
０
．０
２２

０
．０
２１
±
０
．０
０６

０
．０
１１
±
０
．０
０１

０
．０
０３
±
０
．０
０６

花
仙
山
（
淡
緑
色
）

４０
０
．０
２７
±
０
．０
０６

１
．４
４９
±
０
．０
７５

０
．０
３７
±
０
．０
０７

０
．１
６１
±
０
．０
１８

０
．０
７５
±
０
．０
１２

０
．２
４６
±
０
．０
１８

１２
．４
７９
±
１
．５
１３

３
．０
２２
±
０
．２
３３

０
．９
２１
±
０
．０
６６

０
．１
８２
±
０
．０
２２

０
．０
０７
±
０
．０
０５

０
．０
１１
±
０
．０
０１

―
―
―
―
―

花
仙
山
め
の
う
公
園
―
く
ら
さ
こ

４８
０
．０
２３
±
０
．０
０１

１
．５
３７
±
０
．１
２９

０
．０
１１
±
０
．０
１１

０
．１
１８
±
０
．０
２８

０
．１
６７
±
０
．０
３０

０
．２
６８
±
０
．０
４４

５
．６
３８
±
０
．７
６４

１
．４
６９
±
０
．１
１０

０
．３
２４
±
０
．０
８４

０
．０
９２
±
０
．０
１９

０
．０
２２
±
０
．０
０７

０
．０
１７
±
０
．０
０３

０
．０
０３
±
０
．０
０８

花
仙
山
面
白
谷
瑪
瑙

５２
０
．０
２１
±
０
．０
０４

１
．３
３６
±
０
．４
４４

０
．０
７２
±
０
．０
５０

０
．１
７６
±
０
．０
４３

０
．０
６１
±
０
．０
２８

０
．１
８７
±
０
．０
４２

１６
．１
３７
±
４
．９
８８

２
．８
７４
±
０
．７
４４

０
．８
２４
±
０
．６
１２

０
．１
４６
±
０
．０
４４

０
．０
１２
±
０
．０
０５

０
．０
０９
±
０
．０
０２

０
．０
０１
±
０
．０
０５

花
仙
山
め
の
う
公
園
前
―
凝
灰
岩

４６
０
．０
４７
±
０
．０
０４

２
．２
８５
±
０
．１
４２

０
．０
５５
±
０
．０
１２

０
．３
７０
±
０
．０
２３

０
．０
４６
±
０
．０
０７

０
．１
１１
±
０
．０
１１

１２
．１
２５
±
２
．５
１５

１
．３
１３
±
０
．１
７７

０
．４
９７
±
０
．１
５７

０
．１
２６
±
０
．０
１５

０
．０
０５
±
０
．０
０３

０
．０
１５
±
０
．０
０３

０
．０
０２
±
０
．０
０４

会
津
坂
下
原
石

４２
０
．０
３９
±
０
．０
０４

１
．５
００
±
０
．１
５５

１
．１
６２
±
０
．１
０４

０
．２
８０
±
０
．０
５８

０
．１
５４
±
０
．０
２７

０
．１
６８
±
０
．０
２７

１
．６
３０
±
０
．１
８８

０
．２
６８
±
０
．０
３２

１
．１
６２
±
０
．１
７１

０
．１
０８
±
０
．０
１７

０
．０
３２
±
０
．０
０７

０
．０
３８
±
０
．０
０４

０
．０
０９
±
０
．０
０８

表
６
各
原
石
産
地
不
明
碧
玉
玉
類
、
玉
材
の
遺
物
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

遺
物

群
名

分
析
回
数

A
l／
S
i

Ｋ
／S
i

C
a／
Ｋ

T
i／
Ｋ

Ｋ
／F
e

R
b
／F
e

F
e／
Z
r

R
b
／Z
r

S
r／
Z
r

Ｙ
／Z
r

M
n
／F
e

T
i／
F
e

N
b
／Z
r

比
重

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

女
代
南
Ｂ

６８
０
．０
４５
±
０
．０
１６

３
．１
１５
±
０
．４
４５

０
．０
４２
±
０
．０
２４

０
．１
０７
±
０
．０
３６

０
．２
８３
±
０
．０
９９

０
．２
６７
±
０
．０
６３

２
．３
７４
±
０
．６
７６

０
．５
９５
±
０
．０
６５

０
．２
１４
±
０
．０
９７

０
．１
７１
±
０
．０
４７

０
．０
１１
±
０
．０
０４

０
．０
２６
±
０
．０
０９

０
．０
３４
±
０
．０
１６

２
．５
５４
±
０
．０
１９

未
定
Ｃ

５８
０
．０
３０
±
０
．０
２８

４
．４
１６
±
０
．６
１８

０
．０
１３
±
０
．０
１３

０
．２
０７
±
０
．０
３４

０
．５
８９
±
０
．１
３０

０
．６
５０
±
０
．１
１３

０
．５
８３
±
０
．１
１０

０
．３
６９
±
０
．０
３５

０
．０
９０
±
０
．０
３０

０
．０
７０
±
０
．０
２６

０
．０
０２
±
０
．０
０１

０
．１
０１
±
０
．０
１９

０
．０
１９
±
０
．０
１６

２
．６
４６
±
０
．０
２３

車
塚
１

３３
０
．０
３０
±
０
．０
１５

３
．７
７４
±
０
．４
０４

０
．０
１５
±
０
．０
０５

０
．２
７８
±
０
．０
４３

０
．３
３４
±
０
．０
３１

０
．４
６９
±
０
．０
３０

０
．７
８２
±
０
．０
７１

０
．３
６５
±
０
．０
１６

０
．０
７１
±
０
．０
１２

０
．０
９０
±
０
．０
６０

０
．０
０２
±
０
．０
０１

０
．０
８１
±
０
．０
１３

０
．０
３３
±
０
．０
１３

２
．６
１９
±
０
．０
１９

車
塚
２

４５
０
．０
３５
±
０
．０
１５

４
．０
６６
±
０
．６
１８

０
．０
１２
±
０
．０
０４

０
．２
３２
±
０
．０
２５

０
．５
４４
±
０
．１
１８

０
．６
７２
±
０
．１
１２

０
．５
４０
±
０
．１
２２

０
．３
５０
±
０
．０
３６

０
．０
７０
±
０
．２
８０

０
．０
５７
±
０
．０
１９

０
．０
０２
±
０
．０
０１

０
．１
０９
±
０
．０
２３

０
．０
２８
±
０
．０
１３

２
．６
I６
±
０
．０
１９

牟
田
辺

５８
０
．０
８２
±
０
．０
４２

３
．３
２７
±
０
．４
５０

０
．８
５３
±
０
．２
１３

０
．９
１３
±
０
．１
７８

０
．０
９１
±
０
．０
１９

０
．１
６１
±
０
．０
１８

１
．３
４２
±
０
．１
６０

０
．２
１４
±
０
．０
２６

２
．１
４０
±
０
．４
１２

０
．０
６４
±
０
．０
２４

０
．０
０８
±
０
．０
０３

０
．０
６７
±
０
．０
０８

０
．０
１８
±
０
．０
１０

２
．１
～

天
王
山
４
号
第
１
主
体
―
№
１

３８
０
．０
１８
±
０
．０
０４

１
．３
４１
±
０
．０
３１

０
．０
７９
±
０
．０
１３

０
．２
７７
±
０
．０
１３

０
．２
５７
±
０
．０
１１

０
．３
８９
±
０
．０
３６

０
．８
１４
±
０
．０
５７

０
．３
１６
±
０
．０
３２

０
．１
６８
±
０
．０
２７

０
．０
７４
±
０
．０
３１

０
．０
０６
±
０
．０
０１

０
．０
６９
±
０
．０
０３

０
．０
５５
±
０
．０
２７

天
王
山
４
号
第
１
主
体
―
№
２

４０
０
．０
２７
±
０
．０
００

２
．６
０２
±
０
．０
２５

０
．０
２１
±
０
．０
０３

０
．２
３４
±
０
．０
０６

０
．１
８４
±
０
．０
０１

０
．２
２８
±
０
．０
０５

２
．６
４５
±
０
．０
４４

０
．５
９９
±
０
．０
１４

０
．１
３５
±
０
．０
０９

０
．０
６６
±
０
．０
０７

０
．０
１３
±
０
．０
０７

０
．０
３９
±
０
．０
０１

０
．０
１８
±
０
．０
１１

天
王
山
４
号
第
１
主
体
―
№
５

４２
０
．０
３４
±
０
．０
００

３
．５
７２
±
０
．１
２９

０
．０
０２
±
０
．０
０２

０
．２
５２
±
０
．０
０９

０
．７
７７
±
０
．０
３０

１
．０
３５
±
０
．０
４０

０
．２
８７
±
０
．０
０９

０
．２
９５
±
０
．０
０５

０
．０
７２
±
０
．０
０４

０
．０
４１
±
０
．０
０４

０
．０
２５
±
０
．０
１５

０
．１
７６
±
０
．０
０５

０
．０
２５
±
０
．０
０４

天
王
山
４
号
第
２
主
体
―
№
７

４２
０
．０
２８
±
０
．０
００

２
．６
５０
±
０
．０
２０

０
．０
０３
±
０
．０
０３

０
．０
７３
±
０
．０
０７

０
．５
５７
±
０
．０
１０

０
．６
７２
±
０
．０
１９

０
．５
１７
±
０
．０
１４

０
．３
４５
±
０
．０
０７

０
．０
７４
±
０
．０
０６

０
．３
３７
±
０
．０
１５

０
．０
２３
±
０
．０
１９

０
．０
３６
±
０
．０
０３

０
．０
１２
±
０
．０
０７

長
塚
�

４７
０
．０
３６
±
０
．０
０４

３
．５
２５
±
０
．３
４７

０
．０
３３
±
０
．０
０５

０
．４
３９
±
０
．０
５０

０
．２
０４
±
０
．０
３７

０
．３
６１
±
０
．０
４０

２
．７
５６
±
０
．４
７３

０
．９
８０
±
０
．１
１０

０
．４
７２
±
０
．０
８３

０
．３
７９
±
０
．１
４３

０
．０
０５
±
０
．０
０１

０
．０
９４
±
０
．０
１３

０
．０
２２
±
０
．０
１６

２
．５
３３
±
０
．０
１６

長
塚
�

４５
０
．０
２８
±
０
．０
０７

２
．６
５９
±
０
．１
２２

０
．０
１０
±
０
．０
０４

０
．０
６４
±
０
．０
０３

０
．７
１９
±
０
．０
６５

０
．８
３２
±
０
．０
５４

０
．４
１２
±
０
．０
３８

０
．３
４１
±
０
．０
２３

０
．０
３６
±
０
．０
１０

０
．３
８６
±
０
．２
４２

０
．０
０４
±
０
．０
０１

０
．０
４７
±
０
．０
０４

０
．０
２４
±
０
．０
１３

２
．５
６９
±
０
．０
０３

№
２０
０
―
１

３２
０
．０
４２
±
０
．０
０４

０
．８
０８
±
０
．０
２５

３
．５
８８
±
０
．０
７４

０
．６
３９
±
０
．０
１６

０
．０
５１
±
０
．０
０２

０
．０
４２
±
０
．０
０６

１
．７
５１
±
０
．１
４９

０
．０
７３
±
０
．０
１６

４
．６
６５
±
０
．３
７４

０
．２
３９
±
０
．０
２６

０
．０
０６
±
０
．０
０１

０
．０
３３
±
０
．０
０１

０
．０
０６
±
０
．０
０９

２
．３
０８

№
２０
０
―
２

２８
０
．０
３７
±
０
．０
０４

０
．９
９０
±
０
．０
２１

２
．３
８４
±
０
．０
６７

０
．６
０５
±
０
．０
２９

０
．０
６４
±
０
．０
０３

０
．０
７２
±
０
．０
１１

１
．４
２２
±
０
．０
７５

０
．１
０２
±
０
．０
１５

６
．６
８０
±
０
．３
２２

０
．１
７０
±
０
．０
１７

０
．０
０８
±
０
．０
０１

０
．０
３８
±
０
．０
０２

０
．０
０６
±
０
．０
１０

２
．２
７７

№
２０
０
―
３

２８
０
．０
３９
±
０
．０
０３

０
．９
２６
±
０
．０
２０

２
．５
２７
±
０
．１
１４

１
．０
８５
±
０
．０
５９

０
．０
５３
±
０
．０
０２

０
．０
５３
±
０
．０
０９

１
．６
６８
±
０
．０
９３

０
．０
８８
±
０
．０
１５

４
．４
５５
±
０
．１
９７

０
．３
４３
±
０
．０
３１

０
．０
１４
±
０
．０
０３

０
．０
５８
±
０
．０
０３

０
．０
０２
±
０
．０
０５

２
．２
７

№
２０
０
―
４

３２
０
．０
４７
±
０
．０
０７

０
．８
５５
±
０
．０
２５

３
．７
７１
±
０
．０
７９

１
．２
２８
±
０
．０
３５

０
．０
５７
±
０
．０
０３

０
．１
１８
±
０
．０
２３

１
．１
１０
±
０
．１
２９

０
．１
３０
±
０
．０
３０

９
．６
２６
±
１
．０
９０

０
．１
１７
±
０
．０
２５

０
．０
０５
±
０
．０
０１

０
．０
６８
±
０
．０
０２

０
．０
０６
±
０
．０
０８

２
．２
５６

№
２０
０
―
６

３２
０
．０
４０
±
０
．０
０６

４
．１
８５
±
０
．１
６２

０
．０
３１
±
０
．０
０６

０
．１
０３
±
０
．０
０３

０
．８
２１
±
０
．０
１９

０
．６
９２
±
０
．０
４０

０
．６
４６
±
０
．０
３７

０
．４
４７
±
０
．０
２５

０
．２
０７
±
０
．０
２０

０
．２
９６
±
０
．０
２６

０
．０
１１
±
０
．０
０２

０
．０
８２
±
０
．０
０３

０
．０
３８
±
０
．０
２６

２
．５
４２

本
郷
―
№
２３

３０
０
．０
４９
±
０
．０
０３

０
．９
２２
±
０
．０
３６

４
．７
０１
±
０
．１
６１

１
．０
２７
±
０
．１
１２

０
．０
４２
±
０
．０
０２

０
．１
９３
±
０
．０
６２

１
．３
９０
±
０
．１
３４

０
．２
７１
±
０
．０
９６

８
．５
０７
±
０
．７
９１

０
．１
１８
±
０
．０
３６

０
．０
０８
±
０
．０
０２

０
．０
４３
±
０
．０
０４

０
．０
０５
±
０
．０
０５

本
郷
―
№
１７

３４
０
．０
４９
±
０
．０
０３

１
．０
９４
±
０
．０
３０

３
．６
３５
±
０
．０
７４

０
．８
２３
±
０
．０
２１

０
．０
５８
±
０
．０
０２

０
．１
６６
±
０
．０
１２

１
．２
８２
±
０
．０
８８

０
．２
１３
±
０
．０
２１

９
．２
７３
±
０
．５
９１

０
．１
３７
±
０
．０
１９

０
．０
０６
±
０
．０
０１

０
．０
４７
±
０
．０
０１

０
．０
０５
±
０
．０
０５

本
郷
―
№
１６

２７
０
．０
５３
±
０
．０
０４

１
．２
５４
±
０
．０
３７

３
．７
０６
±
０
．０
７６

０
．９
７０
±
０
．０
９２

０
．０
２９
±
０
．０
０４

０
．０
８５
±
０
．０
１８

２
．６
２６
±
０
．４
２９

０
．２
１５
±
０
．０
２５

８
．９
８１
±
０
．６
４６

０
．１
７０
±
０
．０
２８

０
．０
１３
±
０
．０
０１

０
．０
２７
±
０
．０
０２

０
．０
０４
±
０
．０
０４

本
郷
―
№
２２

３２
０
．０
５１
±
０
．０
０５

１
．２
７４
±
０
．０
８９

３
．１
３３
±
０
．１
４６

０
．６
９９
±
０
．０
４６

０
．０
４８
±
０
．０
０３

０
．１
７５
±
０
．０
２２

―
―

０
．３
２９
±
０
．０
４７

６
．７
５４
±
０
．５
０５

０
．１
６８
±
０
．０
３３

０
．０
０７
±
０
．０
０１

０
．０
３３
±
０
．０
０１

０
．０
０５
±
０
．０
０６

本
郷
―
№
１１

３０
０
．０
５１
±
０
．０
０４

１
．０
８２
±
０
．０
２８

４
．２
２１
±
０
．０
３９

０
．８
２７
±
０
．０
１５

０
．０
４１
±
０
．０
０１

０
．１
４５
±
０
．０
１１

１
．５
８０
±
０
．１
０９

０
．２
３０
±
０
．０
２３

９
．０
６２
±
０
．５
９８

０
．１
６０
±
０
．０
１８

０
．０
０９
±
０
．０
０１

０
．０
３４
±
０
．０
０１

０
．０
０１
±
０
．０
０３

本
郷
―
№
８

３２
０
．０
３４
±
０
．０
０３

０
．７
４９
±
０
．０
４３

３
．１
３８
±
０
．４
９８

１
．４
４６
±
０
．１
３１

０
．０
１９
±
０
．０
０１

０
．０
１４
±
０
．０
０２

５
．９
９１
±
０
．４
７７

０
．０
８４
±
０
．０
１５

３
．９
２４
±
０
．２
９９

０
．３
６２
±
０
．０
２５

０
．０
２１
±
０
．０
０１

０
．０
２７
±
０
．０
０１

０
．０
１０
±
０
．０
１２

札
幌
市
―
Ｋ
１３
５

３８
０
．０
４０
±
０
．０
０６

４
．０
１７
±
０
．２
４６

０
．１
５０
±
０
．０
０８

０
．１
６０
±
０
．０
０６

０
．２
０２
±
０
．０
１５

０
．３
１５
±
０
．０
２２

１
．７
３９
±
０
．１
３６

０
．５
４６
±
０
．０
２８

０
．４
５４
±
０
．０
２６

０
．１
３６
±
０
．０
３０

０
．０
０７
±
０
．０
０１

０
．０
３５
±
０
．０
０１

０
．０
３６
±
０
．０
１６

山
崎
４

５８
０
．０
１２
±
０
．０
０１

０
．２
８６
±
０
．０
２１

０
．２
０９
±
０
．０
２２

０
．２
３１
±
０
．０
１９

０
．０
２８
±
０
．０
０２

０
．０
９０
±
０
．０
０９

１５
．７
２６
±
１
．７
２２

１
．４
１８
±
０
．１
７７

０
．６
２８
±
０
．０
９４

０
．０
７６
±
０
．０
８１

０
．０
０２
±
０
．０
００

０
．０
０６
±
０
．０
００

０
．１
２７
±
０
．０
５９

２
．５
８８

梅
田
１

４０
０
．０
２１
±
０
．０
０３

１
．２
０４
±
０
．０
９４

０
．０
６６
±
０
．０
１７

０
．１
４３
±
０
．０
０８

０
．０
６５
±
０
．０
０５

０
．２
２０
±
０
．０
２９

１２
．３
３３
±
０
．８
８２

２
．７
１０
±
０
．４
２１

０
．２
７３
±
０
．３
７４

０
．７
４１
±
０
．１
３４

０
．０
０１
±
０
．０
００

０
．０
０９
±
０
．０
０１

０
．０
１４
±
０
．０
１９

２
．５
７９
±
０
．０
１３

梅
田
２

４４
０
．０
３２
±
０
．０
０４

２
．５
３９
±
０
．２
４６

０
．０
２５
±
０
．０
０６

０
．５
２２
±
０
．０
５０

０
．１
７２
±
０
．０
３５

０
．２
９９
±
０
．０
５１

３
．５
１７
±
０
．６
０３

２
．０
２４
±
０
．０
５３

０
．３
１６
±
０
．０
４８

０
．２
８３
±
０
．０
６６

０
．０
０５
±
０
．０
０１

０
．０
８０
±
０
．０
１１

０
．０
３５
±
０
．０
１５

２
．５
３１
±
０
．０
０７

梅
田
３

４０
０
．０
２７
±
０
．０
０３

１
．９
１１
±
０
．０
６２

０
．０
２０
±
０
．０
０７

０
．５
１８
±
０
．０
１０

０
．２
６１
±
０
．０
１２

０
．４
３０
±
０
．０
１７

３
．２
６２
±
０
．２
０９

１
．４
０１
±
０
．０
５７

０
．３
３８
±
０
．０
２８

０
．３
８６
±
０
．０
４８

０
．０
０５
±
０
．０
０１

０
．１
２１
±
０
．０
０５

０
．０
３３
±
０
．０
２７

２
．５
１１

梅
田
４

３８
０
．０
８１
±
０
．０
０８

７
．１
４９
±
０
．２
８８

０
．０
２３
±
０
．０
０３

０
．０
８２
±
０
．０
０２

０
．５
５８
±
０
．０
２０

０
．４
７３
±
０
．０
２６

１
．０
０３
±
０
．０
４６

０
．４
７３
±
０
．０
１８

０
．２
２２
±
０
．０
３２

０
．１
００
±
０
．０
１３

０
．０
０６
±
０
．０
０１

０
．０
３９
±
０
．０
０２

０
．０
３９
±
０
．０
１０

２
．４
４６

第４章 自然科学分析の成果
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遺
物

群
名

分
析
回
数

A
l／
S
i

Ｋ
／S
i

C
a／
Ｋ

T
i／
Ｋ

Ｋ
／F
e

R
b
／F
e

F
e／
Z
r

R
b
／Z
r

S
r／
Z
r

Ｙ
／Z
r

M
n
／F
e

T
i／
F
e

N
b
／Z
r

比
重

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

X
av
±
σ

上
ノ
段
１

４２
０
．０
１４
±
０
．０
０２

０
．４
１３
±
０
．０
４６

０
．０
５４
±
０
．０
２６

０
．３
９５
±
０
．０
４０

０
．０
５３
±
０
．０
０５

０
．２
２３
±
０
．０
２０

３
．７
７２
±
０
．４
４８

０
．８
３３
±
０
．０
６８

０
．０
７７
±
０
．０
３７

０
．２
９６
±
０
．０
５３

０
．０
０６
±
０
．０
０１

０
．０
１９
±
０
．０
０１

０
．０
１４
±
０
．０
１８

２
．６
３６
±
０
．０
０１

梅
田
東
１

５１
０
．０
３０
±
０
．０
０７

１
．９
７４
±
０
．３
１７

０
．０
２６
±
０
．０
１１

０
．５
２９
±
０
．０
６１

０
．１
９２
±
０
．０
１１

０
．２
１９
±
０
．０
１９

２
．３
６６
±
０
．４
７４

０
．５
１２
±
０
．０
６９

０
．０
７２
±
０
．０
２４

０
．１
０１
±
０
．０
４２

０
．０
０８
±
０
．０
０１

０
．０
９５
±
０
．０
１４

０
．０
２７
±
０
．０
１８

２
．５
４１
±
０
．０
１６

新
方
１

６７
０
．０
６２
±
０
．０
０５

１
．８
６８
±
０
．１
１５

１
．６
４０
±
０
．１
３７

０
．７
３３
±
０
．０
６９

０
．０
７８
±
０
．０
１２

０
．１
１１
±
０
．２
０５

１
．６
１０
±
０
．２
６４

０
．１
７５
±
０
．０
１８

８
．２
９８
±
０
．６
１９

０
．０
７８
±
０
．０
１９

０
．０
５０
±
０
．０
２０

０
．０
４６
±
０
．０
０６

０
．０
２７
±
０
．０
０９

２
．２
９０
±
０
．０
１８

新
方
２

３０
０
．０
５６
±
０
．０
０５

４
．１
５２
±
０
．１
６２

０
．２
２６
±
０
．１
８１

０
．３
１３
±
０
．０
１０

０
．２
１２
±
０
．０
１９

０
．２
９７
±
０
．０
１８

３
．８
４７
±
０
．３
１４

１
．１
３７
±
０
．０
５７

０
．６
４９
±
０
．０
９５

０
．１
３９
±
０
．０
５３

０
．０
１０
±
０
．０
０３

０
．０
６１
±
０
．０
０４

０
．０
３２
±
０
．０
１７

２
．５
４６
±
０
．０
１１

新
方
３

３９
０
．０
４４
±
０
．０
０８

０
．９
１２
±
０
．１
７８

２
．４
１６
±
０
．１
７４

０
．７
８６
±
０
．２
６７

０
．０
８０
±
０
．０
１１

０
．０
８６
±
０
．０
１８

１
．６
８５
±
０
．４
１３

０
．１
４４
±
０
．０
５０

７
．４
４９
±
１
．６
０５

０
．１
８２
±
０
．０
５６

０
．０
６８
±
０
．０
２７

０
．０
５７
±
０
．０
１３

０
．０
０７
±
０
．０
０７

２
．２
５７
±
０
．０
２４

新
井
１

５１
０
．０
４６
±
０
．０
０４

３
．８
７５
±
０
．８
７９

０
．３
１６
±
０
．０
０９

０
．２
３４
±
０
．０
０４

０
．１
４６
±
０
．０
１８

０
．２
５５
±
０
．０
２１

１
．８
７４
±
０
．１
６８

０
．４
７６
±
０
．０
２０

１
．９
９４
±
０
．０
８０

０
．０
７７
±
０
．０
２２

０
．０
８４
±
０
．０
０１

０
．０
３５
±
０
．０
０１

０
．０
２１
±
０
．０
１１

２
．４
８２

山
ノ
奥
１

４２
０
．０
１３
±
０
．０
０２

０
．６
０８
±
０
．０
４９

０
．０
８０
±
０
．０
１５

０
．３
５５
±
０
．０
１８

０
．１
３６
±
０
．０
１１

０
．２
７８
±
０
．０
２５

１
．０
５２
±
０
．０
８２

０
．２
９１
±
０
．０
１５

０
．０
８３
±
０
．０
１０

０
．１
４２
±
０
．０
１５

０
．０
１０
±
０
．０
０１

０
．０
４５
±
０
．０
０２

０
．０
２７
±
０
．０
１６

２
．４
６１

大
歳
山
３
号
墳
―
№
１０

４８
０
．０
４８
±
０
．０
０６

３
．５
８９
±
０
．１
５１

０
．０
９６
±
０
．０
１３

０
．３
４６
±
０
．０
１２

０
．１
５１
±
０
．０
０５

０
．２
２０
±
０
．０
０９

２
．４
７８
±
０
．１
０４

０
．５
４５
±
０
．０
２１

０
．４
５２
±
０
．０
５９

０
．０
６５
±
０
．０
１６

０
．０
０４
±
０
．０
００

０
．０
４６
±
０
．０
０２

０
．０
３３
±
０
．０
１４

大
歳
山
３
号
墳
―
№
２

４８
０
．０
６２
±
０
．０
０７

０
．２
８０
±
０
．０
４５

２６
．４
６４
±
５
．５
１５

１
．３
９０
±
０
．１
６１

０
．０
０２
±
０
．０
００

０
．０
０２
±
０
．０
０１

７７
．０
９９
±
９
．４
６０

０
．１
５２
±
０
．０
４９

０
．４
２８
±
０
．０
７９

０
．１
２０
±
０
．０
６０

０
．０
１４
±
０
．０
０１

０
．０
０３
±
０
．０
００

０
．０
８７
±
０
．０
４０

大
歳
山
３
号
墳
―
№
３

４２
０
．０
３７
±
０
．０
０４

１
．８
１７
±
０
．０
７２

０
．１
１１
±
０
．０
０８

０
．２
８９
±
０
．０
０８

０
．０
５２
±
０
．０
０２

０
．１
０５
±
０
．０
０４

４
．４
７１
±
０
．１
４０

０
．４
７０
±
０
．０
１７

０
．２
８４
±
０
．０
１８

０
．２
６５
±
０
．０
２８

０
．０
１２
±
０
．０
０１

０
．０
１２
±
０
．０
００

０
．０
０２
±
０
．０
０５

東
船
２

４０
０
．１
１８
±
０
．０
０１

０
．４
６６
±
０
．０
１０

０
．３
７６
±
０
．０
０９

０
．１
０８
±
０
．０
０４

０
．０
２０
±
０
．０
０１

０
．０
８７
±
０
．０
０４

４８
．８
４１
±
６
．９
４６

４
．２
５０
±
０
．５
３８

０
．７
５６
±
０
．１
３６

０
．０
５６
±
０
．０
７４

０
．０
０１
±
０
．０
００

０
．０
０２
±
０
．０
００

０
．１
１５
±
０
．０
５８

２
．１
９０

吸
水

亀
川
３

４１
０
．１
１２
±
０
．０
１０

３
．８
７９
±
０
．４
３１

０
．１
２２
±
０
．０
２２

０
．６
６８
±
０
．０
３０

０
．０
３４
±
０
．０
０４

０
．０
７３
±
０
．０
１１

９
．７
６８
±
０
．９
５１

０
．７
０６
±
０
．０
６２

０
．１
１７
±
０
．０
１１

０
．１
２６
±
０
．０
２２

０
．０
０５
±
０
．０
０１

０
．０
２２
±
０
．０
０２

０
．０
９４
±
０
．０
２０

２
．５
３０
±
０
．０
５４

昼
飯
３

４８
０
．０
２８
±
０
．０
０５

２
．０
０２
±
０
．０
４６

０
．０
２０
±
０
．０
１０

０
．４
４２
±
０
．０
１５

０
．１
６９
±
０
．０
０９

０
．２
９０
±
０
．０
１４

０
．９
６７
±
０
．０
４０

０
．２
８０
±
０
．０
１０

０
．０
５２
±
０
．０
０７

０
．０
６２
±
０
．０
１０

０
．０
０２
±
０
．０
０１

０
．０
７０
±
０
．０
０２

０
．０
３５
±
０
．０
１０

２
．５
０１

大
歳
山
３
号
墳
―
№
４

４８
０
．０
７７
±
０
．０
０６

６
．１
８５
±
０
．１
３９

０
．０
５８
±
０
．０
０６

０
．１
０４
±
０
．０
０３

０
．２
８７
±
０
．０
１１

０
．２
８６
±
０
．０
１６

１
．２
１６
±
０
．０
７６

０
．３
４６
±
０
．０
１１

０
．１
６６
±
０
．０
１４

０
．１
１３
±
０
．０
１４

０
．０
０８
±
０
．０
０１

０
．０
２５
±
０
．０
０１

０
．０
１４
±
０
．０
０７

昼
飯
４

４８
０
．０
３０
±
０
．０
０５

２
．０
７８
±
０
．１
２２

０
．０
４０
±
０
．０
１８

０
．７
０２
±
０
．０
３２

０
．１
３２
±
０
．０
０８

０
．２
６３
±
０
．０
０９

３
．７
７４
±
０
．１
７０

０
．９
９１
±
０
．０
４９

０
．２
２７
±
０
．０
３５

０
．１
４５
±
０
．０
４８

０
．０
０５
±
０
．０
０１

０
．０
８３
±
０
．０
０２

０
．０
３５
±
０
．０
１５

２
．５
７９

有
岡
１

４５
０
．０
４６
±
０
．０
０３

０
．４
５４
±
０
．０
９１

４
．８
８５
±
０
．９
３３

１
．４
８４
±
０
．２
５７

０
．０
３８
±
０
．０
０８

０
．０
５８
±
０
．０
０７

２
．３
９５
±
０
．２
７９

０
．１
３９
±
０
．０
２５

１
．６
３９
±
０
．３
７５

０
．４
２４
±
０
．０
４１

０
．０
０６
±
０
．０
０１

０
．０
５０
±
０
．０
０５

０
．０
０４
±
０
．０
０６

２
．２

彼
ノ
宗
６

４４
０
．０
３３
±
０
．０
０７

３
．０
１７
±
０
．４
３０

０
．１
５４
±
０
．０
４２

０
．１
０７
±
０
．０
１２

０
．０
４５
±
０
．０
０２

０
．１
２０
±
０
．０
０４

１２
．５
８４
±
０
．７
３０

１
．５
０８
±
０
．０
７２

０
．３
６７
±
０
．０
１８

０
．０
６９
±
０
．０
２７

０
．０
０７
±
０
．０
０１

０
．０
０５
±
０
．０
００

０
．０
１４
±
０
．０
１１

２
．４
７５

彼
ノ
宗
３

３５
０
．０
７２
±
０
．０
０８

２
．６
４７
±
０
．０
７９

１
．２
３３
±
０
．０
１５

０
．９
１５
±
０
．０
１８

０
．０
８５
±
０
．０
０３

０
．１
６７
±
０
．０
２９

１
．４
７１
±
０
．１
０６

０
．２
４５
±
０
．０
３８

５
．６
１１
±
０
．３
６３

０
．０
６７
±
０
．０
１９

０
．０
０６
±
０
．０
０１

０
．０
６９
±
０
．０
０１

０
．０
２６
±
０
．０
０９

彼
ノ
宗
４

４０
０
．０
６７
±
０
．０
１０

４
．１
５６
±
０
．１
５５

０
．３
４４
±
０
．０
０９

０
．４
８８
±
０
．０
０９

０
．１
３４
±
０
．０
０５

０
．１
８３
±
０
．０
０７

１
．６
９２
±
０
．０
６５

０
．３
１０
±
０
．０
１０

０
．７
３９
±
０
．０
２０

０
．０
７４
±
０
．０
１４

０
．０
１１
±
０
．０
０１

０
．０
５８
±
０
．０
０２

０
．０
３２
±
０
．０
０９

斉
当
坊
６

４５
０
．０
４５
±
０
．０
０４

３
．５
１２
±
０
．１
０８

０
．０
３８
±
０
．０
０４

０
．０
９０
±
０
．０
０３

０
．８
３９
±
０
．０
５９

０
．６
１８
±
０
．０
４７

０
．８
４９
±
０
．０
７４

０
．５
２２
±
０
．０
２０

０
．１
８１
±
０
．０
１１

０
．９
８４
±
０
．２
１９

０
．０
１５
±
０
．０
０１

０
．０
７０
±
０
．０
０４

０
．０
３０
±
０
．０
３３

２
．５
５４

笠
見
３
―
５

４６
０
．１
０３
±
０
．０
１０

４
．７
６１
±
０
．１
２７

０
．０
３９
±
０
．０
０５

０
．５
１３
±
０
．０
６９

０
．０
９０
±
０
．０
０３

０
．１
５７
±
０
．０
０６

１
．４
７０
±
０
．０
５０

０
．２
３１
±
０
．０
０７

０
．５
７４
±
０
．０
４７

０
．０
２２
±
０
．０
１５

０
．０
０８
±
０
．０
０１

０
．０
４４
±
０
．０
０６

０
．０
２５
±
０
．０
０５

２
．２
４９
―
２
．０
９８

笠
見
８

４０
０
．０
７９
±
０
．０
０８

３
．５
４２
±
０
．１
２３

０
．１
４８
±
０
．０
１４

０
．５
６１
±
０
．０
１９

０
．０
４４
±
０
．０
０１

０
．０
４７
±
０
．０
０４

２
．７
８２
±
０
．１
８４

０
．１
３１
±
０
．０
１４

１
．８
６１
±
０
．１
４９

０
．０
２８
±
０
．０
０９

０
．０
０８
±
０
．０
０１

０
．０
２４
±
０
．０
０１

０
．０
２３
±
０
．０
０６

２
．２
５７

笠
見
１０

４８
０
．１
００
±
０
．０
０８

４
．７
７６
±
０
．１
１７

０
．０
６４
±
０
．０
０４

０
．６
００
±
０
．０
０７

０
．０
７８
±
０
．０
０１

０
．０
９７
±
０
．０
０９

１
．６
５０
±
０
．０
５９

０
．１
５９
±
０
．０
１６

２
．１
８７
±
０
．０
７４

０
．０
２０
±
０
．０
１４

０
．０
０９
±
０
．０
０１

０
．０
４６
±
０
．０
０１

０
．０
１８
±
０
．０
０５

２
．２
７８

笠
見
４

４５
０
．１
０５
±
０
．０
０２

０
．１
３５
±
０
．０
０５

０
．３
１３
±
０
．０
４３

０
．７
８１
±
０
．０
３０

０
．０
１３
±
０
．０
０１

０
．０
４５
±
０
．０
０５

７
．４
２９
±
０
．５
３１

０
．３
３２
±
０
．０
３５

０
．２
２０
±
０
．０
３７

０
．１
０５
±
０
．０
３２

０
．０
５９
±
０
．０
０２

０
．０
１０
±
０
．０
０１

０
．０
４９
±
０
．０
２７

２
．６
１

笠
見
１３

４５
０
．０
８８
±
０
．０
０８

４
．５
９１
±
０
．０
９１

０
．１
２３
±
０
．０
０５

０
．４
３９
±
０
．０
０８

０
．０
７４
±
０
．０
０２

０
．０
９９
±
０
．０
０７

２
．０
９０
±
０
．１
５１

０
．２
０６
±
０
．０
１３

１
．５
２３
±
０
．１
０８

０
．０
２８
±
０
．０
１０

０
．０
０８
±
０
．０
０１

０
．０
３２
±
０
．０
０１

０
．０
２４
±
０
．０
０７

２
．２
９７

矢
野
４

４６
０
．０
３９
±
０
．０
０４

２
．６
６６
±
０
．０
８７

０
．０
４２
±
０
．０
０６

０
．１
４４
±
０
．０
０３

０
．４
８２
±
０
．０
１８

０
．４
５６
±
０
．０
１９

０
．９
１１
±
０
．０
４１

０
．４
１５
±
０
．０
１６

０
．１
７３
±
０
．０
１１

０
．２
６２
±
０
．０
２３

０
．０
０８
±
０
．０
０１

０
．０
６４
±
０
．０
０２

０
．０
２４
±
０
．０
１６

２
．４
５６

青
田
７７

４８
０
．０
３８
±
０
．０
０５

２
．２
９４
±
０
．０
６６

０
．１
０９
±
０
．０
０９

０
．３
０２
±
０
．０
０８

０
．２
７３
±
０
．０
１０

０
．４
０１
±
０
．０
１８

１
．３
４９
±
０
．０
７７

０
．５
４０
±
０
．０
２６

０
．６
２７
±
０
．０
３５

０
．１
４３
±
０
．０
２４

０
．０
０４
±
０
．０
０１

０
．０
７７
±
０
．０
０３

０
．０
３３
±
０
．０
１９

２
．５
８３

青
田
７８

４８
０
．０
５３
±
０
．０
０７

２
．３
０４
±
０
．２
０６

０
．４
３２
±
０
．０
１１

０
．７
６６
±
０
．０
１６

０
．０
７２
±
０
．０
０３

０
．１
１６
±
０
．０
０９

１
．６
４３
±
０
．１
５８

０
．１
９０
±
０
．０
２１

１
．５
８３
±
０
．１
１３

０
．０
３１
±
０
．０
１９

０
．０
１１
±
０
．０
０１

０
．０
５１
±
０
．０
０２

０
．０
２４
±
０
．０
０９

２
．４
０３

菜
畑

３６
０
．０
２９
±
０
．０
１９

３
．６
６６
±
０
．３
２８

０
．０
８１
±
０
．０
３４

０
．２
６８
±
０
．０
５０

０
．５
２９
±
０
．１
８９

０
．６
７４
±
０
．２
５６

０
．５
４８
±
０
．１
３１

０
．３
３７
±
０
．０
１７

０
．１
９８
±
０
．０
９６

０
．１
０３
±
０
．０
３８

０
．０
０５
±
０
．０
０２

０
．１
２９
±
０
．０
２８

０
．０
３５
±
０
．０
１６

２
．５
２１
±
０
．０
２７

石
田
２

３０
０
．０
１９
±
０
．０
０１

１
．３
２５
±
０
．０
４３

０
．０
１０
±
０
．０
０７

１
．０
４１
±
０
．０
４７

０
．１
０９
±
０
．０
０３

０
．１
５７
±
０
．０
０５

１
．８
１０
±
０
．０
５８

０
．２
８１
±
０
．０
１１

０
．０
１０
±
０
．０
０６

０
．０
４９
±
０
．０
０６

０
．０
２２
±
０
．０
０６

０
．１
０２
±
０
．０
０３

０
．０
２５
±
０
．０
１０

２
．４
２５

石
田
３

３０
０
．０
１４
±
０
．０
０１

０
．４
６１
±
０
．０
５９

０
．０
０１
±
０
．０
０３

０
．３
３５
±
０
．０
３８

０
．０
９８
±
０
．０
１１

０
．１
３４
±
０
．０
１４

４
．２
８８
±
０
．４
１４

０
．５
６７
±
０
．０
６２

１
．１
６０
±
０
．１
１７

０
．２
０４
±
０
．０
３５

０
．０
６５
±
０
．０
０９

０
．０
２９
±
０
．０
０２

０
．０
１０
±
０
．０
１８

２
．６
３

美
保
１

３０
０
．０
９５
±
０
．０
０２

４
．７
０３
±
０
．１
９０

０
．１
４０
±
０
．０
０６

０
．４
２１
±
０
．０
１３

０
．０
６２
±
０
．０
０５

０
．１
０１
±
０
．０
１０

３
．０
７１
±
０
．３
３７

０
．３
０４
±
０
．０
０６

０
．４
８３
±
０
．０
１１

０
．０
３９
±
０
．０
０２

０
．０
０１
±
０
．０
０１

０
．０
２３
±
０
．０
０２

０
．０
２４
±
０
．０
０３

２
．１
７３

大
代
８

４６
０
．０
３１
±
０
．０
０１

３
．１
２９
±
０
．１
００

０
．０
１０
±
０
．０
０５

０
．３
９４
±
０
．０
０８

０
．２
６１
±
０
．０
０５

０
．４
１８
±
０
．０
０９

２
．０
１０
±
０
．０
４１

０
．８
３５
±
０
．０
１８

０
．２
５３
±
０
．０
１３

０
．３
４３
±
０
．０
１４

０
．０
０６
±
０
．０
０７

０
．０
９３
±
０
．０
０１

０
．０
１１
±
０
．０
０９

２
．５
４６

大
代
５

４６
０
．０
４９
±
０
．０
０２

０
．６
７７
±
０
．０
５３

７
．３
０７
±
０
．８
９１

１
．０
６９
±
０
．１
１３

０
．０
０４
±
０
．０
０１

０
．０
０２
±
０
．０
０１

３６
．２
２８
±
２
．２
８２

０
．０
６１
±
０
．０
１１

７
．３
６３
±
０
．３
５３

０
．２
５３
±
０
．０
１５

０
．０
１２
±
０
．０
０１

０
．０
０４
±
０
．０
０１

０
．０
００
００
０

２
．５
８９

沖
丈
―
２
号

４５
０
．０
６６
±
０
．０
０５

２
．５
９６
±
０
．３
５５

０
．８
７６
±
０
．１
０５

０
．９
３７
±
０
．０
８２

０
．０
９３
±
０
．０
０８

０
．１
９２
±
０
．０
２０

１
．１
２４
±
０
．１
８９

０
．２
１０
±
０
．０
１８

４
．６
４０
±
０
．４
３９

０
．０
４４
±
０
．０
０８

０
．０
０１
±
０
．０
０４

０
．０
７９
±
０
．０
１１

０
．０
１６
±
０
．０
０４

大
歳
山
３
号
墳
―
№
１

４２
０
．０
４０
±
０
．０
０１

０
．７
６２
±
０
．０
４２

０
．９
２９
±
０
．１
１８

０
．２
０６
±
０
．０
１８

０
．０
３５
±
０
．０
０２

０
．０
２０
±
０
．０
０３

１
．３
３８
±
０
．０
１４

０
．０
２７
±
０
．０
０４

０
．５
９５
±
０
．０
２３

０
．０
６４
±
０
．０
０４

０
．０
２３
±
０
．０
０２

０
．０
０６
±
０
．０
０１

０
．０
０９
±
０
．０
０５

持
田
３
丁
目
―
№
１

４２
０
．０
５５
±
０
．０
０４

３
．１
８６
±
０
．２
８１

０
．４
８２
±
０
．０
４８

０
．７
２５
±
０
．０
３１

０
．０
８０
±
０
．０
１０

０
．１
５０
±
０
．０
２０

１
．３
２０
±
０
．１
７２

０
．１
９４
±
０
．０
１１

２
．８
２７
±
０
．２
８６

０
．０
５０
±
０
．０
０７

０
．０
１５
±
０
．０
１０

０
．０
５２
±
０
．０
０７

０
．０
１９
±
０
．０
０４

持
田
３
丁
目
―
№
２

４５
０
．０
３８
±
０
．０
０２

３
．３
７０
±
０
．１
０４

０
．０
２４
±
０
．０
２４

０
．２
４４
±
０
．０
５３

０
．２
７３
±
０
．０
３９

０
．３
６８
±
０
．０
４４

１
．２
１０
±
０
．２
２２

０
．４
４５
±
０
．１
１４

０
．２
７７
±
０
．２
２３

０
．０
６３
±
０
．０
２５

０
．０
０５
±
０
．０
０７

０
．０
５８
±
０
．０
０６

０
．０
３２
±
０
．０
１１

持
田
３
丁
目
―
№
３

４５
０
．０
４５
±
０
．０
０３

４
．２
８２
±
０
．３
９３

０
．０
０１
±
０
．０
０２

０
．１
７３
±
０
．０
１４

０
．９
８１
±
０
．１
１９

１
．１
６４
±
０
．１
８５

０
．２
９０
±
０
．０
２３

０
．３
３３
±
０
．０
４１

０
．０
７９
±
０
．０
１５

０
．０
５５
±
０
．０
１０

０
．０
１０
±
０
．０
１４

０
．１
５２
±
０
．０
１２

０
．０
２１
±
０
．０
０８

上
野
１
号
墳
―
№
３

４２
０
．０
３０
±
０
．０
００

１
．９
７７
±
０
．０
３９

０
．０
２０
±
０
．０
０３

０
．９
１４
±
０
．０
２６

０
．１
０４
±
０
．０
０３

０
．２
６７
±
０
．０
０５

２
．８
４０
±
０
．０
８６

０
．７
５２
±
０
．０
２９

０
．０
９７
±
０
．０
１３

０
．１
００
±
０
．０
０９

０
．０
１５
±
０
．０
０７

０
．０
８５
±
０
．０
０１

０
．０
２４
±
０
．０
１１

石
台
―
№
１

４４
０
．０
６９
±
０
．０
０１

２
．５
８０
±
０
．０
３５

１
．２
２０
±
０
．０
５６

０
．８
９２
±
０
．０
１４

０
．０
４９
±
０
．０
０３

０
．１
２０
±
０
．０
０６

１
．８
３１
±
０
．０
７２

０
．２
１８
±
０
．０
０５

６
．０
２５
±
０
．０
８８

０
．０
４３
±
０
．０
０４

―
―

０
．０
３９
±
０
．０
０２

０
．０
１１
±
０
．０
０３

鷭
貫

４２
０
．０
２７
±
０
．０
０１

２
．２
７９
±
０
．１
３１

０
．０
１４
±
０
．０
１０

０
．１
６６
±
０
．０
０８

０
．１
４１
±
０
．０
１２

０
．１
６２
±
０
．０
０９

２
．６
４４
±
０
．１
２６

０
．４
２３
±
０
．０
１４

０
．１
７７
±
０
．０
１２

０
．１
１２
±
０
．０
０９

０
．０
１６
±
０
．０
０６

０
．０
２１
±
０
．０
０２

０
．０
１１
±
０
．０
０８

玉
の
宮
―
№
１

４３
０
．０
１７
±
０
．０
０１

１
．２
８９
±
０
．１
７８

０
．０
４４
±
０
．０
０８

０
．１
９６
±
０
．０
３１

０
．０
３８
±
０
．０
０１

０
．１
１６
±
０
．０
０２

３０
．３
２６
±
１
．８
５４

３
．４
７８
±
０
．２
１３

０
．５
４４
±
０
．０
５５

０
．２
７０
±
０
．０
３６

０
．０
０６
±
０
．０
０３

０
．０
０７
±
０
．０
０１

０
．０
００
３
±
０
．０
０１

仲
仙
寺
９
―
№
２

４０
０
．０
２０
±
０
．０
００

１
．４
９６
±
０
．０
５８

０
．０
２１
±
０
．０
０５

０
．１
３２
±
０
．０
０８

０
．２
７９
±
０
．０
０７

０
．４
０６
±
０
．０
１３

０
．６
６９
±
０
．０
１２

０
．２
６９
±
０
．０
０９

０
．０
８８
±
０
．０
０７

０
．０
８６
±
０
．０
０６

０
．０
５３
±
０
．０
１３

０
．０
３３
±
０
．０
０２

０
．０
２０
±
０
．０
０８

仲
仙
寺
９
―
№
３
―
６

４０
０
．０
１８
±
０
．０
０１

１
．０
０１
±
０
．１
０２

０
．０
２７
±
０
．０
０９

０
．１
５２
±
０
．０
１８

０
．１
１７
±
０
．０
０８

０
．２
４７
±
０
．０
０９

６
．６
１６
±
０
．８
４８

１
．６
１８
±
０
．１
９８

０
．３
６２
±
０
．１
１４

０
．０
８８
±
０
．０
３３

０
．０
２９
±
０
．０
１０

０
．０
１６
±
０
．０
０２

０
．０
０５
±
０
．０
１０

仲
仙
寺
９
―
№
５

４０
０
．０
１９
±
０
．０
０１

０
．８
１８
±
０
．０
１７

０
．１
０５
±
０
．０
１４

１
．０
７４
±
０
．０
２１

０
．１
２３
±
０
．０
０２

０
．３
３３
±
０
．０
１２

０
．４
８５
±
０
．０
２０

０
．１
６０
±
０
．０
０９

０
．１
１２
±
０
．０
０６

０
．０
４９
±
０
．０
０３

０
．０
４８
±
０
．０
１０

０
．１
１９
±
０
．０
０２

０
．０
２６
±
０
．０
０６

紫
金
山
―
鍬
形
石

４５
０
．０
５９
±
０
．０
０１

２
．６
９１
±
０
．３
３７

０
．６
９５
±
０
．１
６４

０
．３
６４
±
０
．０
３２

０
．１
０５
±
０
．０
０９

０
．１
８９
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１
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．０
３４
±
０
．０
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０
．０
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０
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錘
車
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０
．０
５５
±
０
．０
００

３
．０
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０
．０
０９

０
．２
４０
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０
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０２

０
．３
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０
．０
０４

０
．１
１８
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０
．２
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０
．０
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．９
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０
．０
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０
．５
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．０
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．２
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．０
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０
．１
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０
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００
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０
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００
９

０
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０
．０
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０
．０
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０
．０
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石
川
・
菩
提
―
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０
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３９
±
０
．０
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３
．１
５０
±
０
．２
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０
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３５
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０
．０
２９

０
．１
２９
±
０
．０
２２

０
．３
２３
±
０
．１
４７

０
．３
２７
±
０
．０
９１

１
．７
８１
±
０
．６
８６

０
．５
２３
±
０
．０
９１

０
．２
３９
±
０
．１
４７

０
．１
３５
±
０
．０
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０
．０
１３
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０
．０
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０
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０
．０
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０
．０
１０
±
０
．０
０９

花
仙
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０
．０
２０
±
０
．０
０３

１
．２
１２
±
０
．３
７０

０
．０
３８
±
０
．０
２７

０
．１
５０
±
０
．０
６８

０
．１
２０
±
０
．０
３１

０
．２
１２
±
０
．０
３２

７
．９
８４
±
２
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１０

１
．６
１７
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０
．３
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０
．４
７１
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０
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０２

０
．１
１０
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０
．１
２４

０
．０
２９
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０
．０
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０
．０
１６
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０
．０
０６

０
．０
０３
±
０
．０
０６

山
持
川
―
４１
―
５

３０
０
．０
４２
±
０
．０
００

３
．２
２０
±
０
．０
６６

０
．１
２０
±
０
．０
０６

０
．１
１９
±
０
．０
０４

０
．２
５７
±
０
．０
１７

０
．２
５２
±
０
．０
１４

１
．４
２５
±
０
．１
０６

０
．３
５５
±
０
．０
１３

０
．８
６３
±
０
．０
２９

０
．０
６２
±
０
．０
０７

０
．０
０８
±
０
．０
０４

０
．０
２７
±
０
．０
０２

０
．０
０５
±
０
．０
０４

堀
部
�
―
２２
２

４４
０
．０
１３
±
０
．０
００

０
．３
６５
±
０
．０
８３

０
．０
３８
±
０
．０
２２

０
．３
０８
±
０
．０
６８

０
．１
４４
±
０
．０
３２

０
．２
２６
±
０
．０
２４

２
．７
００
±
０
．２
８４

０
．６
０５
±
０
．０
９１

２
．１
２７
±
０
．２
３３

０
．０
１３
±
０
．０
２２

０
．１
２６
±
０
．０
１８

０
．０
３８
±
０
．０
０３

０
．０
１６
±
０
．０
２３

川
向
―
№
３
・
５

３６
０
．０
４２
±
０
．０
０１

２
．７
８６
±
０
．３
６１

０
．１
９６
±
０
．０
８５

０
．１
５６
±
０
．０
２８

０
．１
９９
±
０
．０
２９

０
．２
１８
±
０
．０
２９

１
．９
１８
±
０
．４
７４

０
．４
０５
±
０
．０
６２

１
．７
７６
±
０
．６
８８

０
．０
８４
±
０
．０
２７

０
．０
０２
±
０
．０
０３

０
．０
２８
±
０
．０
０５

０
．０
０２
±
０
．０
０４

川
向
―
№
４

２８
０
．０
２９
±
０
．０
００

１
．９
３２
±
０
．０
５７

０
．０
３２
±
０
．０
０５

０
．１
７９
±
０
．０
０５

０
．２
２４
±
０
．０
１９

０
．３
２５
±
０
．０
２３

１
．８
１４
±
０
．１
２９

０
．５
８３
±
０
．０
１７

０
．３
１６
±
０
．０
３８

０
．０
７５
±
０
．０
０９

０
．０
２８
±
０
．０
０７

０
．０
３６
±
０
．０
０３

０
．０
０５
±
０
．０
０６

古
志
本
郷

４０
０
．０
８５
±
０
．０
１４

２
．９
６０
±
０
．１
９７

０
．６
３２
±
０
．１
９２

０
．６
６８
±
０
．０
４１

０
．０
６４
±
０
．０
０５

０
．１
３９
±
０
．０
１４

１
．４
３６
±
０
．２
３２

０
．１
９６
±
０
．０
１６

４
．０
７０
±
０
．５
８４

０
．０
３３
±
０
．０
０６

―
―

０
．０
３８
±
０
．０
０４

０
．０
１５
±
０
．０
０３

古
浦
砂
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―
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４０
０
．０
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０
．０
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０
．１
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０
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０
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０
．１
３０
±
０
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１
．１
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０
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１
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．０
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０
．０
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古
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４０
０
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±
０
．０
００

３
．０
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±
０
．０
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０
．１
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．０
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０
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９１
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．０
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０
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０
．０
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０
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１０
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．０
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浦
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―
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４０
０
．０
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±
０
．０
０２

３
．２
２３
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０
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２１

１
．２
８９
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０
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１１

０
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．０
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０
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．１
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．０
４９
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．０
０４

０
．０
０３
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０
．０
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０
．０
５１
±
０
．０
０１

０
．０
１１
±
０
．０
０４

堀
部
�
―
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―
１０
５

４０
０
．０
２８
±
０
．０
００

１
．３
４３
±
０
．０
１６

０
．１
３０
±
０
．０
０９

０
．２
３１
±
０
．０
１２

０
．０
３８
±
０
．０
０２

０
．１
９１
±
０
．０
０９

１６
．７
９０
±
０
．６
６０

３
．１
８１
±
０
．１
４４

０
．８
５３
±
０
．０
５２

０
．１
５０
±
０
．０
２２

０
．０
１１
±
０
．０
０２

０
．０
０８
±
０
．０
００

０
．０
００
３
±
０
．０
０１
３

会
津
坂
下
―
Ｇ

５０
０
．０
３８
±
０
．０
０４

３
．３
２３
±
０
．４
５５

０
．０
１８
±
０
．０
１２

０
．０
４７
±
０
．０
０６

０
．３
６０
±
０
．０
５８

０
．４
１２
±
０
．０
５３

１
．４
５４
±
０
．２
３９

０
．５
８３
±
０
．０
３０

０
．０
８５
±
０
．０
１８

０
．１
７４
±
０
．０
３４

０
．０
１９
±
０
．０
０９

０
．０
１５
±
０
．０
０２

０
．０
２５
±
０
．０
０８

会
津
坂
下
―
Ｎ

４８
０
．０
４５
±
０
．０
０６

４
．０
４４
±
０
．４
７５

０
．０
２６
±
０
．０
０７

０
．３
２５
±
０
．０
６４

０
．２
７４
±
０
．０
４８

０
．３
１１
±
０
．０
３４

２
．８
６１
±
０
．３
１４

０
．８
７６
±
０
．０
８３

０
．２
７６
±
０
．０
９５

０
．１
６８
±
０
．０
８９

０
．０
１１
±
０
．０
０５

０
．０
７８
±
０
．０
０９

０
．０
１９
±
０
．０
１０

X
av
：
平
均
値
、
σ
：
標
準
偏
差
値

比
重
２
．２
９
以
下
は
緑
色
凝
灰
岩
女
代
南
Ｂ
：
女
代
南
遺
跡
（
豊
岡
市
）、
未
定
Ｃ
：
宇
木
汲
田
遺
跡
（
唐
津
市
）、
車
塚
１
、
２
：
車
塚
古
墳
（
交
野
市
）、
牟
田
辺
：
牟
田
辺
遺
跡
（
多
久
市
）、
長
塚
�
、
�
：
長
塚
古
墳
（
可
児
市
）、
№
２０
０
―
１
～
６
：
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
遺
跡
（
東
京
都
）、
梅
田
１
～
４
：
梅
田
古
墳
（
兵
庫
県
和

田
山
町
）
、
梅
田
東
１
：
梅
田
東
古
墳
（
兵
庫
県
和
田
山
町
）
、
上
ノ
段
１
：
上
ノ
段
遺
跡
（
兵
庫
県
島
町
）
、
新
方
１
～
３
：
新
方
遺
跡
（
神
戸
市
）
、
新
井
１
：
新
井
三
丁
目
遺
跡
（
東
京
都
中
野
区
）
、
亀
川
３
：
亀
川
遺
跡
（
阪
南
市
自
然
田
）
、
東
船
１
：
東
船
遺
跡
（
島
根
県
今
津
町
）
、
山
ノ
奥
１
：
山
ノ
奥
遺
跡
（
岡
山
県
）
、
昼
飯
３
、
４
：
昼
飯
大
塚
古
墳
（
大
垣
市
）
、

斉
当
坊
６
：
市
田
斉
当
坊
（
京
都
府
久
御
山
町
）、
笠
見
３
～
１３
：
笠
見
第
３
遺
跡
（
鳥
取
県
東
伯
町
）
矢
野
４
：
矢
野
遺
跡
（
徳
島
市
）、
青
田
７７
、
７８
：
青
田
遺
跡
（
新
潟
県
加
治
川
村
）、
菜
畑
（
唐
津
市
）、
石
田
２
、
３
：
石
田
古
墳
（
松
江
市
）、
美
保
１
：
中
野
美
保
遺
跡
（
出
雲
市
）、
大
代
８
・
５
：
大
代
古
墳
（
鳴
門
市
）
で
使
用
さ
れ
て
い
る
原
石
産
地
不
明
の
玉

類
で
作
っ
た
群
。

第１節 八幡遺跡出土玉材の産地分析
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析組成の差はみられなかった。また、玉谷原石と一致する組成の原石は日高町八代谷、石井、アンラ

クなどで採取できる。二俣原産地は、�石川県金沢市二俣町地域で、原石は二俣川の河原で採取でき

る。二俣川の源流は医王山であることから、露頭は医王山に存在する可能性がある。ここの河原で見

られる碧玉原石は、大部分がグリーンタフ中に層状、レンズ状に非常に緻密な部分として見られる。

分析した４個の原石の中で、３個は同一塊から３分割したもので、１個は別の塊からのもので、前者

の３個の比重は２．４２で後者は２．３４である。また元素組成は他の産地の組成と異なっており区別でき

る。しかし、この４個が二俣原産地から産出する碧玉原石の特徴を代表しているかどうか検証するた

めに、さらに分析数を増やす必要がある。細入村の産地は、�富山県婦負郡細入村割山定座岩地区に

あり、そのグリーンタフの岩脈に団塊として緻密な濃緑の碧玉質の部分が見られる。それは肉眼で

は、他の産地の碧玉と区別できず、また、出土する碧玉製の玉類とも非常に似た石質である。しか

し、比重が分析した８個は２．２５～２．１２と非常に軽く、この比重の値で他の原産地と区別できる場合が

多い。土岐原産地は、�愛知県土岐市地域であり、そこでは赤色、黄色、緑色などが混じり合った原

石が産出している。このうち緻密な光沢のよい濃緑で比重が２．６２～２．６０の原石を碧玉として１１個分析

を行った。ここの原石は鉄の含有量が非常に大きく、カリウム含有量が小さいという特徴を持ち、こ

の元素比の値で他の原産地と区別できる。興部産地は、�北海道紋別郡西興部村にあり、その碧玉原

石は鉄の含有量が非常に高く、他の原産地と区別する指標になっている。また、比重が２．６以下のも

のはなく遺物の産地を特定する指標として重要である。石戸の産地は、�兵庫県氷上郡山南町地区に

あり、その安山岩に脈岩として採取されるが産出量は非常に少ない。また元素組成から他の産地の碧

玉と区別できる。	北海道富良野市の空知川流域から採取される碧玉は濃い緑色で比重が２．６以上が

４個、２．６～２．５が５個、２．５～２．４が５個である。その碧玉の露頭は不明で河原の礫から採取するた

め、短時間で良質の碧玉を多数収集することは困難である。また元素組成から他の産地の碧玉と区別

できる。
北海道上磯郡上磯町の茂辺地川の河原で採取される碧玉は不均一な色の物が多く、管玉に

使用できる色の均一な部分を大きく取り出せる原石は少ない。�石川県小松市菩提、那谷に緑色凝灰

岩の露頭があり、その中に緻密な碧玉が包含されている。産出量は少ないが良質の碧玉が菩提川、宇

田川から採取される。この河床から採取された碧玉の中に、女代南Ｂ遺物群に一致する組成の碧玉が

含まれる。これら原石を原産地ごとに統計処理を行い、元素比の平均値と標準偏差値を求めて母集団

を作り表６に示す。各母集団に原産地名を付けて、その産地の原石群、例えば花仙山群と呼ぶ。花仙

山群は比重によって２個の群に分けて表に示したが、比重は異なっても組成に大きな違いはみられな

い。したがって、統計処理は一緒にして行い、花仙山群として取り扱った。原石群とは異なるが、例

えば、豊岡市女代南遺跡で主体的に使用されている原石産地不明の碧玉製の玉の原材料で、玉作り行

程途中の遺物が多数出土している。当初、原石産地を探索するという目的で、これら玉、玉材遺物で

作った女代南Ｂ（女代Ｂ）群であるが、同質の材料で作られた可能性がある玉類は最近の分析結果で

日本全土に分布していることが明らかになってきた。宇木汲田遺跡の管玉に産地未発見の原石を使用

した同質の材料で作られた管玉で作った未定Ｃ（未定�）群をそれぞれ原石群と同じように使用する。

また、岐阜県可児市の長塚古墳出土の管玉で作った長塚�、�の遺物群、多摩ニュータウン遺跡、梅

田古墳群、上ノ段遺跡、梅田東古墳群、新方遺跡などから出土した玉類および玉材剥片でそれぞれ遺

物群を作り他の遺跡、墳墓から出土する玉類に組成が一致するか定量的に判定できるようにし、現在

遺物群は合計９２個になり、これら遺物群を表７に示した。この他、鳥取県の福部村多鯰池、鳥取市防
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己尾岬などの自然露頭からの原石を４個分析した。比重は２．６以上あり元素比組成は、興部、玉谷、

土岐石に似るが、他の原産地の原石とは組成で区別される。また、緑系の原石ではない。最近、兵庫

県香住町の海岸から採取された親指大１個の碧玉様の玉材は貝殻状剥離がみられる緻密な石質で少し

青っぽい緑の石材で玉の原材料になると思われる。この玉材の蛍光Ｘ線分析の結果では、興部産碧玉

に似ているが、ESR信号および比重（２．３５）が異なっているため、興部産碧玉と区別ができる。

八幡遺跡出土の玉材と国内産碧玉原材との比較

遺跡から出土した玉材は表面の泥を超音波洗浄器で水洗するだけの完全な非破壊分析で行ってい

る。遺物の原材産地の同定をするために、�蛍光Ｘ線法で求めた原石群と碧玉製遺物の分析結果を数

理統計の手法を用いて比較をする定量的な判定法で行う。�また、ESR分析法により各産地の原石の

信号と遺物のそれを比較して、似た信号の原石の産地の原材であると推測する方法も応用した。

表７ 八幡遺跡出土玉材の分析結果

掲載
№

分析
№

元 素 比

Al／Si Ｋ／Si Ca／K Ti／K Ｋ／Fe Rb／Fe Fe／Zr Rb／Zr

S１４
S１３
S１６
S１７
S１８
S１５

９４４７６
９４４７７
９４４７８
９４４７９
９４４８０
９４４８１

０．０４２
０．０４７
０．０４１
０．０４１
０．０４３
０．０４４

３．３８６
３．９９８
３．１９３
３．４１９
３．７７６
３．５２３

０．０１９
０．０１２
０．００３
０．００７
０．００４
０．０２５

０．１２５
０．０９４
０．１０４
０．１１６
０．１０７
０．１２７

０．１６４
０．３２２
０．２２１
０．３３１
０．２３４
０．２２５

０．２０６
０．２７７
０．２５４
０．２９３
０．２２３
０．２３７

２．９９６
１．７２９
２．０５７
１．４６４
２．４３７
２．３６３

０．６１３
０．４７５
０．５１９
０．４２６
０．５４０
０．５５５

JG―１a） ０．０６７ ３．３９２ ０．７７４ ０．２３７ ０．１１１ ０．２６３ ３．７９５ ０．９９８

掲 載
№

分 析
№

元 素 比 重 量
（gr）

比 重
Sr／Zr Ｙ／Zr Mn／Fe Ti／Fe Nb／Zr

S１４
S１３
S１６
S１７
S１８
S１５

９４４７６
９４４７７
９４４７８
９４４７９
９４４８０
９４４８１

０．１４１
０．１２２
０．０９８
０．１５０
０．０８４
０．５３９

０．１５１
０．２１５
０．１３７
０．１２６
０．０９０
０．１３３

０．０１３
０．０１７
０．０２６
０．０２９
０．０１９
０．０２０

０．０１８
０．０２７
０．０２１
０．０３４
０．０２３
０．０２６

０．００６
０．０２０
０．０２７
０．０１９
０．０１８
０．０２３

１．６５９６３
３．１１２９７
１．２３７６９
３．３８６５３
０．３２４３９
１．４４２７５

２．５５３
２．５３５
２．４９５
２．５１９
２．５２６
２．４７４

JG―１a） １．３４５ ０．２８１ ０．０２４ ０．０２４ ０．０７９

ａ）：標準試料、Ando, A., Kurasawa, H., Ohmori, T. & Takeda, E.（１９７４）.１９７４compilation of data on the GJS geo-
chemical reference samples JG―１granodiorite and JB―１basalt. Geochemical Journal, Vol.８１７５―１９２．
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第９９図―� 八幡遺跡出土玉材S１４（９４４７６）の蛍光Ｘ線スペクトル

第９９図―� 八幡遺跡出土玉材S１３（９４４７７）の蛍光Ｘ線スペクトル

第９９図―� 八幡遺跡出土玉材S１６（９４４７８）の蛍光Ｘ線スペクトル
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第９９図―� 八幡遺跡出土玉材S１７（９４４７９）の蛍光Ｘ線スペクトル

第９９図―� 八幡遺跡出土玉材S１８（９４４８０）の蛍光Ｘ線スペクトル

第９９図―� 八幡遺跡出土玉材S１５（９４４８１）の蛍光Ｘ線スペクトル
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蛍光Ｘ線法による産地分析

これら玉材の蛍光Ｘ線分析のスペクトルを第９９図―�～�に示し、比重および管玉の蛍光Ｘ線分析

から原材料の元素組成比を求めた結果を表７に示す。碧玉と分類した遺物は、緻密で、蛍光Ｘ線分析

でRb、Sr、Ｙ、Zrの各元素が容易に観測できるなどを条件に分類した。また、緑色凝灰岩（グリー

ンタフ）製は比重が２．４に達しない玉材が多い。分析した玉材の比重は、２．５５～２．４５で碧玉製と推測

される。これら遺物の元素組成比の結果を碧玉原石群（表６）の結果と比較してみる。分析個数が少

なくて統計処理ができる群が作れなかった原産地については、原石の元素組成比を、遺物と比較した

が一致するものは見られなかった。原石の数が多く分析された原産地については、数理統計のマハラ

ノビスの距離を求めて行うホテリングＴ２乗検定６）により同定を行い、それぞれの原石群に帰属する

確率を求めて産地を同定する４、５）。産地の同定結果は１個の管玉に対して、１１９個の推定確率結果が得

られている。１１９個の結果の中で、高確率で同定された原石群（必要条件を満たした）の産地に管玉

の原材産地を同定するが、原理原則は、同じ組成の碧玉が異なった産地では生成されないという理論

がないために、少なくとも遺跡から半径数千キロメートルの内にある玉類の原材産地の原石と遺物を

比較し、必要条件と十分条件を満たす必要がある。『遺物原材とある産地の原石が一致したという「必

要条件」を満たしても、他の産地の原石にも一致する可能性が残っているから、他の産地には一致し

ないという「十分条件」を満たして、一致した産地の原石が使用されていると言い切れる。また、十

分条件を求めることにより、一致しなかった産地との交流がなかったと結論でき、考古学に重要な資

料が提供される。』、十分条件の低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略し

ているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含

んでいる。すなわち菩提、那谷産原石と判定された遺物に対して、花仙山産原石とか玉谷産の原石の

可能性を考える必要がないという結果であり、ここでは高い確率で同定された産地のみの結果を表８

に記入した。原石群を作った原石試料は直径２�以上で精度良く分析される。遺物は、大きさ、形が

さまざまでこれらの影響により分析値が少しは変化していることを推測し、判定の信頼限界を０．１％

に設定した。判定結果には推定確率が求められているために、先史時代の交流を推測するときに、低

確率の遺物はあまり重要に考えないなど、考古学者が推定確率をみて選択できるために、誤った先史

時代交流を推測する可能性がない。蛍光Ｘ線分析の判定で、女代南Ｂ群、菩提、那谷原石と同定（表

８）された玉材を、より正確に産地を特定するためにESR分析を併用して総合的に産地分析を行った。

表８ 八幡遺跡出土玉材の原材産地分析結果

掲載№ 分析№ 調査区遺構名 ホテリングＴ２乗検定（確率） ESR形 総 合 判 定

S１４ ９４４７６ ３区SD１２
女代南Ｂ遺物群（８０％）、菩提―１（３３％）、
面白谷瑪瑙群（０．３％）

女代Ｂ形 菩提・女代南Ｂ遺物群

S１３ ９４４７７ ３区SD１２ 女代南Ｂ遺物群（９％） Fe大

S１６ ９４４７８ ３区SD１２ 女代南Ｂ遺物群（３０％）、菩提―１（２５％） 女代Ｂ形 菩提・女代南Ｂ遺物群

S１７ ９４４７９ ３区SD１２ 菩提―１（２０％）、女代南Ｂ遺物群（８０％） 女代Ｂ形 菩提・女代南Ｂ遺物群

S１８ ９４４８０ ３区SD１２ 女代南Ｂ遺物群（１１％）、菩提―１（４％） 女代Ｂ形 菩提・女代南Ｂ遺物群

S１５ ９４４８１ ３区SD１２ 女代Ｂ形崩れ
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第１００図 碧玉原石のESRスペクトル
（花仙山、玉谷、猿八、土岐）

第１０１図―� 碧玉原石の信号（�）
のESRスペクトル

第１０１図―� 碧玉原石の信号（�）
のESRスペクトル

第１０１図―� 碧玉原石の信号（�）
のESRスペクトル

第１０２図 碧玉原石の信号（�）のESR
スペクトル

第１０１図―� 碧玉原石の信号（�）
のESRスペクトル
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ESR法による産地分析

ESR分析は碧玉原石に含有されているイオンとか、碧玉が自然界からの放射線を受けてできた色中

心などの常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利用し

た。ESRの測定は、完全な非破壊分析で、直径が１１�以下の管玉なら分析は可能で、小さいものは胡

麻粒大で分析ができる場合がある。第１００図―�のESRのスペクトルは、幅広く磁場掃引したときに

得られた信号スペクトルで、ｇ値が４．３の小さな信号��は鉄イオンによる信号で、ｇ値が２付近の幅

の広い信号��と何本かの幅の狭いピーク群からなる信号��で構成されている。第１００図―�では、信

号��より信号��の信号の高さが高く、第１００図―�、第１００図―�の二俣、細入原石ではこの高さが逆

になっているため、原石産地の判定の指標に利用できる。今回分析した玉類の中で信号��が信号��よ

り小さい場合は、二俣、細入産でないといえる。各原産地の原石の信号��の信号の形は産地ごとに異

同があり産地分析の指標となる。第１０１図―�に花仙山、猿八、玉谷、土岐、第１０１図―�に興部、石

戸、八代谷―４、女代Ｂ遺物群（菩提、那谷原石と一致）、八代谷、第１０１図―�に富良野市空知川の

空知�、�、北海道今金町花石および茂辺地川の各原石の代表的な信号��のスペクトルを示す。第

１０１図―�には宇木汲田遺跡の管玉で作った未定Ｃ形と未定Ｄ形およびグリーンタフ製管玉によく見

られる不明Ｅ形を示した。ESR分析では玉材と管玉のESR信号の形が、それぞれ似た信号を示す原石

だったり、産地不明遺物群のESR信号形と一致した場合、そこの産地の可能性が大きいことを示唆し

ている。今回分析した玉材のESR信号��の結果を第１０２図に示す。S１４、S１６～１８は不純物結晶による

ノイズ状の小信号が見られるが、信号�は女代南Ｂとか菩提・那谷原石形である。また、S１３は鉄の

信号�が大きく信号�は不明である。S１５にも女代南Ｂ形らしき信号は含まれているが、他の信号と

合成され崩れている。これら一致したESR信号形を表８に示し、より正確な原石産地を推測するため

に蛍光Ｘ線分析の結果と組み合わせ総合判定として、両方法でともに同じ原産地に特定された場合

は、遺物が過大でESR分析ができず蛍光Ｘ線の元素分析のみで判定した原石・遺物群産地よりも正確

に、そこの原石・遺物群と同じものが使用されているとして総合判定原石産地の欄に結果（表８）を

記した。

結 論

S１４、S１６～１８の玉材は、蛍光Ｘ線分析とESR分析の両結果が女代南Ｂ遺物群菩提に一致し、女代

南Ｂ遺物群で菩提・那谷産地の原石が使用されていると判定した。S１３は蛍光Ｘ線分析では女代南Ｂ

群に一致するが、ESR分析で信号�の形が女代南Ｂ形と判定できなかった、またS１５はESR信号は女

代南Ｂ形崩れで、蛍光Ｘ線分析の結果は、表５、６の何処の原石・遺物群にも信頼限界の０．１％を越

えて一致しなかった。

八幡遺跡で多用されている女代南Ｂ群は弥生時代を中心に使用された原石で、豊岡市の女代南遺跡

の中期の玉作り過程の石片、滋賀県の筑摩佃、立花遺跡出土の管玉、神戸市の玉津田中遺跡の中期の

石片、管玉には玉谷産と共に使用されていた。京都府の日吉ヶ丘遺跡で使用され、余部遺跡で剥片に

は玉谷産原石が使用されている。関東地方では埼玉県蓮田市宿下遺跡、東海地方では、清洲町朝日遺

跡、新城市大宮の大ノ木遺跡の弥生時代の管玉に、畿内地域では東大阪市の、鬼虎川、巨摩、亀井、

久宝寺北、久宝寺南遺跡で、また中国地方では、佐用町の長尾・沖田遺跡の中期末の管玉、総社市の

南溝手遺跡出土の弥生前期末～中期初頭の玉材、岡山市の百間川原尾島遺跡出土の管玉、岡山県川上
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村下郷原和田遺跡の管玉、鳥取県羽合町の長瀬高浜遺跡の中期中葉の管玉、米子市の御建山遺跡尾高

１９号墳第２主体部出土の管玉、東広島市の西本６号遺跡の管玉に使用されている。四国地方では徳島

県板野町の蓮華谷古墳群�、２号墳、３世紀末の管玉、香川県善通寺市の彼ノ宗遺跡の末期の管玉に

使用され、九州地方では、多久市牟田辺遺跡の中期の管玉、また宇木汲田遺跡の管玉に使用されてい

た。また、続縄文時代には北海道の上磯町茂別遺跡、余市大川遺跡、千歳市キウス遺跡にまで伝播

し、女代南Ｂ群の原石は糸魚川産ヒスイに匹敵する広い分布圏を示している。一方、未だ畿内では使

用が確認されていない管玉として、南溝手遺跡の中期前葉の管玉片には、唐津市の宇木汲田遺跡の管

玉で作った原石群の未定Ｃ群の原石が使用され、この未定Ｃ群は坂出市の龍川・五条遺跡の管玉、今

治市の持田町３丁目遺跡の前期の管玉、大和町の尼寺一本松遺跡の管玉、多久市牟田辺遺跡の中期の

管玉、吉野ヶ里遺跡の南西サブトレンチ出土の管玉に使用されている。また、猿八産原石が弥生時代

に使用されている遺跡は、北海道余市町の大川遺跡および茂別遺跡の続縄文時代では女代南Ｂ群原石

の管玉と共に使用され、江別市の大麻２２遺跡出土の続縄文（後北C１式）の管玉に、七飯町の大中山１３

遺跡（続縄文）出土の管玉に使用され、佐渡島以北で主に使用されていることが明らかになっている。

西日本では、鳥取県の長瀬高浜遺跡では女代南Ｂ群と同時に猿八産碧玉が使用されているにすぎな

い。これら佐渡産碧玉、女代南Ｂ群の剥片出土遺跡は、豊岡市、米原町、福井県など日本海側で、こ

れら玉類が日本海の玉材原産地地方で作られ、これら玉類の使用圏からみて、日本海を交易ルートと

し遠距離に伝播したと推測され、伝播には遺跡をリレー式に伝わる場合、また、産地から遠距離の遺

跡に直接到達する場合などが考えられる。未定Ｃ群は、最近の予備的な実験で朝日遺跡で使用されて

いる可能性が推測されたことから、推測は空論になるが、未定Ｃ群の管玉が韓国で作られ、西北九州

地方および瀬戸内海ルートを通って伊予、備前、讃岐へ流入し現在の東進の限界になっている。朝日

遺跡での使用が確実になれば、播磨、摂津、大和、近江を飛び越え、尾張の朝日遺跡に伝播したこと

が明らかになり東進の限界が一気に３００�延びる可能性がでている（第９８図）。花仙山産原石は弥生後

期に笠見第３遺跡で使用されているが、大半は、北陸産と推測している女代南Ｂ遺物群が搬入されて

いる。これは遺跡から近い産地が多用されるとは限らないことを示し、先史の交易を推測する貴重な

例と思われる。玉類の産地分析の困難さは原石の入手で、産地同定を定量的に行う場合、統計処理の

母集団（原石群）を作り、原石群の組成の変動を評価するため多数の原石が必要で、今後、佐渡島猿

八産原石が佐渡島以南に本当に伝播していないかを調査し、女代南Ｂ遺物群を作る遺物の一部は菩

提・那谷産地に一致するが、全ての組成の遺物が菩提・那谷地区に存在するか調査を深めていく必要

がある。また、未定Ｃ群、不明の管玉などの原石産地を明らかにし、これら不明遺物群の原石群を作

ること、また、玉類に使用されている産地の原石が多い方が、その産地地方との文化交流が強いと推

測できることから、日本各地の遺跡から出土する貴重な管玉を数多く分析することが重要で、是非と

も各地の遺跡の詳細な碧玉製遺物の科学的調査が必要であるが、現在調査が殆ど進んでいないのが現

状で、国庫補助での発掘調査には必ず科学的調査も加えるべきだと思う。今回行った産地分析は完全

な非破壊で、玉類、碧玉産地に関する小さな情報であっても御提供頂ければ研究はさらに前進すると

思われます。
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第２節 八幡遺跡出土土器の胎土分析

岡山理科大学自然科学研究所

白石 純

１．分析の目的

八幡遺跡では、奈良時代の集落が確認されている。この胎土分析では、奈良時代の遺構から出土し

た土器を理化学的な手法（蛍光Ｘ線分析法、実体顕微鏡による胎土分析）を用いて分析し、以下の点

について調べた。

� 土師器の坏には技法的（螺旋暗文）な検討で畿内系と考えられる土器が出土している。また土

師器鉢も技法的には畿内系と考えられるが、胎土の肉眼観察では、坏とは異なり在地産と考えら

れることから、胎土分析により在地産と想定される土師器甕との比較検討を行ない、畿内産か在

地産か検討した。

� 須恵器（坏・壺・甕・横瓶）に関しても在地産と考えられることから、生産地である関金町の

鳥越山窯跡群との比較を行った。

２．分析方法

分析は、蛍光Ｘ線分析法と実体顕微鏡による胎土観察の二つの分析法で検討した。

蛍光Ｘ線分析法では、エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析計（セイコーインスツルメンツ社製SEA２０１０

L）を使用し、胎土中の成分（元素）量を調べた。測定した成分は、１３元素でそのうちＫ（カリウム）、

Ca（カルシウム）、Rb（ルビジウム）、Sr（ストロンチウム）などの成分に顕著な違いがあることか

ら、これらの成分を用いて、XY散布図を作成し検討した。

実体顕微鏡による土器表面の観察では、胎土に含まれる砂粒（岩石・鉱物）の種類、大きさ、含有

量について調べた。

分析した土器は、表９に示した土師器（坏・鉢・甕）７点、須恵器（高台坏・壺・甕・横瓶）８点

の合計１５点である。

３．蛍光Ｘ線分析法による分析結果

第１０３図Ｋ―Ca、第１０４図Sr―Rbの散布図では、土師器の坏と鉢・甕のあいだで胎土に違いがあるか

検討した。その結果、土師器の坏・鉢と甕の二つの胎土にわかれた。したがって、坏と鉢は胎土的に

類似していた。また甕は、広く散漫な分布でまとまった。

第１０５図Ｋ―Ca、第１０６図Sr―Rbの散布図では、須恵器の産地推定を行った。比較した生産地は鳥越

山窯跡群のみである。すると、すべて鳥越山の分布域に入る結果となった。

なお、生産地である鳥越山の分布範囲であるが、内円と外円の両方を描いている。内円には分析点

数が５３点のうち４１点が分布している範囲である。

第２節 八幡遺跡出土土器の胎土分析

７５
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鉢（在地産）�

坏（畿内産？）�

第１０３図 器種別による土師器の胎土比較（Ｋ―Ca）

第１０４図 器種別による土師器の胎土比較（Rb―Sr）
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台付壺�

鳥越山窯跡群分布範囲（100％）�

鳥越山窯跡群分�
布範囲（80％）�

台付壺�

鳥越山窯跡群分布範囲（100％）�

鳥越山窯跡群分布�
範囲（80％）�

第１０５図 須恵器の産地推定（Ｋ―Ca）

第１０６図 須恵器の産地推定（Rb―Sr）

第２節 八幡遺跡出土土器の胎土分析

７７



４．実体顕微鏡観察（肉眼観察）による結果

実体顕微鏡による肉眼観察では胎土に含まれる砂粒の岩石、鉱物の種類を同定した。観察倍率は１０

倍～３０倍で随時観察した。また、岩石、鉱物の含有量は相対的な観察で多量・普通・少量・希にの４

段階で分類したため定量性には欠けるが一応の目安とした。

観察した土器は土師器で、甕（１・２・５・６）の胎土中には２�以下の石英、長石、０．５�以下

の角閃石、黒雲母、が含まれていた。含有量は石英が多量に含まれ、長石は少量である。そして、角

閃石は土器により含有量が異なるが、少量含まれていた。また、大山起源の安山岩岩片も含まれてい

た。

坏、鉢類にも２�以下の石英、長石、０．５�以下の角閃石、黒雲母が含まれていた。含有量は石英

が甕に比べ非常に少なく、長石は少量である。角閃石、黒雲母も少量～希に含まれ、精製された粘土

を使用しているようである。

５．まとめ

八幡遺跡出土土器の胎土分析（蛍光Ｘ線分析、実体顕微鏡観察）を実施した結果、以下のことが指

摘できよう。

� 土師器の坏（畿内系）と鉢・甕（在地産）のあいだで胎土に差があるかどうかでは、蛍光Ｘ線

分析では坏・鉢と甕で胎土に違いがあった。また、砂粒観察でも甕には、石英が多量に含まれ、

長石・角閃石も少量含まれ、大山起源の安山岩も含まれていたことから在地の粘土で製作されて

いると推定される。そして、坏・鉢類は基本的な砂粒構成は同じであるが、甕に比べ石英の量が

非常に少ないことなどから、粘土を水簸するなど加工を加えことが推定される。その結果が胎土

差としてあらわれたのかもしれない。試料の蓄積が必要である。

� 須恵器の産地推定では、現在までに蓄積しているこの時期の生産地試料が鳥越山窯跡群に限ら

れているが、この窯跡との比較を行ったところ、すべて鳥越山に推定された。しかし、鳥取県内

には、ほかの生産地もあり、それらの試料も蓄積し検討する必要がある。

この分析の機会を与えていただいた、鳥取県埋蔵文化財センターの職員の方々には、いろいろご教

示いただいた。また、窯跡の分析試料では関金町教育委員会にお世話になった。末筆ではありますが

記して感謝いたします。
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第５章 ま と め

八幡遺跡の調査では、１区及び拡張区で飛鳥・奈良時代を中心とする遺構を検出し、さらに２区・

３区では縄文時代と思われる落し穴から近世の土坑まで幅広い時期の遺構を確認するに至った。ま

た、遺構以外では、１区及び拡張区からは飛鳥・奈良時代の土器を中心とする出土遺物が見られた。

ここでは八幡遺跡で検出した遺構・遺物について若干の検討を行い、まとめとしたい。

第１節 飛鳥・奈良時代の土器について

１区及び拡張区では、遺構、包含層、表土中から飛鳥・奈良時代の供膳具類を中心とする赤彩土師

器、須恵器が出土した。本調査では確認した遺構の時期を出土土器から推察したことから、本節では

竪穴住居跡や土坑などの遺構出土の赤彩土師器、須恵器を対象として、おもに年代的検討を行う。

鳥取県中部は、古代から中世にかけて伯耆国と呼ばれた国の東側を占める（以下、東伯耆）。この

東伯耆における飛鳥・奈良時代の遺跡は、官衙及びその関連遺跡や寺院跡などを中心に多くの調査例

をみるが、該期の土器に関する検討はわずかであり、伯耆国庁出土の土師器によって８世紀後半以降

の編年が提示される（巽他 １９７９、巽 １９８３）ほかは、倉吉市福田寺遺跡（森下 １９９８）出土土師器

を８世紀前半に位置付ける検討が行われている程度である。

伯耆国庁編年によれば、８世紀後半から１０世紀代の土師器には大きく３段階の変遷が認められる。

第１段階（８世紀後半）は、底部調整にヘラケズリを用いたロクロ技術採用以前の土師器であるが、

器面に施されるヘラミガキや暗文の有無により、細分の余地があるとする。第２段階（８世紀末から

９世紀後半）は底部ヘラ切りのロクロ土師器、第３段階（１０世紀後半代）は底部糸切りのロクロ土師

器とする。また、福田寺遺跡出土土師器の検討では、回転台による成形ではなく、底部ヘラケズリ、

内面は丁寧なナデを施すことなどから、伯耆国庁第１段階に相当するとしながらも、口縁部外面にヘ

ラミガキを施し、内面に暗文を施す例が多いことや、坏Ｃ（註１）の存在から、伯耆国庁第１段階よりも

古い要素が認められるとし、伯耆国庁第１段階以前（８世紀前半）に比定する。

しかし、後述する本遺跡出土土器の時期に限っても、伯耆国庁編年では、第１段階の年代比定に明

確な根拠が示されておらず、また細分された場合、それが時期差を反映するものか同時期の土器製作

における製作手法の差であるのかなど問題が残る。福田寺遺跡出土土師器の検討では、器種分類や年

代観など畿内産土師器（註２）の基準に従っているが、東伯耆の土師器を畿内産土師器の器種分類や編年

に対応させるには、東伯耆の土師器が畿内産土師器であるのか、または畿内産土師器が恒常的に東伯

耆の土師器生産体制に影響を与えていたことを明らかにすることが必要となる（註３）。

上記した該期の土器の年代比定に関する問題に対し、以下八幡遺跡の土師器、須恵器の分類から、

これらがどのような共伴関係にあるのか検討し、年代的変遷を明らかにしたい（註４）。なお、須恵器編

年においては年代比定や一括資料の捉え方に若干の相違があるものの、周辺地域を含め、その成果に

妥当性が認められるため、ここではその成果を利用する（足立・丹羽野 １９８４、角田 ２００３、坪井・

町田 １９７０、萩本・佐古 １９８４）（註５）。

土師器 器面に施された最終調整の種類や暗文の有無等により分類を行った。器種には坏、皿、鉢な

どが認められるが、器種により調整等が限定されるものはなく、以下に分けられる。

１．内外面ヘラミガキ後に内面暗文を施すもの（SB６、SK１、SK３、SK５出土）

２．外面ヘラミガキ、内面ナデ後暗文、内面ヘラミガキが省略されるもの（SI４、SK１、SK６出土）

３．内外面ヘラミガキだがやや雑になる。暗文は省略される。（SB１、SB６・８・９、SK１出土）

４．内面ナデ、外面ヘラミガキで、内面ヘラミガキ、暗文が省略されるもの。内面にハケ調整が見ら

れるものもある。（SB２、SK２、SK４出土）

５．内外面ナデにより、ヘラミガキ、暗文が省略されるもの。内面にハケ調整が見られるものもあ
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る。（SB２、SB３、SK１、SK２、SK４出土）

須恵器 坏の調整は、口縁部などおもにロクロナデによるが、底部外面に残る切り離しの方法に着目

した場合、以下に分けられる（註６）。

１．ヘラ切り（SK３、SK５出土）

２．静止糸切り（SI４、SK２、SK５出土）

３．回転糸切り（SI５、SK１、SK４出土）

以上のことから、表１０・１１に示す土師器と須恵器の共伴・併行関係が窺われる（註７）。

そして既存の須恵器編年を参考にするならば、上記の須

恵器分類は年代的変遷によることが明らかにされているこ

とから、土師器分類１～５は内外面ヘラミガキ内面暗文か

ら内面ヘラミガキ、暗文、外面ヘラミガキと徐々にその調整を省略していく方向が窺える（註８）。

この土師器分類１～５の実年代であるが、土師器１が認められるSK３では、出土須恵器に、高台坏

５１、輪状つまみを持つ蓋５５、かえりを持たない蓋５４などが見られる。高台坏５１は、高台が取り付く位

置が坏部の内部にあること、底部切り離しヘラ切りであること、蓋５４のかえりの消失などから出雲国

庁２形式の年代に位置づけられる。この出雲国庁２形式は出土木簡から６９０から７１０年の年代に比定さ

れる。次に同じく土師器１を出土するSK５からは、底部ヘラ切りによる須恵器坏のほか、静止糸切り

による須恵器坏が認められる。また土師器２を出土するSI４や土師器４・５が認められるSK２からも

静止糸切りによる須恵器坏が出土している。この静止糸切りは、出雲国庁の調査によると、出雲国庁

３形式（８世紀前半）に認められ、出雲国庁４形式（８世紀後半）からは回転糸切りのみになること

が推定されることから、土師器１の存続する時期や土師器２の出現時期、土師器４から５への変化は

８世紀前半に位置づけられる。そして土師器５は、出土するSB３では、須恵器坏底部の資料を欠く

が、口縁部下端に括れ部を持つ須恵器坏の括れがほとんど認められなくなる形態から出雲国庁４形式

に位置づけられる。

このことを整理すると、７世紀末から８世紀初頭は土師器１のみ認められるが、８世紀前半代は土

師器１・２・４・５が見られることから、この間に土師器１から５までの変化があったと考えられ

表１０ 土師器・須恵器分類表（ヘラミガキの欄△は調整が雑なもの）

遺 構 名

土 師 器 須 恵 器
土師器
分類

須恵器
分類

内 面 外 面 底 部 外 面 底 部 外 面
ヘラ
ミガキ

暗文 ナデ ハケ
ヘラ
ミガキ

ナデ
ヘラケズリ後
ヘラミガキ

ヘラケズリ
後ナデ

ヘラ切り
静止
糸切り

回転
糸切り

SK３ ○ ○ ○ ○ １ １
SK３ ○ ○ ○ １
SK５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １ １・２
SB６ ○ ○ ○ ○ １
SI４ ○ ○ ○ ○ ○ ２ ２
SK６ ○ ○ ○ ２
SB１ ○ △ ○ ○ ３

SB６・８・９ △ ○ ○ ３
SK２ ○ ○ ○ ４ ２
SB２ ○ △ ○ ４
SK４ △ ○ ○ ○ ○ ４ ３
SK２ ○ ○ ○ ５
SK４ ○ ○ ○ ５
SB２ △ ○ ○ ５
SB３ ○ ○ ○ ５

表１１ 土師器・須恵器分類の併行関係

土師器分類 １ ２ ３ ４ ５
須恵器分類 １ ２ ３
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る。そして土師器５は８世紀後半も認められることが確認された。

以上述べてきたように東伯耆の飛鳥・奈良時代の土器編年は、既存の須恵器編年を参考にする限

り、土師器はヘラミガキ調整、暗文の省略といった変化が追えた。そしてこの調整の省略は、須恵器

編年の年代観を参考にするならば、８世紀前半代のことである。また該期の畿内産土師器との関連で

はヘラミガキの省略されるようになる傾向など共通性が見受けられる。 （野口）

註
１．坏Ｃは、「小さな平底、あるいは丸底と斜め上にひらく口縁部をそなえ、口縁部端面が内傾することを特徴」（奈良国立文化財研
究所 １９７６）とする。畿内では飛鳥�から平城宮�（７世紀初頭から８世紀中頃）まで認められるが、平城宮�（８世紀後半）
以降の器種としての認定は研究者間で見解が異なる（小森 １９９２）。

２．ここでは便宜的に畿内で生産、使用された土師器を「畿内産土師器」、畿外で畿内産土師器を模して生産された土師器を「畿内
系土師器」と呼称する。

３．現在確認されている東伯耆の該期の土師器は赤彩が施されるのに対し、畿内産土師器は赤彩をしない。また、福田寺遺跡で坏Ａ
に分類される底部平底の坏は、畿内産土師器坏Ａの多くが口縁部を折り返すことによって肥厚させているのに対し、口縁部の肥
厚は見られず、畿内産土師器の分類でいう坏Ｃの形態をとる。このことから東伯耆の土師器は、暗文など畿内産土師器の影響を
受けた畿内系土師器と判断される。

４．八幡遺跡の出土土器は土師器・須恵器とも供膳具類を中心としたことから、本節では供膳具類に限り検討を行った。該期の畿内
産土師器では、同じ形式の土器でも法量に分化が認められるが、八幡遺跡出土土器の場合、出土土器の多くは破片資料であり、
法量の計測の多くは復元によることから、形態や法量による分類は行わなかった。また今回は土師器、須恵器の出土量に関する
検討も行わなかったが、報告書未掲載のものについて、底部資料から比率を出した結果、５５：４５と土師器が若干上回ることが明
らかとなった。

５．輪状つまみが付く蓋や口縁部下端を括れさせる坏など、山陰独特の器形が認められるものの、畿内の須恵器様式とほぼ同様の器
種構成をとり、その変遷も畿内のものと併行すると考えられる。山陰独特の器形では、口縁部が括れる須恵器坏は、８世紀前半
頃までは括れが明瞭に認められるが、８世紀後半以降は不明瞭になることや、輪状つまみの蓋は７世紀後葉頃から８世紀前半ま
で認められることが指摘されている。また山陰地方では、他地域に先駆け、須恵器底部切り離しに糸切りを用いた方法が遅くと
も８世紀前半には認められることも明らかになっている。

６．これらのなかにはヘラ切り、静止糸切り、回転糸切りの後、ナデによる調整が施されるものも含まれるが、細片のため、その精
緻、粗雑等に一定の分類基準を設けられなかったことから、ここでは最終調整のナデは除外する。

７．回転糸切りの須恵器坏を出土するSK１には土師器分類１・２・３・５が伴う。本節の検討が妥当であれば、分類は時期差を表す
と考えられることから、SK１出土遺物の一括性は低い。しかし、出雲国庁の調査では、須恵器坏底部切り離しに静止糸切りのほ
か回転糸切りも８世紀前半に認められていることや、考古資料の型式変化は、古い型式から新しい型式へ突然に変わるものでは
なく、その変化は漸次的であり、場合によって古い型式が新しい型式よりも存続することなどを考慮すると、SK１の土器の出土
状況も土師器分類と須恵器分類の同時性の実態を表している可能性はあるが、表の構成上煩雑になるため、ここでは検討から除
外する。SK１の土器出土状況が土師器分類と須恵器分類の同時性を表している場合、須恵器２の存続期間には須恵器３も併存し
たこととなる。また、SI５についても土師器の様相がはっきりとしないため除外したほか、分類の結果、同じ項目に該当したも
のは、まとめて記載した。

８．土師器２、３の前後関係は３に伴出する須恵器の様相が不明なため捉え難いが、土師器３のヘラミガキが粗雑になること、底部
外面の調整はナデによることなど、後出性が認められることから、便宜的に２、３の順に位置づけた。

参考文献
足立克己・丹羽野裕 １９８４「第６章まとめ（３）遺物」『高広遺跡発掘調査報告書』島根県教育委員会
角田徳幸 ２００３「第５章まとめ第３節奈良・平安時代の施設群」『史跡出雲国府跡―１―』島根県教育委員会
小森俊寛 １９９２「概説」『古代の土器１ 都城の土器集成』古代の土器研究会
巽淳一郎他 １９７９『伯耆国庁跡発掘調査概報（第５・６次）』倉吉市教育委員会
巽淳一郎 １９８３「古代窯業生産の展開―西日本を中心にして―」『文化財論叢』奈良国立文化財研究所創立３０周年記念論文集刊行会
坪井清足・町田章 １９７０「奈良時代の遺物」『出雲国庁跡発掘調査概報』松江市教育委員会
奈良国立文化財研究所 １９７６『平城宮発掘調査報告�』
萩本勝・佐古和枝 １９８４「須恵器について」『陰田』建設省・米子市教育委員会
森下哲哉 １９９８『福田寺遺跡発掘調査報告書（２次調査）』倉吉市教育委員会

第２節 飛鳥・奈良時代の遺構について

本節では、前節で検討した土器の年代的変遷や遺構の切り合い関係から、八幡遺跡で確認された該

期の遺構の変遷を明らかにし、若干の検討を行いたい。

八幡遺跡１区及び拡張区では、飛鳥・奈良時代の遺構として、その可能性があるものを含めると竪

穴住居跡５棟、掘立柱建物跡１０棟（建替えたものも含む）、土坑７基、溝状遺構１条が認められる（表

１２）（註１）。これによると該期の遺構は、７世紀後半以前に位置付けられる竪穴住居跡（SI３）から始ま

る。このSI３は、７世紀末の土壙SK３と切り合い関係にあることからも、７世紀末から８世紀初頭に

構築される掘立柱建物を中心とする遺構群とは時期的にやや隔絶した状況にある。この掘立柱建物を

中心とする遺構群は、出土遺物からはSB６が古相を示し、SB１、SB２・３の順に新しい様相を呈す。

しかし、SB６は同位置で３度にわたる建替えが認められることから、SB７～９へ長期間存続したと思
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われる。

このSB６～９はいつ頃まで営ま

れたか不明であるが、３度の建替

えがあったことからも八幡遺跡に

おける飛鳥・奈良時代の中心とな

る建物であったといえ、このSB６

～９を中心に、８世紀代を通して

建物等が拡充されていく様相が窺

える。前半には倉庫と考えられる

総柱建物跡SB１、後半にはSB２・

３が「コ」の字状の配列を呈し、

加わったと思われる。また、確認

された竪穴住居跡SI４・５も８世

紀前半代に位置付けられるが、掘

立柱建物群の外側に配置された状

況にある。そして土坑等の遺構も

上記の遺構が拡充される期間内に

収まって認められる（註２）。

以上のように八幡遺跡の飛鳥・

奈良時代の遺構の変遷は考えられ

たが、本遺跡からは出土遺構は異

にするものの、墨書土器、転用硯

などが出土したほか、倉庫と考え

られる総柱建物跡が確認されるな

ど一般の集落遺跡の様相とは差異が認められる。近年、該期の調査例では、このような官衙とは異な

るが一般の集落とも様相を異にし、官衙と関連づけられる遺跡に対し、「官衙関連遺跡」として評価

が与えられている（山中他 ２００４）。八幡遺跡の場合、調査区際に竪穴住居跡が見られるなど、確認

した遺構のみで完結したとは思われないため、他の官衙関連遺跡とは一概に比較はできないが、倉庫

と考えられる総柱建物跡に複数棟による計画的配置を見ないものの、総柱建物跡の面積は３０�を測る

など、規模の点では従来の調査で正倉とされる遺構と同規模の大きさである（註３）。また、墨書土器、

転用硯などが出土していることからは、事務処理等の行政機能を有していた可能性も考えられる。

これらのことから、八幡遺跡の飛鳥・奈良時代の遺構は、具体的な性格は不明なものの官衙関連遺

跡として捉えることができる。 （野口）

註
１．表１２に示した遺構の年代は、出土土器の検討や、遺構の切り合い関係による。しかし、土器の型式変化は、特殊な場合を除い
て、古い型式から新しい型式へと徐々に、共存しながら変化することが一般的である。また、第５章第１節で行った土器の検討
も型式変化の傾向であり、古い土師器型式と新しい土師器型式を伴出するSK１の出土状況が当時の土器流通の実態を表す可能性
がある。このことから古い型式を出土する遺構、新しい型式を出土する遺構でも竪穴住居跡や掘立柱建物跡などの場合は共存し
た可能性はある。また、SI２やSB４・５・１０については帰属時期が明らかでないため文章中の検討では除外した。

２．これらの遺構は建物方位でみた場合、方位北に対し若干東に振れるものが多いことは明らかであるが、表１２のように差はわずか
であり、どの遺構同士が同じ時期に建てられたかは具体的にはできなかった。３度の建替えが認められたSB６～９では、若干東
に振った状態から真北への変遷が窺えるが、この変遷が各遺構の開始時期に敷衍できるとすると、出土遺物からの窺える本節の
変遷とは異なる結果となる。

３．地方豪族の居宅や集落の倉の面積は５～２０�、正倉の倉は２５�以上、平均５０�に集中する傾向が指摘される。また、桁行３間×
梁行３間も正倉の倉に多い規模とされる（山中他 ２００４）。

参考文献
山中敏史他 ２００４『古代の官衙遺跡�遺物・遺跡編』奈良文化財研究所

表１２ 飛鳥・奈良時代遺構変遷表（SB１・１０は平側を正面として建物方位を計測）

時期
７世紀後
半以前

７世紀末から
８世紀初頭

８世紀前半 ８世紀後半

建物方位須恵器
分類

１ ２ ３

土師器
分類

１ ２ ３ ４ ５

SI１ ○
SI２
SI３ ○
SI４ ○
SI５ ○
SB１ ○ Ｎ―２°―Ｅ
SB２ ○ Ｎ―６°―Ｅ
SB３ ○ Ｎ―２°―Ｗ
SB４ Ｎ―５°―Ｅ
SB５ Ｎ―６°―Ｅ
SB６ ○ Ｎ―４°―Ｅ
SB７ Ｎ―４°―Ｅ
SB８ Ｎ―１°―Ｅ
SB９ Ｎ―２°―Ｅ
SB１０ Ｎ―１°―Ｅ
SK１ ○
SK２ ○
SK３ ○
SK４ ○
SK５ ○
SK６ ○
SK７ ○
SD３ ○
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第３節 SD１２出土玉関連遺物について

弥生時代後期後葉の溝状遺構（SD１２）からは、玉関連遺物である碧玉が６点出土している。しか

し、伴出した土器には弥生時代中期～後期までの広い時期幅があり、これら６点の帰属時期について

は特定できなかった。そこで本節では、玉関連遺物の製作技法を明らかにした上で、鳥取県における

弥生時代の製作技法の様相から時期決定を試みようと思う。

出土した６点中１点（S１５）には、左側面に打撃を加え平坦面を形成した後、その面に施溝し分割

が行われた状況が窺える。この技法は弥生時代の管玉製作にみられる施溝分割技法であることから、

S１５は角柱状素材を作り出す段階の管玉未製品であると考えられる。その他のものについては、玉製

作に直接結びつく痕跡は認められなかったが、石材は玉製作に用いられる女代南Ｂ遺物群である（註１）

ことから、玉関連遺物として扱った。これらは石核と思われるものや、比較的大きな剥離面と自然面

が認められるため原石から素材を取り出す際の荒割段階での剥片と判断されるものであるが、製作技

法が特定できないことから、ここでは触れないでおくこととする。

弥生時代の管玉製作技法については、大賀克彦氏により分類が行われている（大賀 ２００１）。これ

によると、施溝分割技法は２技法に分けられる。１つは管玉１個体分の厚さの板状素材を作り出した

後、管玉１個分の幅に相当するように表裏面に施溝し分割を行う方法で、もう１つは施溝分割により

立方体もしくは直方体の素材の二等分を繰り返して、管玉１個分の大きさの角柱状素材を作り出す方

法であり、施溝は打撃面にのみ施されることを特徴とする。この分類によれば、S１５は打撃面にのみ

施溝が行われていることから、後者の技法に該当すると考えられる。

鳥取県における弥生時代の管玉製作技法の様相を概観すると、前期中葉の長瀬高浜技法（註２）を初現

とする。中期では、上記の２通りの施溝分割技法が並存して認められる。そして、後期においては施

溝分割技法も用いられるが、打撃分割技法（註３）が主体となる傾向が窺える。

石材については、上記の女代南Ｂ遺物群は軟質の碧玉原石であり、弥生時代中期～古墳時代前期ま

で継続して使用されたことが指摘されている（米田 ２０００）。鳥取県中・西部の玉生産遺跡において

は、女代南Ｂ遺物群の石材が弥生時代中期に使用されることが確認されているが、弥生時代後期には

花仙山（島根県玉湯町）産の碧玉へ使用石材が転換することが指摘されている（増田 ２００４）（註４）。

以上のことから勘案すると、八幡遺跡SD１２出土の玉関連遺物の時期は、施溝分割技法が中期に盛

行することや、後期には技法や石材に変化がみられ始めることから、弥生時代中期に帰属する可能性

が高いと考えられる。また、該期の玉製作に関わる遺構が確認されなかったことや、玉関連遺物が少

ないことから、本遺跡は玉製作との関連性が低いと思われるが、玉関連遺物が出土するSD１２が調査

区外へ続くことを考慮すれば、周辺に玉作関連遺跡が存在する可能性が考えられる。（阪上・�本）

註
１ 第４章第１節参照。
２ 打撃分割によって適当な大きさの素材を作り出す。管玉１個分の大きさより長い場合にのみ、穿孔に先立って輪切り状に粗雑な
溝を付け切断する（大賀 ２００１）。この場合の施溝は素材分割のためのものとは異なるため、施溝分割技法として扱わないでおく。

３ 鉄製工具を使用した比較的不規則な打撃分割で管玉素材を作り出す（大賀 ２００１）。
４ 硬質の花仙山産碧玉は、古墳時代前期から本格的に使用され始める（米田 ２０００）とされているが、近年の調査では、弥生時代
後期前葉の鳥取県琴浦町笠見第３遺跡（牧本他 ２００４）と弥生時代後期後葉の同町久蔵峰北遺跡（小山他 ２００４）の竪穴住居跡
での使用が報告され、石材の使用年代が遡ることが確認されている。

参考文献
大賀克彦 ２００１「弥生時代における管玉の流通」『考古学雑誌』第８６巻第４号 日本考古学会
小山浩和他 ２００４『久蔵峰北遺跡・蝮谷遺跡・岩本遺跡』鳥取県教育文化財団
牧本哲雄他 ２００４『笠見第３遺跡（本文編）』鳥取県教育文化財団
増田浩太 ２００４「鳥取県の玉作関連遺跡」『古代出雲における玉作の研究�―中国地方の玉作関連遺跡集成―』島根県古代文化セン

ター
米田克彦 ２０００「碧玉製管玉の分類と碧玉原産地」『古代吉備』第２２集 古代吉備研究会
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表１３ 土器観察表

№
遺構・地区
層 位 名

挿図
PL

種類
器種

法量（�） 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成 色 調 備 考

１
SI１
P７

第９図
PL．１４

須恵器
坏

器高３．１△
外面口縁部ロクロナデ。
内面口縁部ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

２
SI１
埋土中

第９図
PL．１４

須恵器
坏

器高２．９△
外面口縁部ロクロナデ。
内面口縁部ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

３
SI１
北西区

第９図
PL．１４

土師器
甕

口径２８．９※
器高５．０△

外面口縁部ヨコナデ。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ヘラケズリ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
橙色

４
SI１

貼床除去後
第９図
PL．１４

土師器
甕

器高２．０△
外面口縁部ヨコナデ。
内面口縁部ヨコナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面褐色 内面スス付着

５
SI２
焼土中

第１２図
PL．１４

須恵器
甕

器高４．３△
外面胴部タタキ後粗雑なナデ。
内面胴部当て具痕（青海波文）あり。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

６
SI２
焼土中

第１２図
PL．１４

須恵器
甕

器高５．５△
外面胴部タタキ後粗雑なナデ。
内面胴部当て具痕（青海波文）あり。

密（２�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

７
SI２
焼土中

第１２図
PL．１４

土師器
甕

器高６．２△
外面胴部ハケ・ヘラミガキ。
内面胴部ヘラケズリ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面橙色 外面スス付着

８
SI３
埋土中

第１４図
PL．１５

須恵器
坏

器高３．３△
外面口縁部ロクロナデ。
内面口縁部ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

９
SI３
検出面

第１４図
PL．１５

須恵器
甕

―
外面頸部ヨコナデ後波状文。
内面頸部ヨコナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

１０
SI３
埋土中

第１４図
PL．１５

弥生土器
甕

器高４．８△
外面口縁部ヨコナデ。頸部ヘラケズリ後ナ
デ。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ハケ後ナデ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

やや良
内面にぶい褐
色
外面黄橙色

１１
SI３

埋土上層
第１４図
PL．１５

土師器
甕

口径２８．２※
器高５．６△

外面口縁部ヨコナデ・ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ

密（２�以下の砂
礫を含む）

良
内外面明赤褐
色～黒褐色

１２
SI３

埋土上層
第１４図
PL．１５

土師器
カマド

器高１０．８△
外面体部ナデ。底部ヘラケズリ後ナデ。
内面体部ヘラケズリ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内面黄橙色
外面にぶい黄
橙色

１３
SI４

埋土上層
第１６図
PL．１５

須恵器
坏

器高２．８△
外面口縁部ロクロナデ。
内面口縁部ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面赤褐色 焼成は土師質

１４
SI４
東区

第１６図
PL．１５

須恵器
坏

器高４．０△
外面底部ロクロナデ。底面静止糸切り後ナ
デ。
内面底部ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

１５
SI４

埋土上層
第１６図
PL．１５

須恵器
坏

器高４．１△
外面底部ロクロナデ。底面静止糸切り後ナ
デ。
内面底部ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

１６
SI４

埋土上層
第１６図
PL．１５

須恵器
蓋

器高１．８△
外面口縁部ロクロナデ。天井部ヘラケズリ。
内面口縁部ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

１７
SI４

床面付近
第１６図
PL．１５

須恵器
甕

口径１５．０※
器高３．９△

外面口縁部ヨコナデ。
内面口縁部ヨコナデ。肩部タタキ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良 内外面灰白色

１８
SI４

埋土上層
第１６図
PL．１５

土師器
坏

口径１２．８※
器高３．９△

外面口縁部ヨコナデ。
内面口縁部ヨコナデ。

やや密（１�以下
の砂粒を含む）

良 内外面灰白色

１９
SI４

床面付近
第１６図
PL．１５

土師器
坏

器高３．１△

外面口縁部ヨコナデ・ヘラケズリ後ヘラミ
ガキ。
内面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ・螺旋暗
文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面赤褐色
内外面赤色塗
彩

２０
SI４

床面付近
第１６図
PL．１６

土師器
甕

口径２３．０※
器高７．５△

外面口縁部ヨコナデ。頸部ハケ。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ヘラケズリ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良 内外面橙色
外面スス痕あ
り

２１
SI４

床面付近
第１６図
PL．１５

土師器
甕

口径２３．０※
器高８．０△

外面口縁部ヨコナデ。頸部ハケ後ナデ。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ハケ・ヘラケズ
リ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面橙色

２２
SB１
P１４

第１８図
PL．１６

須恵器
坏

口径１２．２※
器高３．７△

外面口縁部ロクロナデ後ナデ。
内面口縁部ロクロナデ・沈線。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

２３
SB１
P１５

第１８図
PL．１６

須恵器
! 器高３．２５△

外面口縁部ロクロナデ。
内面口縁部ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

２４
SB１
P７

第１８図
PL．１６

土師器
坏

器高２．６△
外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。底部ヘ
ラケズリ後ナデ。
内面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

内外面赤色塗
彩・黒斑あり

２５
SB２
P１０

第１９図
PL．１６

土師器
坏

器高０．９△
外面底部ナデ。
内面底部ハケ後ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面赤色塗
彩

八幡遺跡遺物観察表
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№
遺構・地区
層 位 名

挿図
PL

種類
器種

法量（�） 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成 色 調 備 考

２６
SB２
P４

第１９図
PL．１６

土師器
皿

器高２．１△
外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。
内面口縁部ヨコナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
橙色

内外面赤色塗
彩
内面黒斑あり

２７
SB３
P９

第２１図
PL．１６

土師器
坏

口径１６．４※
器高４．３△

外面口縁部・底部ヨコナデ・沈線。
内面口縁部・底部ヨコナデ・沈線。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面橙色

２８
SB３
P１１

第２１図
PL．１６

土師器
坏

口径１５．４※
器高３．７△

外面口縁部ヨコナデ。底部ヘラケズリ後ナ
デ。
内面口縁部ヨコナデ。底部ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

内外面赤色塗
彩
外面黒斑あり

２９
SB３
P８

第２１図
PL．１６

須恵器
坏

器高２．３△
外面ロクロナデ。
内面ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面暗青灰
色

３０
SB６～９
P７

第２６図
PL．１６

土師器
坏

口径１６．８※
器高４．０△

外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。底部ヘ
ラケズリ後ヘラミガキ。
内面口縁部・底部ヨコナデ・ヘラミガキ後
螺旋暗文。

密（２�以下の砂
粒を含む）

良 内外面赤褐色
内外面赤色塗
彩

３１
SB６・８・９
P５

第２６図
PL．１６

土師器
坏

―
外面底部ヘラケズリ後ヘラミガキ。
内面底部ナデ後ヘラミガキ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面赤褐色
内外面赤色塗
彩

３２
SK１

埋土下層
第３３図
PL．１８

須恵器
台付壺

底径９．２※
器高３．７△

外面底部・台部ロクロナデ。底面回転糸切
り。
内面底部ロクロナデ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良 内外面灰色

３３
SK１

埋土下層
第３３図
PL．１８

須恵器
坏

底径７．８※
器高２．４△

外面底部ロクロナデ。底面回転糸切り。
内面底部ロクロナデ後不定方向のナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

３４
SK１

床面付近
第３３図
PL．１８

須恵器
高台坏

底径７．２※
器高３．４△

外面底部・台部ロクロナデ。底面回転ヘラ
ケズリ。
内面底部ロクロナデ後不定方向のナデ。

密（３�以下の砂
礫を含む）

良 内外面灰色

３５
SK１

埋土上層
第３３図
PL．１８

須恵器
鉢

口径１８．４※
器高５．１△

外面口縁部・体部ロクロナデ。
内面口縁部・体部ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内面灰色
外面赤灰色

３６
SK１

埋土下層
第３３図
PL．１７

土師器
皿

器高１．０△
外面底部ヘラケズリ後ナデ。
内面底部ナデ・ハケ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

内外面赤色塗
彩

３７
SK１
南東区

第３３図
PL．１７

土師器
皿

器高２．２△
外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。
内面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

内外面赤色塗
彩

３８
SK１

埋土下層
第３３図
PL．１７

土師器
坏

器高１．８△
外面底部ヨコナデ後ヘラミガキ。
内面底部ヨコナデ後ヘラミガキ・放射状暗
文・螺旋暗文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

内外面赤色塗
彩

３９
SK１

埋土上層
第３３図
PL．１７

土師器
坏

底径７．０※
器高１．７△

外面底部ヘラケズリ後ナデ。
内面底部ヘラミガキ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外にぶい黄
橙色

内外面赤色塗
彩

４０
SK１

埋土上層
第３３図
PL．１７

土師器
坏

器高３．０△
外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。
内面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ・螺旋暗
文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
赤褐色

内外面赤色塗
彩
外面スス付着

４１
SK１

埋土下層
第３３図
PL．１７

土師器
坏

器高２．７△
外面口縁部ヨコナデ。底部ヘラケズリ後ナ
デ。
内面口縁部ヨコナデ。

密（２�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

内外面赤色塗
彩

４２
SK１

埋土上層
第３３図
PL．１７

土師器
坏

底径９．０※
器高０．８△

外面底部ヘラケズリ後ナデ。
内面底部ヨコナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内面橙色
外面にぶい赤
褐色

内外面赤色塗
彩
外面スス付着

４４
SK２
南西区

第３５図
PL．１８

須恵器
坏

底径８．８※
器高１．４△

外面底部ロクロナデ。底面静止糸切り。
内面底部ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

４５
SK２
南西区

第３５図
PL．１８

土師器
坏

口径１４．０※
器高３．６△

外面口縁部ヨコナデ。底部ヘラケズリ後ナ
デ。
内面口縁部ヨコナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面浅黄橙
色

内外面赤色塗
彩

４６
SK２
北東区

第３５図
PL．１８

土師器
坏

口径１５．６※
器高２．０５△

外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。
内面口縁部ヨコナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面浅黄橙
色

内外面赤色塗
彩

４７
SK２

埋土上層
第３５図
PL．１８

土師器
皿

口径１８．０※
器高２．５△

外面口縁部ヨコナデ。底部ヘラケズリ後ナ
デ。
内面口縁部ヨコナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外にぶい黄
橙色

内外面赤色塗
彩（塗りは剥
げている）

４８
SK２
南西区

第３５図
PL．１８

土師器
坏

器高２．８△
外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。
内面口縁部ヨコナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
橙色

内外面赤色塗
彩

４９
SK２

埋土下層
第３５図
PL．１８

土師器
甕

口径３５．６※
器高７．４△

外面口縁部ナデ。頸部タテハケ後ナデ。
内面口縁部ナデ。頸部ヘラケズリ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

内外面スス付
着

５０
SK２

床面付近
第３５図
PL．１８

土師器
甕

口径１８．４※
器高８．５△

外面口縁部ヨコナデ。胴部ナデ。
内面口縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。

密（５�以下の砂
礫を含む）

良
内外面にぶい
褐色

内外面スス付
着

八幡遺跡遺物観察表
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№
遺構・地区
層 位 名

挿図
PL

種類
器種

法量（�） 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成 色 調 備 考

５１
SK３

床面付近
第３７図
PL．１９

須恵器
高台坏

口径１３．８△
器高４．７５△
高台径９．４５△

外面口縁部ロクロナデ・２条の沈線。底部
回転ヘラ切り後ナデ。
内面口縁部ロクロナデ。底部ロクロナデ後
不定方向のナデ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良 内外面灰色

５２
SK３

埋土下層
第３７図
PL．１９

須恵器
高台坏

口径１４．１※
器高５．２△
底径８．２※

外面口縁部・台部ロクロナデ。
内面口縁部ロクロナデ。

密（３�以下の砂
礫を含む）

良 内外面灰色

５３
SK３

埋土上層
第３７図
PL．１９

須恵器
坏

口径１２．８※
器高３．５△

外面口縁部ロクロナデ。
内面口縁部ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

５４
SK３
北西区

第３７図
PL．１９

須恵器
蓋

口径１４．４※
器高１．６５△

外面ロクロナデ。
内面ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

５５
SK３

埋土下層
第３７図
PL．１９

須恵器
蓋

つまみ径４．８※
器高１．４５△

外面口縁部ロクロナデ。天井部回転ヘラケ
ズリ後ナデ。
内面ヨコナデ後不定方向のナデ・ヘラミガ
キ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

５６
SK３

埋土下層
第３７図
PL．１９

須恵器
台付壺

器高４．２△
外面左方向の回転ヘラケズリ・ヨコナデ。
底部ヨコナデ・ナデ。
内面ヨコナデ後不定方向のナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内面灰色
外面灰色～暗
灰色

５７
SK３

埋土上層
第３７図
PL．１９

須恵器
長頸壺

器高１０．１△
外面頸部ロクロナデ・２条の沈線。
内面頸部ロクロナデ・ナデ・指頭圧痕。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

５８
SK３

埋土上層
第３７図
PL．１９

土師器
皿

―
外面ヘラケズリ・ナデ後ヘラミガキ。
内面ナデ後ヘラミガキ・螺旋暗文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面明赤褐
色

内外面赤色塗
彩

５９
SK３

埋土下層
第３７図
PL．１９

土師器
鉢

口径１２．３※
器高５．９△

外面口縁部・底部ナデ後ヘラミガキ。
内面口縁部・底部ナデ後ヘラミガキ・螺旋
暗文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面赤褐色
内外面赤色塗
彩

６０
SK３

埋土上層
第３７図
PL．１９

土師器
甕

口径３０．３※
器高１４．１△

外面口縁部ヨコナデ。胴部ハケ後ナデ。
内面口縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ後ナ
デ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

外面スス付着

６１
SK４

埋土下層
第４１図
PL．２１

須恵器
坏

口径１２．８※
器高４．６５△
底径９．１△

外面口縁部ロクロナデ。底面回転糸切り。
内面口縁部ロクロナデ。底部ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

６２
SK４

埋土上層
第４１図
PL．２１

須恵器
坏

口径１３．０※
器高４．１△
底径８．０※

外面口縁部ロクロナデ。底面回転糸切り。
内面口縁部ロクロナデ。底部ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

６３
SK４
北西区

第４１図
PL．２０

須恵器
皿

器高１．１△
底径１０．８※

外面底部ロクロナデ。底面回転ヘラケズ
リ。
内面底部ロクロナデ・ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内面灰黄色
外面にぶい赤
褐色

６４
SK４

埋土上層
第４１図
PL．２０

須恵器
短頸壺

口径１０．０※
器高４．０△

外面口縁部・肩部ロクロナデ。
内面口縁部・肩部ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

６５
SK４

床面付近
第４１図
PL．２０

土師器
皿

口径１４．８※
器高１．５△
底径１３．０※

外面口縁部ヨコナデ。底面ヘラケズリ後ナ
デ。
内面口縁部ヨコナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
赤褐色

内外面に赤色
塗彩痕あり

６６
SK４

埋土上層
第４１図
PL．２０

土師器
皿

口径１６．４※
器高１．８△

外面口縁部ヨコナデ。底部ヘラケズリ後ナ
デ・ヘラミガキ。
内面口縁部ハケ後ナデ。底部ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面明赤褐
色

底部にハケの
痕跡が残る。

６７
SK４

埋土下層
第４１図
PL．２０

土師器
カマド

器高８．８△
外面底部ハケ。底面ヘラケズリ後ナデ。
内面底部ヘラケズリ・ヨコナデ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良 内外面橙色

６８
SK４

埋土下層
第４１図
PL．２０

土師器
甕

口径１５．８※
器高８．０△

外面口縁部ヨコナデ。胴部ナデ。
内面口縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面褐色
内外面スス付
着

６９
SK４

埋土下層
第４１図
PL．２０

土師器
甕

口径２１．２※
器高８．７△

外面口縁部ヨコナデ。胴部ナデ。
内面口縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。

密（５�以下の砂
礫を含む）

良 内外面褐色
内外面スス付
着

７０
SK４

埋土上層
第４１図
PL．２０

土師器
甕

口径２４．８※
器高５．８△

外面口縁部ヨコナデ。胴部ハケ後ナデ。
外面口縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面褐色
内外面スス付
着

７１
SK４

埋土上層
第４１図
PL．２０

縄文土器 器高３．８△
外面沈線。縄文。
内面ナデ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良 内外面黒褐色

７２
SK５
北東区

第４３図
PL．２１

須恵器
坏

口径１３．７※
器高３．７△

外面口縁部ロクロナデ。底面ヘラ切り。
内面口縁部・底部ロクロナデ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良 内外面青灰色

７３
SK５

埋土上層
第４３図
PL．２１

須恵器
坏

器高１．４５△
底径７．２※

外面底部ロクロナデ後ナデ。底面静止糸切
り後ナデ。
内面底部ロクロナデ後ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色 墨書土器

７４
SK５

埋土下層
第４３図
PL．２２

須恵器
横瓶

口径１２．８※
器高５．０△

外面口縁部ロクロナデ。肩部タタキ。
内面口縁部ロクロナデ。肩部青海波文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

八幡遺跡遺物観察表
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№
遺構・地区
層 位 名

挿図
PL

種類
器種

法量（�） 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成 色 調 備 考

７５
SK５

埋土上層
第４３図
PL．２１

土師器
坏

口径１１．８※
器高３．２△

外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。底部ヘ
ラケズリ後ヘラミガキ。
内面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ・放射状
暗文。底部ナデ後螺旋暗文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面明赤褐
色

内外面赤色塗
彩
内面漆付着

７６
SK６

埋土上層
第４５図
PL．２２

須恵器
蓋

つまみ径
５．０※
器高１．６△

外面天井部回転ヘラケズリ。つまみ部ロク
ロナデ
内面天井部ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面青灰色

７７
SK６

埋土上層
第４５図
PL．２２

土師器
坏

器高１．２△
外面ナデ後ヘラミガキ。
内面ナデ後放射状・螺旋暗文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面橙色
内外面赤色塗
彩

７８
SK７

埋土中層
第４７図
PL．２２

土師器
甕

口径２４．４※
器高４．０△

外面口縁部ヨコナデ。
内面口縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。

密（３�以下の砂
礫を含む）

良 内外面橙色

７９
SD１
埋土中

第４９図
PL．２２

弥生土器
甕

口径２４．０※
器高５．６△

外面口縁部多条平行沈線文。頸部ナデ。肩
部波状文。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ミガキ。肩部ヘ
ラケズリ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良
内面浅黄橙色
外面にぶい黄
橙色

外面スス付着

８０
SD１
埋土中

第４９図
PL．２２

弥生土器
甕

口径１６．２※
器高４．３△

外面口縁部多条平行沈線文。頸部ヨコナ
デ。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ヘラケズリ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良
内外面にぶい
橙色

８１
SD１
埋土中

第４９図
PL．２２

弥生土器
甕

口径１５．２※
器高４．７△

外面口縁部多条平行沈線文。頸部ナデ。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ヘラケズリ後ナ
デ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良
内外面浅黄橙
色

８２
SD１
埋土中

第４９図
PL．２２

弥生土器
甕

口径１０．２※
器高４．３△

外面口縁部多条平行沈線文。頸部ナデ。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ヘラケズリ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良
内外面にぶい
黄色

外面スス付着

８３
SD１
埋土中

第４９図
PL．２２

弥生土器
甕

口径１２．６※
器高４．２△

外面口縁部ヨコナデ。頸部貝殻腹縁文。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ヘラケズリ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面浅黄色 外面スス付着

８４
SD１
埋土中

第４９図
PL．２２

弥生土器
甕

口径１３．８※
器高４．４△

外面口縁部ヨコナデ。頸部ヘラミガキ。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ヘラケズリ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

内面黒斑あり

８５
SD１
埋土中

第４９図
PL．２２

弥生土器
甕

器高５．９△
外面口縁部多条平行沈線文後ナデ消し。頸
部ナデ。肩部貝殻腹縁文。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ヘラケズリ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

８６
SD１
埋土中

第４９図
PL．２２

弥生土器
甕

器高３．４△
外面口縁部３条の平行沈線文。頸部ナデ・
穿孔あり。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ヘラケズリ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面淡黄色
内外面赤色塗
彩

８７
SD１
埋土中

第４９図
PL．２２

弥生土器
甕

口径８．４※
器高３．１△

外面口縁部多条平行沈線文。頸部ナデ・穿
孔あり。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ヘラケズリ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良

内面にぶい黄
橙色
外面にぶい橙
色

８８
SD１

埋土上層
第４９図
PL．２２

弥生土器
高坏

口径２５．０※
器高７．２△

外面口縁部・体部ナデ後ヘラミガキ。
内面口縁部・体部ナデ。

密（３�以下の砂
礫を含む）

良
内外面浅黄橙
色

８９
SD１

埋土上層
第４９図
PL．２２

弥生土器
甕

器高３．６△
外面頸部ヨコナデ・ナデ。貼付突帯刻目。
内面頸部ナデ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良 内外面浅黄色

９０
SD１
埋土中

第４９図
PL．２２

縄文土器
鉢

器高４．１△
外面口縁部Ｌ―Ｒ単節縄文。貼付隆帯刻目。
内面口縁部ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面灰黄褐
色

９１
SD３
埋土中

第５３図
PL．２３

須恵器
坏

器高２．９△
外面ロクロナデ。
内面ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

９２
I３８
包含層

第５４図
PL．２３

須恵器
坏

底径８．３※
器高２．８△

外面底部ロクロナデ。底面回転糸切り。
内面底部ロクロナデ・ナデ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良

内面にぶい褐
色
外面青灰～に
ぶい褐色

９３
F３８
包含層

第５４図
PL．２３

須恵器
蓋

底径１５．２※
器高１．６△

外面ロクロナデ。
内面ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面青灰色

９４
I３９
包含層

第５４図
PL．２３

須恵器
甕

器高２３．７△
胴部最大径
２８．４※

外面胴部・底部タタキ。
内面当て具痕（青海波文）。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良
内面暗灰色
外面灰～暗灰
色

９５
H３９
包含層

第５４図
PL．２３

土師器
坏

口径１２．０※
器高３．３△

外面ヨコナデ。
内面ヨコナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面橙色
内外面赤色塗
彩

９６
H３８
包含層

第５４図
PL．２３

土師器
坏

口径１４．０※
器高３．７△

外面口縁部・底部ナデ後ヘラミガキ。
内面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。底部螺
旋暗文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面赤褐色
内外面黒斑あ
り

９７
G３７
包含層

第５４図
PL．２３

土師器
甕

口径２１．１※
器高６．４△

外面口縁部ヨコナデ。頸部ハケ後ナデ。
内面口縁部ハケ後ヨコナデ・ナデ。頸部ヘ
ラケズリ。

やや密（４�以下
の砂礫を含む）

良 内外面橙色 内面スス付着

八幡遺跡遺物観察表
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№
遺構・地区
層 位 名

挿図
PL

種類
器種

法量（�） 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成 色 調 備 考

９８
G３９
包含層

第５４図
PL．２３

土師器
甕

口径２０．９※
器高４．６△

外面口縁部・頸部ヨコナデ。
内面口縁部ナデ。頸部ヘラケズリ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

９９
I３９
包含層

第５４図
PL．２３

縄文土器 器高５．３△
外面口縁部Ｌ―Ｒ単節縄文。貼付隆帯刻目。
内面口縁部Ｒ無節縄文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面橙色 外面スス付着

１００
G３８
表土

第５５図
PL．２４

須恵器
坏

口径１２．６※
器高４．３△

外面口縁部ロクロナデ。底面回転糸切り。
内面口縁部ロクロナデ。底部ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

１０１
H３８
表土

第５５図
PL．２５

須恵器
坏

口径１３．６※
器高４．３△

外面口縁部ロクロナデ。底面静止糸切り。
内面口縁部ロクロナデ。底部ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

１０２
G３８
表土

第５５図
PL．２５

須恵器
坏

口径１２．８※
器高３．７△

外面口縁部ロクロナデ。底面静止糸切り。
内面口縁部ロクロナデ。底部ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

１０３
G３８
表土

第５５図
PL．２３

須恵器
坏

口径１２．７※
器高３．９△

外面口縁部ロクロナデ。底面静止糸切り。
内面口縁部ロクロナデ。底部ナデ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良 内外面灰赤色

１０４
G４０
表土

第５５図
PL．２４

須恵器
坏

口径１４．５※
器高５．０△

外面ロクロナデ。底面回転糸切り。
内面ロクロナデ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良 内外面灰色

１０５
K４１
表土

第５５図
PL．２５

須恵器
高台坏

口径１３．１※
器高５．１△

外面口縁部・台部ロクロナデ。底面回転糸
切り。
内面口縁部ロクロナデ。底部ナデ。

密（１�以下の砂
礫を含む）

良 内外面灰色

１０６
H３９
表土

第５５図
PL．２４

須恵器
蓋

口径１４．８※
器高３．４△

外面口縁部ロクロナデ。天井部ヘラケズ
リ。つまみ部ナデ。
内面口縁部ロクロナデ、天井部ロクロナデ
後不定方向のナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色 ヘラ記号あり

１０７
H３８
表土

第５５図
PL．２４

須恵器
鉢

口径１８．８※
器高８．７△

外面口縁部ロクロナデ。底部ヘラケズリ。
内面口縁部ロクロナデ。体部ロクロナデ後
ヘラケズリ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

やや良 内外面灰白色

１０８
I３９
表土

第５５図
PL．２４

須恵器
短頸壺

口径１１．５※
器高７．８△

外面口縁部ロクロナデ。底部ヘラケズリ。
底面静止糸切り。
内面ロクロナデ。

密（５�以下の砂
礫を含む）

良 内外面灰色

１０９
I３８、３９
表土

第５５図
PL．２４

土師器
皿

口径１３．７※
器高１．５△

外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。底部ヘ
ラケズリ後ナデ。
内面口縁部ヨコナデ。底部螺旋暗文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
橙色

内外面赤色塗
彩

１１０
G３８
表土

第５５図
PL．２５

土師器
皿

口径１７．１△
器高１．９△

外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。底部ヘ
ラケズリ・ナデ後ヘラミガキ。
内面ヨコナデ後ヘラミガキ・放射・螺旋暗
文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面浅黄橙
色

内外面赤色塗
彩

１１１
I３９
表土

第５５図
PL．２５

土師器
坏

口径１２．９△
器高３．２△

外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。底部ヘ
ラケズリ・ナデ後ヘラミガキ。
内面口縁部ヨコナデ・放射状暗文。底部ヨ
コナデ・螺旋暗文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面浅黄橙
色

内外面赤色塗
彩

１１２
I３８、I３９
表土

第５５図
PL．２５

土師器
坏

口径１５．０△
器高３．７△

外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。底部ヘ
ラケズリ・ナデ後ヘラミガキ。
内面口縁部ヨコナデ・放射状暗文。底部ヨ
コナデ・螺旋暗文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面浅黄橙
色

内外面赤色塗
彩

１１３
F３８
表土

第５５図
PL．２５

土師器
坏

器高４．４△
外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ。底部ヘ
ラケズリ後ヘラミガキ。
内面ヨコナデ後ヘラミガキ・放射状暗文。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面赤褐色
内外面赤色塗
彩

１１４
F３７
表土

第５５図
PL．２５

土師器
坏

器高３．１△
外面ヨコナデ後ヘラミガキ。
内面ヨコナデ後ヘラミガキ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外にぶい黄
橙色

内外面赤色塗
彩

１１５
I３９
表土

第５５図
PL．２５

土師器
甕

口径１７．２※
器高１０．８△

外面口縁部・胴部ハケ後ナデ。
内面口縁部ハケ後ナデ。胴部ヘラケズリ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

１１６
１区
表土

第５５図
PL．２５

柱状
高台皿

口径８．９※
器高３．５△
底径５．７※

外面ヨコナデ。底面回転糸切り。
内面ヨコナデ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良
内外面浅黄橙
色

１１７
１区
表土

第５５図
PL．２５

青磁
碗

器高４．８△ 内面花文。
密（１�以下の砂
粒を含む）

良
施釉（明オリー
ブ灰色）露胎
（灰白色）

１１８
１区
表土

第５５図
PL．２５

青磁
碗

器高４．２△ 内面縦横方向、鈎状刻文。
密（１�以下の砂
粒を含む）

良
施釉（オリー
ブ灰色）露胎
（灰白色）

１１９
１区
表土

第５５図
PL．２５

青磁
碗

器高３．４△ 内面花文象嵌。
密（１�以下の砂
粒を含む）

良
施釉（灰オリー
ブ色）

高麗青磁

１２１
SI５

埋土上層
第６０図
PL．２６

須恵器
坏

口径１２．８△
器高３．１※

外面口縁部ロクロナデ。
内面口縁部ロクロナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

八幡遺跡遺物観察表
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№
遺構・地区
層 位 名

挿図
PL

種類
器種

法量（�） 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成 色 調 備 考

１２２
SI５

埋土上層
第６０図
PL．２６

須恵器
坏

器高２．５△
底径８．０△

外面底部ロクロナデ。底面回転糸切り。
内面底部ヨコナデ後ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

１２３
SI５

埋土下層
第６０図
PL．２６

須恵器
高台坏

器高２．４△
底径６．８※

外面底部回転ヘラケズリ。台部ロクロナデ。
内面ロクロナデ後ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色

１２４
SI５

埋土上層
第６０図
PL．２６

須恵器
蓋

蓋径５．０※
器高１．８△

外面回転ヘラケズリ。つまみ部ロクロナデ。
内面ロクロナデ後不定方向のナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面灰色 転用硯

１２５
SI５

埋土下層
第６０図
PL．２６

土師器
甕

器高５．４△
外面口縁部ヨコナデ。頸部ナデ。
内面口縁部ハケ後ナデ。頸部ヘラケズリ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良 内外面橙色 内面スス付着

１２６
SI５

埋土上層
第６０図
PL．２６

土師器
甕

胴部最大径
２５．０※
器高１９．０△

外面胴部ハケ後ナデ。
内面胴部ヘラケズリ後ナデ。

やや粗（４�以下
の砂礫含む）

良
内外面灰黄褐
色

外面スス付着

１２７
SD９
埋土中

第６５図
PL．２７

土師器
甕

器高３．２△
外面口縁部ヨコナデ。
内面口縁部ヨコナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

外面スス付着

１２８
H３５
包含層

第６６図
PL．２７

縄文土器
深鉢

器高５．０△
外面口縁部ナデ。貼付突帯部刻目。
内面口縁部ナデ。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

１２９
拡張区
表土

第６７図
PL．２７

青磁
碗

器高３．６△ 内面唐草文。
密（１�以下の砂
粒を含む）

良
施釉（オリー
ブ灰）
露胎（灰白色）

１３０
SK１５
埋土中

第８５図
PL．２８

磁器
碗

器高１．６５△
外面―
内面―

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
施釉（白～紺）
露胎（白）

肥前系

１３１
SD１２
埋土中

第９０図
PL．２７

弥生土器
甕

口径１７．６※
器高３．９△

外面口縁部多条平行沈線文。頸部ナデ。
内面口縁部ナデ後ヘラミガキ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

１３２
SD１２
６層

第９０図
PL．２７

弥生土器
甕

口径１６．１※
器高５．７△

外面口縁部ナデ。１条の沈線。頸部ハケ。
内面口縁部ナデ。頸部ヘラケズリ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良
内外面にぶい
赤褐色

１３３
SD１２
６層

第９０図
PL．２７

弥生土器
甕

口径２０．８※
器高５．２△

外面口縁部ナデ・２条の沈線。頸部ナデ。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ヘラケズリ後ナ
デ。

密（３�以下の砂
礫を含む）

良 内外面橙色

１３４
SD１２
８層

第９０図
PL．２７

弥生土器
甕

口径１５．６※
器高３．４△

外面口縁部ヨコナデ。頸部ナデ。
内面口縁部ヨコナデ。頸部ナデ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良 内外面黄橙色

１３５
SD１２
埋土中

第９０図
PL．２７

弥生土器
甕

口径１５．６※
器高３．５△

外面口縁部ナデ・刻目。
内面口縁部ナデ。

密（４�以下の砂
礫を含む）

良 内外面橙色

１３６
SD１２
埋土中

第９０図
PL．２７

弥生土器
甕

器高３．２△
外面口縁部ナデ・刻目。
内面口縁部ナデ。

密（３�以下の砂
礫を含む）

良 内外面黄橙色 外傾接合

１３７
SD１２
埋土中

第９０図
PL．２７

弥生土器
甕

器高２．６△
外面口縁部ナデ・刻目。
内面口縁部ナデ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良 内外面橙色

１３８
SD１２
６層

第９０図
PL．２７

弥生土器
甕

底径５．５※
器高５．２△

外面ヘラミガキ。
内面ヘラケズリ。

密（２�以下の砂
礫を含む）

良
内外面にぶい
黄橙色

外面スス痕あ
り

１３９
SD１４
埋土上層

第９１図
PL．２８

磁器
皿

器高２．１５△
外面ロクロナデ。台部ケズリ出し高台。
内面施釉。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良

内面露胎（オ
リーブ黄色）
外面施釉（灰
黄色）

内外面に砂目
痕あり

１４０
SD１４
埋土上層

第９１図
PL．２８

陶器
鉢

器高２．４△
外面口縁部施釉。露胎。
内面口縁部施釉。露胎。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良
施釉（暗赤褐
色）露胎（に
ぶい赤褐色）

１４１
SD１４
埋土中

第９１図
PL．２８

陶器
植木鉢

器高４．４△
外面施釉。
内面露胎。

密（１�以下の砂
粒を含む）

良

内面露胎（オ
リーブ褐色）
外面施釉（灰
黄色）

八幡遺跡遺物観察表
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表１４ 石器・石製品観察表

№
遺構・地区
層位名

挿図
PL

種 類 石 材
最大長
（�）

最大幅
（�）

最大厚
（�）

重さ
（g）

備 考

S１
SI１

床面直上
第１０図
PL．２６

砥 石
角閃石黒雲母
安山岩

４４．７ １６．６ １０．３ １３，０００
表裏・左側面に
砥面あり

S２
１区
包含層

第５４図
PL．３０

石 匙 サヌカイト ４．６ ７．１ ０．７ １９．１

S３
１区
包含層

第５４図
PL．３０

石 鏃 黒曜石 １．９ １．６ ０．３ ０．５ 凹基無茎鏃

S４
１区H３８
表土

第５５図
PL．３０

石 核 瑪 瑙 ２．３ ２．３ １．３ ５．４

S５
１区J４０
表土

第５５図
PL．３０

剥 片 黒曜石 ２．０ ２．２ ０．５ ２．８

S６
SI５

床面直上
第６１図
PL．２６

台 石
角閃石黒雲母
安山岩

３４．８ ３８．４ １３．８ ２２，０００
表面中央部に敲
打痕あり

S７
拡張区
包含層

第６６図
PL．３０

石 鏃 黒曜石 １．８ １．５ ０．５ ０．８ 凹基無茎鏃

S８
拡張区I３６
包含層

PL．３０ 石 核 黒曜石 ３．０ ３．０ １．７ １０．４

S９
拡張区
表土

第６７図
PL．３０

剥 片 黒曜石 ３．８ ２．７ ０．９ ５．５

S１０
SD１２
８層

第９０図
PL．３０

石 鏃
（部分磨製）

サヌカイト １．６ １．３ ０．３ ０．４ 凹基無茎鏃

S１１
SD１２
１６層

第９０図
PL．３０

石 鏃 サヌカイト １．８ １．２ ０．３ ０．６ 凸基�式無茎鏃

S１２
SD１２
８層

第９０図
PL．３０

未 製 品
粘板岩もしく
は脈石

２．５ １．５ ０．５ ３．６

S１３
SD１２
８層

第９０図
PL．２９

剥 片 碧 玉 ３．４ １．７ ０．７ ３．７ 分析№９４４７７

S１４
SD１２
８層

第９０図
PL．２９

石 核 碧 玉 １．６ １．３ ０．８ １．８ 分析№９４４７６

S１５
SD１２
８層

第９０図
PL．２９

玉 未 製 品 碧 玉 ２．３ １．１ ０．６ １．５
施溝分割の痕跡
あり
分析№９４４８１

S１６
SD１２
１６層

第９０図
PL．２９

剥 片 碧 玉 ２．０ １．７ ０．７ １．４ 分析№９４４７８

S１７
SD１２
１１層

第９０図
PL．２９

剥 片 碧 玉 ２．９ ２．１ １．０ ３．９ 分析№９４４７９

S１８
SD１２
１６層

第９０図
PL．２９

剥 片 碧 玉 １．０ １．３ ０．３ ０．３ 分析№９４４８０

S１９
３区C３
表土

第９２図
PL．３０

砥 石 石英安山岩 ６．８ ５．３ ３．０ １３９
表裏・両側面に
砥面あり
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F17
F1

F2

F3

F4 F5

F11

F13

120

F12

F10

F7

F18

F21

F19

F20

F6

F9

F8

F16

F15

43

F14

※縮尺はF6～9、F18～21は1/2、それ以外は1/4

拡張区　SI5

椀形鍛冶滓（極小・含鉄）�

椀形鍛冶滓�

なし�

鉄製品（鍛造品）�

銹化（△）�

１区　SK2

椀形鍛冶滓（中）�

なし�

１区グリッド�

椀形鍛冶滓（中・含鉄）�

銹化（△）�

椀形鍛冶滓（小）�

なし�

椀形鍛冶滓（極小・含鉄）�

H（○）�

H（○）�

鍛冶滓�

なし�

羽口（鍛冶）�

なし�

椀形鍛冶滓（極小・含鉄）�

銹化（△）�

２区グリッド�

鉄製品（鍛造品）�

銹化（△）�

鉄製品（鍛造品）�

銹化（△）�

１区　SK3

鉄製品（鍛造品）�

銹化（△）�

１区　SK1

羽口（鍛冶）�

なし�

銹化（△）�
１区　SK4

鉄製品（鍛造品）�

銹化（△）�

１区　SK5

鉄製品（鍛造品）�

銹化（△）�

第１０７図 鉄関連遺物構成図

表１５ 鉄関連遺物観察表

掲載№ 遺 物 名 地 区 名 遺 構 名
計 測 値（�）

重 量（g） 磁着度 メ タ ル 度 備 考
長 さ 幅 厚 さ

F１ 椀形鍛冶滓 １区 SK２北西区 ４０．０ ４９．０ ４０．０ ９１．５ ４ なし

F２ 鉄製品（鍛造品） １区 SK３南東区 ６１．０ １０．０ ３．５ ４．３ ２ 銹化（△） 刀子

F３ 鉄製品（鍛造品） １区 SK４ ８３．０ ９．０ ４．０ １４．２ ３ 銹化（△） 刀子

F４ 不明鉄製品（鍛造品） １区 SK５ ４１．０ ８．５ ４．０ ０．３ ２ 銹化（△）

F５ 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） １区G３８ 包含層 ５９．０ ６３．０ １８．０ ９２．０ ４ Ｈ（○）

F６ 鉄製品（鍛造品） １区H３９ 表土 ３９．５ ２４．０ ３．０ ８．０ ２ 銹化（△） 鎌

F７ 不明鉄製品（鍛造品） １区H３９ 表土 ２４．０ ４．０ ２０．０ ５．０ １ 銹化（△）

F８ 不明鉄製品（鍛造品） １区H３９ 表土 ４５．０ ８．０ ８．０ ５．２ １ 銹化（△）

F９ 不明鉄製品（鍛造品） １区F３８ 表土 ２８．０ ９．０ ５．５ ３．７ ４ 銹化（△）

F１０ 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） １区H３９ 表土 ７４．５ ５６．０ １８．０ ８８．０ ３ 銹化（△）

F１１ 椀形鍛冶滓（小） １区I３８ 表土 ７６．０ ６７．０ ２１．０ １２４．０ ３ なし

F１２ 鍛冶滓 １区F３８ 表土 ３６．０ ２５．０ １２．０ １０．６ ２ なし

F１３ 椀形鍛冶滓（中・含鉄） １区I３８ 表土 ８２．０ ７７．０ ３４．０ ２８４．０ ６ 銹化（△）

F１４ 鉄製品（鍛造品） 拡張区 SI５ ６６．５ ４２．０ ２４．０ １２５．０ ４ 銹化（△） 袋状鉄斧

F１５ 鉄製品（鍛造品） 拡張区 SI５北西区 ５０．０ ２１．５ ２．５ ３．５ ３ 銹化（△） 刀子

F１６ 椀形鍛冶滓 拡張区 SI５北東区 １４．５ ２１．０ ２９．０ １４．４ １ なし

F１７ 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） 拡張区 SI５南西区 ５０．０ ２３．０ １７．０ ２１．０ １ 銹化（△）

F１８ 不明鉄製品（鍛造品） ２区G１６ 表土 ５６．０ ５．０ ６．０ ５．０ ２ 銹化（△）

F１９ 不明鉄製品（鍛造品） ２区G２０ 表土 ４２．０ ５．５ ５．５ ３．３ ２ 銹化（△）

F２０ 不明鉄製品（鍛造品） ２区G１９ 表土 ２２．０ ５．０ ５．０ ２．４ ２ H（○）

F２１ 不明鉄製品（鍛造品） ２区F１９ 表土 ２４．０ ３．５ ３．５ １．９ ２ 銹化（△）

４３ 羽口（鍛冶） １区 SK１ ２２．０ ３２．０ １７．０ １５．２ １ なし

１２０ 羽口（鍛冶） １区G３８ 表土 ５６．０ ３２．０ ４８．０ ５９．５ １ なし

磁着度は「標準磁石（TOKINフェライト磁石SR―３）」を用いて資料との反応を１～８までの数字で表現したもので、数値が大きいほど磁着度が強いことを示す。メタル度は小
型金属探知機（KDS METALCHECKER MR―５０）によって判定された金属鉄の残留度を示すもので、基準感度は次の通りである。
Ｈ（○）：Ｈは最高感度でごく小さな金属鉄が残留することを示す。
Ｍ（◎）：Ｍは標準感度で一般的な大きさや金属鉄が残留することを示す。
Ｌ（●）：Ｌは低感度でやや大きな金属鉄が残留することを示す。
特Ｌ（☆）：特Ｌは低感度でＬ以上の大きな金属鉄が残留することを示す。
銹化（△）：かつて金属鉄が内包されていたが、すでに銹化してしまったものを示す。
椀形鍛冶滓の大きさは完形を想定した場合の大きさを示す。表記の仕方は次の通りである。
極小：１２５g未満 小：１２５～２５０g 中：２５１～５００g 大：５０１～１� 特大：１�超
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図 版



八幡遺跡 PL. １

１区SI１完掘状況（東から）

１区SI２完掘状況（北から）

１区SI３完掘状況（西から）



PL. ２ 八幡遺跡

１区SI４完掘状況（南から）

１区SB１完掘状況（北から）

１区SB２完掘状況（西から）



八幡遺跡 PL. ３

１区SB３完掘状況（北から）

１区SB４・５
完掘状況（北から）

１区SB６～９
完掘状況（南から）



PL. ４ 八幡遺跡

１区SK１遺物出土状況（東から） １区SK１完掘状況（西から）

１区SK２遺物出土状況（西から）

１区SK３遺物出土状況（北東から）

１区SK２完掘状況（西から）

１区SK３礫除去後（東から）



八幡遺跡 PL. ５

１区SK４遺物出土状況（東から） １区SK４完掘状況（東から）

１区SK５完掘状況（北から）

１区SK７完掘状況（南から）

１区SK６完掘状況（北から）

１区SD２完掘状況（南から）



PL. ６ 八幡遺跡

１区SD１完掘状況（南から）

１区SD３完掘状況（北から） １区SD４完掘状況（北から）



八幡遺跡 PL. ７

拡張区SI５遺物出土状況
（南から）

拡張区SI５完掘状況
（南から）

拡張区SB１０完掘状況
（南から）



PL. ８ 八幡遺跡

拡張区SD５～９完掘状況
（南東から）

２区SK８完掘状況
（南から）

２区SK９完掘状況
（南西から）



八幡遺跡 PL. ９

３区SB１１完掘状況（東から）

３区西側完掘状況（北西から）



PL.１０ 八幡遺跡

３区SB１２完掘状況（東から）

３区SB１３完掘状況（東から）

３区SB１４完掘状況（東から）



八幡遺跡 PL.１１

３区SK１０完掘状況（南から） ３区SK１１完掘状況（南西から）

３区SK１２完掘状況（南東から）

３区SK１４完掘状況（東から）

３区SK１３完掘状況（南から）

３区SK１５完掘状況（南から）



PL.１２ 八幡遺跡

３区SK１６完掘状況（南から） ３区SK１７完掘状況（東から）

３区SD１０東側検出状況（西から）

３区SD１１検出状況（北西から）

３区SD１０完掘状況（西から）

３区SD１１完掘状況（北西から）



八幡遺跡 PL.１３

３区SD１２土層断面
（北から）

３区SD１２南側完掘状況
（北から）

３区SD１３～１５完掘状況
（西から）
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PL.１４ 八幡遺跡

１区SI１出土土器

１区SI２出土土器
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9
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18
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17

14

16
19

13

21

八幡遺跡 PL.１５

１区SI３出土土器

１区SI４出土土器



24
26

28

292522

23 31

PL.１６ 八幡遺跡

１区SB１～３、６・８・９出土土器

２０

１区SI４出土土器

２７

１区SB３出土土器

３０

１区SB６出土土器
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41

36

40

42

37

38

39

41 40

4236

八幡遺跡 PL.１７

１区SK１出土土師器（外面）

１区SK１出土土師器（内面）
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46 48

49
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45
47

44

PL.１８ 八幡遺跡

１区SK１出土須恵器

１区SK２出土土器
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52

57

八幡遺跡 PL.１９

１区SK３出土土器

６０

５１

５９
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64
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6566

68
69

67

70

PL.２０ 八幡遺跡

１区SK４出土土器



八幡遺跡 PL.２１

６１ ６２

１区SK４出土土器

７２ ７５

１区SK５出土土器

７３

１区SK５墨書土器

７５

１区SK５漆付着土器
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80 84
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8283
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PL.２２ 八幡遺跡

１区SK５～７出土土器

１区SD１出土土器



97 96
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93

92

99

八幡遺跡 PL.２３

１区包含層出土土器

９４

１区包含層出土土器

９１

１区SD３出土土器

１０２

１区表土出土土器



PL.２４ 八幡遺跡

１０４ １００

１０６

１０８ １０９

１区表土出土土器

１０７
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113
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118 119

八幡遺跡 PL.２５

１１１ １１２

１区表土出土土器
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PL.２６ 八幡遺跡

S１

１区SI１出土砥石

S６

拡張区SI５出土台石

拡張区SI５出土土器



131

136

133

132

134 135

137

138

八幡遺跡 PL.２７

１２７

拡張区SD９出土土器

１２８

拡張区包含層出土土器

１２９

拡張区表土出土土器

３区SD１２出土土器



139
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139

130

140

141

PL.２８ 八幡遺跡

３区SK１５・SD１４出土遺物（外面）

３区SK１５・SD１４出土遺物（内面）



八幡遺跡 PL.２９

S１３ S１６

S１４

S１５ S１８

３区SD１２出土碧玉

S１７
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S3 S7 S12

S11S10

S4

S5 S8
S9 S19

F16 43

F13

F10 F7
F18

F21

F19

F20
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F9

F6

F12

120F5

F11
F2F15

F17 F1

F4

F3
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PL. 30 八幡遺跡

石器・石製品

鉄関連遺物
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